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は し が き

STEPSは，回帰分析に始まり，数百本の連立方程式からなる計量経済モデ

ルのシミュレーションに至るまでの分析を一貫して行うことのできる情報処理

システムである。類似の情報システムとしてSPSSとTSPがあり*"特に米

国の大学において広く利用されている。これらの外国のシステムと比較すると

STEPSは時系列分析を目的とし，回帰分析を中心とした統計処理システムで

あるという点ではTSPに酷似しているが，横断面分析を目的とし，多変量解析

を中心とした統計処理システムであるSPSSとは，その趣きを異にしている。

何れのシステムにも共通していえることは，独自の平易な分析言語を有し，分

析プロクﾟラムの記述にも伸縮性があり，しかも分り易く使い易いことである。

TSPは計量経済モデルの推定を中心とする時系列処理システムであるが，シ

ミュレーションの機能を有していない。STEPSはモデルの推定からシミュレ

ーションまでを一貫して行う時系列処理システムである。そのためにSTEPS

には，連立方程式モデルの推定およびシミュレーションに必要な多数の経済時

系列データを保存し，効率的に利用するためのデータ管理機能やモデルの推定

からシミュレーションまでの長い分析過程を中断しつつ続行できる回復機能な

ど,モデルシミュレーションの実行を容易にする言語が豊富に準備されている。

STEPSには，現在その原版であるSTEPS - FOIL**と，神戸大学・経済経

営研究所のBEICAシステム開発プロジェクトのために若干変更の加えられた

* B. H. Hall, TSP manual, Harvard Tech. Rep. No. 12, Harvard lnst. of

Economic Research, Cambridge, Mass., April 1975.

N. H. Nie et al., SPSS, 2nd edition, McGraw -Hil1, N. Y., 1975.

三宅一郎他: SPSS,統計パッケージI,基礎編，東洋経済新報社，昭和51年．

三宅一郎他: SPSS,統計パッケージN,解析編，東洋経済新報社，昭和52年．
*＊杉浦一平・布上康夫：「計量経済模型分析のためのプログラム・システムー

STEPS-」経営機械化シリーズ比16,神戸大学経済経営研究所, 1975.

杉浦一平: ｢STEPS - FOILの構造」前掲書M17, 1976.
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STEPS - BEICA***の2種類の版がある。STEPS -BEICA は，第1版が

1976年5月に，第2版が1977年8月にHITAC 8350用に変換され，第2.5版が

1978年3月および4月にそれぞれ HITAC M 150およびIBM 370/148用に再

編集された。

今度，言語体系の全面的再検討を行い，特にファイル管理に関する言語を整

備すると共に，新SNAデータバンクを作成してシステムへの組込みを行った。

STEPS -BEICAは，今回の第3版でもって一応完成し，今後は必要に応じて

個別分析言語の追加のみを行う。これまでに行った改訂および機能追加の主な

ものを列挙すれば次のようになる。

（1）コンマまたはコロンの省略 命令文において命令語の直後に打たれる

コンマ以外はコンマを省略することができる。また，次の命令文が次の行に書

かれる場合，命令文の後に終止符のコロンを打たなくてもよい。（付録A)

（2）変数による分析期間の設定 分析期間の始期点または終期点を変数で

指定することができる。分析期間を表わす変数が計算文によって変更される場

合にはCLOCK文を用いて期種の調整をしておかなければならない。（第1章）

（3）2段階最小2乗法および操作変数推定法の追加｡(第6章）

（4）自己回帰テスト これは単一方程式モデルの最終テストである。（第

3章）

（5）中断続行機能 長い分析プログラムを途中で切断し，今回切断点まで

のう。pグラムを実行し，後日には切断点以降のプログラムを実行する機能であ

る。（第4章）

（6）新SNAデータバンクの装備および管理データベースシステム 新SNA

データバンクがシステムに内蔵されているから分析者は新SNAのデータを自

由に利用することができる。（第5章）

＊*＊定道宏：「計量経済モデル分析のための統計処理システムーSTEPS -BEICAに

ついて－」国民経済雑誌，第138巻第2号，昭和53年．
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（7）使用者FILEの利用 他のコンピュータ言語，例えばFORTRAN ､

PL/Iで作成されたデータFILE (磁気テープ。または磁気ディスク）を利用する

ことができる。逆に, STEPS - BEICAで作成したデータFILEをFORTRAN

､PL/Iで利用することができる｡(第2章）

（8）モデル規模の拡大 モデルシミュレーションにおけるモデルの大きさ

は内生変数と外生変数，補助変数の総数が600個までである。例えば，外生変

数が50個，補助変数が50個である場合，最大500本の方程式からなるモデルの

シミュレーションが可能である。（第7章）

（9）モデルシミュレーション結果の保存 全体テストまたは最終テストの

結果を外部FILEに保存することができる。（第7章）

(10 度数表および集計表 1次元または2次元の度数表および集計表を作

成する。標本数の上限は，1次元の度数表か2400, 2次元の度数表または1次

元の集計表か1200, 2次元の集計表が720である。（第1草）

(11)時系列データの編集 月次データから四半期データへ，また四半期デ

ータから年次データへと，下位の期種のデータを編集して上位の期種のデータ

に変換することができる。（第1章）

(12 時系列変数からスカラー変数への変換 時系列変数の初等統計量を計

算してスカラー変数に代入する。（第2章）

STEPS - BEICA の第3版の改訂は，昭和53年度の文部省科学研究補助金

（一般研究B 「経営経済データバンクを利用するソフトウェアの開発」 代表

者・神戸大学教授能勢信子）の研究成果の一部をなすものであり，また，新

SNAデータバンクの作成は昭和54年度文部省科学研究補助金（総合研究A「新

SNA体系へのミクロ経済データの変換および統合システムの研究」代表者・

一橋大学教授倉林義正）によってなされたものである。

STEPS - BEICAの完成は，能勢信子先生をはじめ，経営・経済情報制御分

析システム(BEICAシステム）開発グループの諸先生方の御指導と御支援のお
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蔭であり，ことに深く感謝の意を表する。また，このシステムに何等かの新し

い貢献が認められるとすれば，それは生みの親である和歌山大学杉浦一平教授

に負うものである。さらに，滋賀大学太田幸一講師には多くの貴重な助言を得

るとともに分析プログラムの改良および本書にある各種の例題の作成に協力し

て頂いた。

最後に，新SNAデータバンクの作成で御尽力いただいた機械計算室の都藤

希八郎，民野庄造の両氏，並びに綿密な校正をして下さった研究助成掛の松本

佳子嬢に対して厚くお礼申し上げる。

昭和54年初秋

筆 者
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第1章 初等統計分析

STEPS -BEICAは計量経済分析のために開発された汎用計量経済分析シス

テムであり，このシステムを利用することにより, FORTRAN, PL/1などの

コンパイラー言語を理解していなくても簡単に分析を行うことができる。計量

経済分析では経済理論を定式化し計量する。あるいは経済理論を一つの仮説

とみなして，これを統計的に検証しようとする。このためには経済理論を，た

とえば，

f(.z,, .r2, ･…･･p .r" ; Q1, "2,……, 6z,,)=0

のような一つの式，あるいは複数の式の形に定式化し，実際の統計資料からこ

の式の米flIなる係数α11 "2, ･･…｡，α"を推定する作業が必要となる。ここで，

.rl, ･r2, ･･…･, .r"は国民総生産，可処分所得などを表わす経済変数であり，

α,，α2，……，α〃は経済構造を意味する構造パラメータである。すなわち，計

量経済分析は統計データを用いて経済変数間の関係を分析しようとするもので

ある。ところで，用いる統計データの種類によってクロスセクション分析と

時系列分析とに分けられる。クロスセクション分析は一時点に観測された統計

データを用いた分析であり，時系列分析は時間的経過に従って観測された統計

データを用いた分析である。いずれの分析においても経済変数間の関係の分析

には回帰分析が多く用いられる。

回帰分析を用いた経済現象の分析は説明される経済変数（被説明変数）と説

明する経済変数（説明変数）との間の因果関係を量的に明らかにすることであ

るが，関係の分析に先だって個々の経済変数の図示や統計的性質が明らかにさ

れねばならない。計量経済分析の第一段階は経済変数の時間的変化を視覚に訴

えることや種々の統計量を計算することから始まる。

本章では経済変数の入出力および図示，初等統計量の計算について述べる。
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1.1 時系列データの属性の設定

計量経済分析では時系列で観測された統計データを用いた分析が多いことか

らSTEPS -BEICAでも時系列データによる分析を主な対象としている。本書

でいう時系列データは期種，初期点，期間の三つの属性によって特徴づけられ

る。期種は時系列データの観測単位を表わしたものであり，月次，四半期，半

年，年次の4種類がある。初期点はすべての時系列データに共通な時系列の起

点を表わす。期間は入力や出力，各種の分析の対象となる時系列データの処理

期間を表わす。時系列データに関する属性のなかで，期種と初期点はすべての

時系列データに共通したものでなければならない。したがって一つの分析プロ

グラムで月次と四半期などの期種の異なる時系列データを同時に用いることが

できない。また，初期点も一つの分析プログラムに共通したものである。

期種と初期点はDATE文で，期間はPERIOD文で設定される*o

DATE IS期種FROM 初期点

PERIOD IS分析開始期[TO分析終了期］

期種には MONTH, QUART, HALF, YEARの何れかを指定する。

DATE文のFROM の後に書かれた初期点は時系列データの起点を表わす。

STEPS -BEICAでは分析プログラムで使用される全ての時系列データはこの

初期点を起点として120期間の長さをもったものとみなされる。したがって，

例えば期種が月次であるとき，初期点から10年間の分析が可能であり，四半期

のときは30年間の分析が可能である。各種の分析の対象となる実際の期間はこ

の120期間内の部分期間に対してPERIOD文で指示される。それゆえ, STEPS

-BEICAでは初期点より過去に遡った期間の設定は許されない。分析終了期

を省略したとき，分析開始期で示される一時点についてのみの分析が行なわれ

る。

初期点および分析開始期，分析終了期は定数またはスカラー変数で与えるこ

＊命令文において，［］は省略可能であり，｛｝は択一選択を表わす。
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（1）

とができる。定数で与える場合，年を整数部，期を小数部2桁で表わす。整数

部をn"小数部を。とすれば初期点および分析開始期，分析終了期はn°dと

表わされる。但し，年次データに限り整数部のみで表わしてもよい。dのとり

うる数値の範囲は期種によって異なる。図1－1に期種と期の関係を示す。

種

図1－1 期種と期の対応

1979年8月を初期点とする月次データ, 1946年第3四半期を初期点とする四

半期データ，昭和4()年下期を初期点とする半年データに対するDATE文の記

入例を図1－2に示す。

｜

’
文命

今
ロ

例

1

2

3

MONTH FROM

QUART FROM

HALF FROM

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

８
３

２

０
０

０
口
■
●

９
６

０

７
４

４
９

９
１

１

DATE

DATE

DATE

図1－2 期種の記入例一その1-

1940年を初期点とする年次データのDATE文の記入例を図1－3に示す。

例’ 令 文

命
皿
皿
皿

ｔ
ｔ

く

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｙ
Ｙ

Ｙ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

１
０

０
０

●
■

０
０

０

４
４

４
９

９
９

１
１

１

４
５

６

図1-3 DATE文の記入例一その2－

STEPS - BEICAでは一つの分析プログラム内の時系列データはすべて同一

の期種と初期点をもつことからDATE文は分析プログラムの最初の部分で一

(1)スカラー変数による設定については2章を参照せよ。

月次データ （MONTH）

四半期データ （QUART）

半年データ （HALF）

年次データ （YEAR）

２
４

２

１
０

０

－
－

－
１

１
１

０
０

０

01 または 00
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度だけ書けばよい。これに対して分析期間を指示するPERIOD文は分析プログ

ラムの任意の所に何回でも書くことができる。PERIOD文で設定された分析

期間は次のPERIOD文によって変更されるまで有効であり，同一の分析期間

が続くときには命令文ごとに書く必要はない。異なる分析期間が必要となると

き改めて設定すればよい。複数のPERIOD文を持つ分析プログラムの例を図

1－4に示す。また、図1－5にDATE文とPERIOD文の誤りとなる記入例

を示す。

DATE IS QUART FROM 1940.01･ ･…･PERIOD文に先だって指定する

PERIOD IS 1950・01 TO 1960､04

｝…-解離鯰紙製鯉雛蕊第』
PERIOD IS 1950.01

）……解溌全綴麓鯉噌は'950年第」
PERIOD IS 1940､01 T0 1960．01

｝…"解騨鯰謡餅盤撰驚第」

図1 - 4 PERIOD文の記入例

例 ｜ 備文

〈
叩

令 考

Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｔ

Ｒ
Ｒ

Ｆ
Ｆ

１

Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｒ

Ｒ
卯

皿
恥
四

Ｑ
Ｑ

ＳＩ

唱
喝

Ｄ
Ｅ

Ｅ
Ｏ

Ｔ
Ｔ

画
Ａ

Ａ
Ｅ

Ｄ
Ｄ

Ｐ

７
８

QUARTのとき期は01～04

匹
皿

皿
●
●
■

０
》

０
０

４
４

４
９

９
９

１
１

１

DATE文の初期点を湖ること
はできない

PERIODIS 1945.05 TO

DATE IS MONTHFROM

PERIOD IS 1965．01 TO

０
１

２
－

０
０

１
－

■
●
凸
型

０
５

８
。

５
６

７
。

９
９

９
”

１
１

１

QUARTのとき期は01～04

9

分析終了期は初期点から120期
以内

図1-5 DATE文とPERIOD文の誤りとなる記入例
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1.2 時系列データの入力

時系列データによる計量分析を行うためには，まず最初にSTEPS-BEICA

に時系列を入力しなければならない。このとき，入力の対象となる時系列デー

タの属性と入力媒体および書式，編成方法に関する情報をSTEPS -BEICAに

指示する必要がある。時系列データの属性はDATE文とPERIOD文で与えら

れているので，入力文では入力媒体と書式，編成方法を指示する。

時系列データの入力媒体としてカード，磁気テープ，磁気ディスクが利用可

能である。カードに作成された時系列データは，分析者の指示する書式と編成

方法に従ってSTEPS - BEICAに直接入力することができる。これに対して，
（2） （3）

磁気テープ，磁気ディスクに作成された時系列データはWRITET文を用いて

作成されたものであり，これらのデータは作成時の書式と編成方法によっての

み入力することができる。

入力の書式には自由形式と固定形式の2種類がある。さらに，固定形式は，

FORMAT形式とBINARY形式とに分けられる。カードからデータを入力す

るときには自由形式とFORMAT形式が利用可能である。入力書式と入力媒

体との組合せを図1－6に示す。

･カード，磁気テープ，磁気ディスク

･カード，磁気テープ，磁気ディスク

･磁気テープ，磁気ディスク

自由形式

｜…※'"…礦“入力書式

!BINARY形式

図1－6 入力書式と入力媒体の組合せ

自由形式とは個々のデータの順序は固定しているがデータ間隔が自由な大き

さである書式をいう。それに対して固定形式は,自由形式と同様に個々のデータ

の順序も固定しているが,同時に各データの位置も固定されている書式をいう。

（2）磁気テープまたは磁気ディスクに作成されたものを使用者FILEという。

( 3 ) WRITET文については次節を参照せよ。
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５
６

１

４詮
。

’
ノ

２
Ｅ

小
坐
蒲
応
Ｍ

Ｌ

９
２

〕Ｊ
勺
１

」

４
２

４
忽

］
．

’
ｒ

８
９

Ｅ
（

４
３

Ｄ

ｑ）
〕

ワ】
、

句』
〕

１４
〕

〕
］

。
〕

0

－0． 123E＋3

+146EO 1．5E2

､X' , , 'XYZノー、AUB '

図1－7 自由形式による入力データの例

自由形式によるデータ入力の場合，入力データは図1－7で示されるように

表わされる。文字定数は引用符で囲んで表わされ，定数は整数または小数点付

の数,E形式の数でなければならない。E形式の数はFORTRANPPL/1で

用いられる数表現であり，数の末尾に10の累乗を表わす指数をつけて表わされ

る。例えば，-123を10の累乗からなる数で表わせば，-123×100, -12.3x

10+1, -0.123×103, -1230×10-1 , - 12300×10-2などとなり，これらをE

形式の数として表わせば, -123EOまたは-123E, -12.3E+1, -0.123E3 ,

-1230E-1, -12300E-2となる。数と数は，コンマまたはスペースによって

区切られる。フ･ラスとマイナス記号は単独の数とはみなされず，その後につづ

く数の符号とみなされる。コンマを2個連統したとき，対応する項目はスキッ

プされその値は変更されずに残る。また,i*定数, i*(但し,iはゼロで

ない整定数）としたとき次の定数あるいはデータのスキップ。がiIUI起こること

を表わす。

固定形式の1つであるFORMAT形式の書式は，データの位置が固定され，

さらにデータの配列がこの固定されたデータ位置のくり返しとして表わされる

書式をいう。FORMAT形式によるデータ読込みの場合，データはFORT-

RANにおける数と全く同じに表わされ，またFORMAT形式の耆式内容も

FORTRANにおけるFORMAT文の内容と全く同じである。

時系列データの入力には入力媒体と書式の他にデータの編成方法についても

指定しなければならない。編成方法には期順編成と変数順編成かある。期順編
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７

成は時系列データが時点順に編成されたものであり，変数順編成は時系列デー

タが変数順に編成されたものである。例えば，表1－1の1970年から1975年ま

での時系列データA,B,Cを期順編成および変数順編成でもってカードに表

わしたものをそれぞれ図1－8，図1－9に示す。

表1－1 時系列データの例

時系列
変 数

19751972 1973 19741970 1971

７
４

９
４

５
９

７
３

１

５
３

８

８
６

３

４
４

８

９
８

２

５
４

９

１
１

５

４
５

９

５
４

６
５

３
７

Ａ
Ｂ

Ｃ

A B C

1 234567890123456789012345678901234567890

1970年●
甲
巳
■
。
■

６
１

３
２

５
９

７
８

８
９

９
９

■
Ｇ
■
■
●
Ｇ

Ｆ
ｈ
Ｊ

庁
〃
０

（
ｘ
Ｕ

（
ｕ
〉

君
１
４

【
ｊ
０

５
５

４
５

４
４

４
３

６
８

１
４

３
３

４
４

５
５

1973年

1975年

図1－8 期順編成によるデータ例

1 23456789012345678901234567890123456789012345678901234567890

９
８

２

５
４

９

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
■
■

●
■
■

７
３

１
５

３
８

８
６

３

４
４

８

■
由
●

５
４

６
５

３
７

①
■
●

１
１

５

４
５

９

７
４

９

４
５

９

1970年 1973年 ･1975年

図1－9 変数順編成によるデータ例
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STEPS - BEICAではカードから入力するときにはREAD文を，磁気テー
（4）

プや磁気ディスクの使用者FILEから入力するときにはREADT文を用いる。

READ [#N], T1 T2……T20 [BY，FORMAT' ]

READT[#N], T1 T2…T20畷恩側僻'］
ここで,T1からT20は時系列変数名（英字で始まる8文字以内の英数字）

を表わす。#Nは時系列データの編成方法を表わす。#1のときには期順に，

#2のときには変数順に編成されていることを示している。また，固定形式の

FORMAT形式でデータを入力するときにはBYに続く､FORMAT′の所に

FORMAT内容を, BINARY形式で入力するときには$BINARY′と指定す

る。STEPS -BEICAでは自由形式で変数順に編成された時系列データを入力

するときには書式および編成方法の指定は不要であり,次のようにすればよい。

READ, T1 T2……T20

READT, TI T2……T20

これ以外のとき，命令語のあとに＃1または＃2を,BYの後にデータの形に

対応した書式を指定しなければならない。表1－2に，入力媒体と編成方法，

書式の組合せを示す。図1 -10には入力文の記入例を示す。

表1－2 入力媒体と書式，編成方法の組合せ

|#i'
－－

~－－－－－ 番 式
～ 編成方法一一一一一‐

BY以下省略｜、FORMAT '
入力媒体

不 可

不 可

不 可

BINARY

期 順

力 _ ド

(READ) 変 数 順

自由形式＃ 1

＃ 2

省 略

# 1

指定のFORMAT

指定のFORMAT自由形式

自由形式

自由形式

自由形式

自由形式

不 可

指定のFORMAT磁気テープ 期 順
磁気ディスク

変 数 順
(READT)

指定のFORMAT BINARY＃ 2

可｜不 可汽 略 不

（4）いずれの入力媒体から入力するかはJCLによって決まる。
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例’ 命 令 文
1 READ, Tl T2

2 READ#1, Tl T2 T3

3 READ#1, Tl T2 T3 BY ，3F10.5'
（5）

4 READ#2, T1 T2 T3 T4 T5 T6,
T7 T8 T9

5 READ#2, Tl T2 T3 BY '8F10.3'

6 READT, Tl T2

7 READT#1, TI T2 T3 T4 T5 T6

8 READT#1, Tl T2 BY，20F12.3'

9 READT#2, T1 T2

10 READT#2, T1 T2 BY $ BINARY '

考備

’

順
順

順
順

数
数

変
期

期
変

自由形式

自由形式

3 F10．5

自由形式

変数順，

変数順，

期 順，

期 順，

変数順，

変数順，

8F10．3

自由形式

自由形式

20F12．3

自由形式

BINARY

図1 -10 READ, READT文の記入例

一つの入力文で竝高20系列までの時系列を入力することができるが，時系列変

数名か多くなると期順編成では一期|凸lのデータが一枚のカードにおさまらなく

なる。また，入力期間が長くなると変数順編成では一変数のデータが一枚の

カードにおさまらなくなる。このとき，一枚のカードに入らなかったデータは
（6）

次のカードに続ければよい。但し，期間あるいは変数名が異なったときには新

たなカードから始めなければならない。

種々の書式と編成方法によってデータを入力する例を図1 -11に示す。

（5）命令文が一行で終わらないとき，その付をコンマで終り，残りは次の行に蕎け

ぱよい。

（6）一つのデータを途中で区切り二枚のカードで表現することはできない。
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〔例1〕自由書式で変数順にデータを入力する

START ,、READ EXAMPLE - 1 '

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ, CIWPPXKTIMEGWG

END

データの表現

(C) →38.8 41.9 45.0 49.2 50.6 52.6

55．0 50．9 45．6 46．5 48．7 51．3

65．0 69．7

(1) →2.7 -0.2 1.9 5.2 3.0 5.1

1．0 －3．4 －6．2 －5．1 －3．0 －1．3

3．3 4．9

(WP )→28.8 25.5 29.3 34.1 33.9 35.4

37．9 34．5 29．0 28．5 30．6 33．2

45．0 53．3

８
６

■
□

７
１

５
６

３
５

七
■

７
７

５
５

２
７

６
８

５
５

１
７

。
■

５
７

５
５

６
１

５
２

０
９

３
１

２
０

申
■

４
２

１
３

●
■

５
１

３
６

■
●

１
１

４
４

２
２

甲
●

９
８

３
３

９
０

？
■

７
１

３
４

４
８

■
①

７
６

３
３

〔例2] (i)書式を明示しない固定書式で期順にデータを入力する

START ,、READ EXAMPLE - 2 '

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ#1, CIWPPXKTIMEGWG

END

データの表現

(C) (WG) (1) (WP) (P) X K
l ’ 1 ｜ ’ ｜
* ＊ V V ツ ツ

(1920)→ 39．8 2．7 28．8 12．7 47.1 182.8

2．2 ←－

(1921)→ 41.9 -0.2 25.5 12.4 48.3 182.6

2．7

(1922)→ 45.0 1.9 29.3 16.9 53.0 184.5

2．9

49．2 5．2 34．1 16．4 60.1 189.7

2．9

50．6 3．0 33．9 19．4 60．2 192．7

3．1

52．6 5，1 35．4 20．1 64．2 197．8

3．2

TIME

↓
（)．

６

Ｇ
‐
↓
４

1． 6．6

2． 6．1

3． 5．7

4． 6．6

ひ． 6．5
戸
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(ii)書式を明示した固定書式で期順にデータを入力する

START ,、READ EXAMPLE - 3ノ
COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ#1, CIWPPXKTIMEGWGBY、10F8.0'
END

タの表現
(C) (1) (WP) (P)
39．8 2．7 28．8 12．7

41．9 －0．2 25．5 12．4

45．0 1．9 29．3 16．9

49．2 5．2 34．1 18．4

50．6 3．0 33．9 19．4

52．6 5．1 35．4 20．1

一
醒
一

テ
⑩
，
２
２

９
９
１
１

く
く

(K) (TIME) (G)
182.8 0． 4．6

182．6 1． 6．6

184．5 2． 6．1

189．7 3． 5．7

192．7 4． 6．6

197．8 5． 6．5

ｊＧ
２
７
９
９
１
２

Ｗ
２
２
２
２
ａ
ふ

くｊ
１
３
０
１
２
２

Ｘ
征
８
３
０
０
４

１
４
４
５
６
６
６

(1925)

〔例3] (i)書式を明示しない固定書式で変数順にデータを入力する

START, $ READ EXAMPLE -4 '
COMPILE BY WASP
DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ#2, CIWPPXKTIMEGWG
END

データの表現

(C) 39.8
57．3

57．7

(1) 2.7
3．0

2．1

０
０
５
９
０
９

●
■
ｅ
●
①
■

５
５
７

１
１
１

４
５
５

２
９
６
２
４
３

９
０
１

５
３
１

４
５
６

９
８
７

２
１
０

甲
■
■
固
■
■

１
７
８
０
５
２

４
５
５

一

６
６
０
０
２
３

■
■
■
■
●
Ｇ

Ｏ
５
５
３
６
３

５
４
６

６
５
７

１
１
９

２
６
９
５
５
４

５
４
６

１
７

５
８

５
４

２
３
●
ゆ

６
１

５
５

６
０
や
■

５
３

２
３
Ｇ
●

４
１

(ii)書式を明示した固定書式で変数順にデータを入力する

START, ' READ EXAMPLE - 5ノ
COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ#2, CIWPPXKTIMEGWGBY，10F8.0ノ
END

９
９
７

２
４
９

現
Ｌ
Ｏ
９

０
３
４

表
４
５
６
’
一

のタ
８
０
０
〃
０
３

－
羽
弱
妬

２
１
３

－プ
ｊ

ｊ

Ｃ
Ｉ

く
く

０
６
●
Ｇ

５
５

４
４

６
７

０
８

５
４

２
５

９
６

４
４

６
３

２
１

５
５

１
７
●
■

５
７

５
５

２
７
■
①

６
８
５
５

３
５

７
７

５
５

８
６
■
■

７
１

５
６

９
２

１
６

２
１

５
５

０
０
■
①

３
３

１
３

５
１

６
１

５
２

０
９
申
●

３
１

１
３
。
●

５
１

２
０

４
２

図1－11 種々の入力書式によるデータ入力のプログラム例
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1.3 時系列データの出力

計量経済分析はデータの収集と整理から始まる。分析に必要なデータは，ま

ずカードにせん孔され，次いでREAD文を用いてSTEPS -BEICAに入力さ

れる。次の段階としては，この入力されたデータを見やすい形で表現・整理し，

また後日に利用するために保管する必要がある。通常，データの表現・整理に

はう。リンダが，保管には磁気テープ･や磁気ディスクが用いられる。STEPS -

BEICAでは時系列データを WRITE文によって見やすい形でフ･リンダに印

字することができ, WRITET文によって磁気テープ。や磁気ディスクの使用者

FILEに保管することができる｡ WRITE文とWRITET文の使用法はREAD

文とREADT文と基本的には同じである。

出力の場合，出力媒体と書式，編成方法を指定しなければならない。出力媒

体としてプリンタと磁気テープ，磁気ディスクの使用者FILEが利用可能で

ある。書式には,G形式とFORMAT形式, BINARY形式の3種類がある。

G形式はSTEPS - BEICAで前もって設定されているものであり，出力デー

タの値によって出力の形が異なり，出力データの値の絶対値が10-1から106の

範囲にあるとき10進指数の付かない小数点付の数として表わされ， その範囲

を越えたときには有効6桁のE形式でもって出力される｡ FORMAT形式と

BINARY形式は入力命令と同様であり，出力データはそれぞれの形式に従っ

て出力媒体に出力される。図1－12に出力書式と出力媒体の組合せを示す。

･プリンタ，磁気テープ｡，磁気ディスク

･磁気テープ，磁気ディスク

･磁気テープ，磁気ディスク

G 形 式

FORMAT形式

BINARY形式

Ｆ
１
姑出 力 書 式

図1－12 出力書式と出力媒体の組合せ
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WRITE [#N], T1 T2……T20 [BY，FORMAT' ]

WRITET [#N], T1 T2……T20 WMX鼎'］
（7）

WRITE文ではプリンタに印字され, WRITET文では磁気テープまたは磁
（8）

気ディスクに出力される。

T1からT20は出力される時系列変数名を表わす。#Nは編成方法を表わす。

WRITE文では#1と指定したときには期順編成で印字され，省略または#2

としたとき変数順編成で印字される。同様にWRITET文でも#1と指定した

ときには期順編成で省略または＃2としたとき変数順編成で磁気テープ。または

磁気ディスクに出力される。また, WRITE文ではBYの後に印字の書式を

WRITET文ではBYの後に出力の書式を指定することができる。このとき，

プリンタまたは磁気テープ。，磁気ディスクには指定した書式で出力される。表

1－3に出力媒体，書式，組合せを示す。

表1－3 出力媒体と書式，編成方法の組合せ

1 BINARYノ

I

＊ 省略したとき改頁と見出しの印字が行なわれる。

**G形式はFORTRANのG13.6に相当する。

（7）プリンタの大きさの制約より8系列づつ印字される。

（8）磁気テープまたは磁気ディスクの選択はJCLによってきまる。

｜プリ ン タ

（WRITE）

磁気テープ｡

磁気ディスク

(WRITET）

期 順

変 数 順

期 順

変 数 順

＃ 1

＃ 2

省 略

＃ 1

＃ 2杼

省 略

G 形 式

G 形 式

G 形 式

G 形 式

G 形 式

G 形 式

指定のFORMAT

指定のFORMAT

不 可

指定のFORMAT

指定のFORMAT

不 可

不 可

不 可

不 可

BINARY

BINARY

不 可
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文

ヱ
ゴ
ズ
丁

例

へ
叩

WRITE, T1 T2 T3

WRITE, T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T12

WRITE #1, TI T2

WRITET, 'rl T2 T3

WRITET #1, 'rl T2 T3

WRITET #1, T1 T2 BY，10E13.5'

WRITET #2, Tl 'r2 BY $BINARY'

１
２

３
４

５
６

７

図1 -13 WRITE文, WRITET文の記入例

WRITE文を用いた分析プログラム例を図1 -14に，プリンタの印字結果を

図1－15に示す。図1－15では分析期間を1922年第1四半期から，1924年第2

四半期に設定して入力し，同一の期間および1921年第1四半期から1924年第4

四半期について印字したものである。READ文で入力されなかった期間の値

はゼロになっていることに注意されたい。

START ,、WRITE EXAMPLE- 1 '

COMPILE BY WASP

DATE IS QUART FROM 1920.01

PERIOD IS FROM 1922.01 TO 1924.()2

READ, CIWPPXKTIMEGWG

@ WRITE#1, C I WP P X K TIME G WG

PERIOD IS FROM 1921・01 TO 1924・O4

WRITE, C I WP P X K TIME G WG

END

図1 -14 WRITE文を用いたプログラム例
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1.4 点グラフ

時系列データの時間的変化をグラフに表現することは計量経済分析の基本的

な作業である。グラフに表現された時間的変化から時系列データの傾向変動の

有無や形状，季節変動のパターンや大きさなどが明らかになるであろう。ま

た，複数の時系列データと同時にう。ロットすることにより変数間の相互関係や

時間的な遅れの有無などを視覚によって判断することができる。時系列データ

のフ･ロットにはPLOT文を用いる。

PLOT, [催諦罰彊蕊閉讓値}}]

T1臘雛罫糧譜鐺鴇}]……

………"…T8 [{繍患艫:鰡繼躯}}
PLOT文では一つのグラフに最大8系列まで同時にプロットすることができ

（9）

る。T1からT8はフ･ロットされる時系列変数名を表わす。T1からT3につ

いてはグラフとともに系列の値がグラフの左側に印字される。グラフは時間を

縦軸，系列の値を横軸としたものである。各系列は，通常系列こ､との最小値を

左端に，最大値を右端として横軸の全域を利用してフ。ロットされる。フ･ロット

される横軸の範囲，またはう。ロットの対象となる系列値の範囲を次のようにし

て制限することができる。まず，フ･ロットする横軸の範囲を制限するときに
（10）

は，整数値でもって下限と上限を指定する。この下限と上限は横軸の全体の長

さを100とした相対的な位置であり,0二下限く上限三100でなければならない。

例えば，時系列変数Aをグラフの左側（0～30の位置),Bを中央(31～60の位

置),Cを右側(61～90の位置）に分離してフ･ロットしたいときには,A(0,

（9）各系列とフ･ロット記号の対応は次のとおりである。
T1・･･A T2･･･B T3･･･H T4…S T5･･･W T6…X T7…Y

T8…Z 各系列のプロット位置が重複したとき次の記号で区別される。

2重…＠ 3重･･･＊ 4重…＃ 5重･･￥ 6重…Q 7重…0 8重…O

(10)整数値のかわりに整数型スカラーを用いてもよい。
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30), B(31, 60), C(61, 90)のようにそれぞれの時系列変数の直後に上限と

下限を指定する。また，複数の時系列変数に共通して横軸の範囲を制限したい

ときには，命令語の直後にその範併|を指定する。但し，命令語の直後と各時系

列変数の直後の両方に指定されたときには後者のものが優先される。

例’ 文 備 考

（11）

50) A(0～100) ; B(0～100) ; C(0～50)

C(50, 100) A ( 0～100) ; B (10～30) ; C (50～1 00)

B C A(10～90) ; B (10～90) ; C (10～90)

B(10, 90),C A(5～95) ; B (10～90) ; C(5～95)

令命

A B C(0,

A B(10, 30)

(10, 90) A

(5,95) A

PLOT ,

PLOT ,

PLOT ,

PLOT ,

１
２

３
４

図1－16 PLOT文の記入例一その1－

（12）

時系列変数名の直後または命令語の直後に実数値を指定したとき，その範囲

内のデータのみがプロットの対象となる。このとき，指定された値がそれぞれ

グラフの左端，右端となるようにう。ロットされる。また指定の範囲外のデータ

はそれぞれ一括して最左端または娘右端の除外欄(EXTREM)の所にう｡ロッ

トされる。（図1－20を参照）

０
０

１
１

１
１

ｊ

ｊ
Ｏ

Ｏ

－
０

５

｜唯
叩 口

備 考

).0≦B≦50.O

Bは全データ

５
６

７
８

０
０

３
５

三
三

Ｂ
Ｂ

く
一
く
一

０
０

図1 -17 PLOT文の記入例一その2－

フ･ロットする横軸の範囲と系列値の範囲を同時に制限することはできない。

例えば，図1－18の例9ではAは横軸の範囲の制限(10～80)が指定されたもの

とみなし,Bは系列値の範囲の指定がなされたものとみなし, 20.0≦B≦50.0

の範囲内にあるデータが(O～100)の間にう。ロットされる。

(11) Aの最小値と最大値をそれぞれ横軸の0と100に位置づけることを表す。

(12）実数値のかわりに実数型スカラーを用いてもよい。

例’ 命 令 文
PLOT，A（10.0,20.0）B(20．

PLOT，A(-10.0,100.0） B

PLOT，（-1.0,3.0） A B

PLOT，（－1．0，5．0） A B(－1
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例10では各々の時系列変数名の直後に横軸の範囲が指定されているので系列値

の範囲の制限（-1.0,3.0）は無意味となる。

例 令

へ叩

又

PLOT, (10, 80) A B(20.0, 50.0)

PLOT, (-1.0,3.0) A(10, 50) B(51, 100)

9

10

図1 -18 PLOT文の記入例一その3－

以上のようにう｡ロットする横軸および系列値の範囲の制限は原則としてそれ
（13）

ぞれ2個の整数値，実数値でもって指定するが，どちらか一方を省略すること

ができる。このとき（整数値1，整数値2）のかわりに（整数値1）または

（，整数値2）としたとき，省略された整数値2，整数値1にはそれぞれ100 ,

0が指定されたものとみなす。時系列変数名の直後の（実数値1，実数値2）

のかわりに（実数値1）または（，実数値2）としたとき，省略された実数値

2，実数値1にはそれぞれ系列の最大値と最小値が指定されたものとみなす。

また，命令語の直後の(実数値1，実数値2）のいずれか一方を省略したとき，

系列値の範囲の指定が省略されている系列すべての最小値あるいは最大値が指

定されたものとみなす。

PLOT文を用いた分析プログラム例とその結果を図1 -19,図1 -20に示

す。

START, ､PLOT EXAMPLE'

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ, CIWPPXKTIMEGWG

PLOT, CIWPPXKTIMEG

PLOT, (10) C I WP(,70) P(30) X(30, 50) TIME(,19.0)

END

図1 -19 PLOT文を用いたプログラム例

(13) (整数値，実数値)あるいは(実数値，整数値)でもって指定することができない。
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図1 -20 PLOT文の出力例
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1.5 初等統計量

統計的な手法を適用したデータ解析ではデータの特性は平均，分散などの初

等統計量でもって把握することがまず肝要である。時系列データに対して回帰

分析をほどこす計量経済分析においても，まず最初に個々の時系列データの特

性を初等統計量を用いて把握することが分析の手始めになるであろう。初等統

計量にはいろんな種類があるが，平均値に関するもの，分散度に関するもの，

分布の形に関するものに大別することができる。平均値に関するものには，算

術平均，幾何平均，平方平均などのように対象となっているデータの全数を用

いて算出される統計量と中位数，並み数などのようにデータの一部分から算出

される統計量とがある。分散度に関するものには，レンジ，4分位偏差などの

ように順序統計量にもとづいて算出される統計量と，平均偏差，標準偏差，分

散などのように平均値に対するデータの偏差にもとづいて算出される統計量と

がある。分布の形に関するものには，分布の非対称性を表わす歪度，平均の近

くの分布の群集の程度を表わす尖度などがある。

STEPS -BEICAでは次の統計量が一括してSTAT文で計算される。

，、算術平均……盃＝－L立塑，
刀 j＝1

対

2． 平 方 和……SS=国韮：
8＝1

3．平均偏差……MD= & |"'一屋｜
刀 j＝1

平均偏差は変量の平均値に対する偏差の絶対値を平均したものである。

4 標準偏差……｡=f z (:-")｡刀

標準偏差は絶対値のかわりに2乗値を用いて平均したものである。
祁

図（ｪj－垂)2
8＝1

5．分 散…..o2＝
刀
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標準偏差びを2乗したものである。

分布の非対称性を示す歪度α3，尖度α4はそれぞれ次のように定義される。

上酋(.z,一元)3
刀j＝1

6．歪 度……α3＝
ぴ3

睾哉(sr,一屋)4
刀j＝1

7．尖 度……α4＝
ぴ4

STAT, T1 T2…………T20

[KEY IN R1…………KEY IN RN]

T1からT20は時系列変数名である。複数の時系列変数名を指定したときに

はこれらすべての変数全体についての統計量が計算される。たとえば，一つの

時系列変数T1について統計量を計算したいときには単にT1を，二つの時系

列変数T1とT2の全体について統計量を計算したいときにはT1, T2と指

定する。時系列変数名の後のKEYに表1－4のキーワードを指定したとき，

その統計量が実数型スカラーR1に貯えられる。

表1－4 キーワードの種類

｜
’

|統計量|ｷｰﾜｰﾄ|統計量1

1

統
一
標

最
最
合

計
一
本

大
小

量
一
数
値
値
計

キーワード

MEAN

SS

MD

SD

キーワード

SMPL

MAX

MIN

SUM

｜
算
平
平
標

｜斜方卵怖

Ｉ均
和
差
差

分
歪
尖

散
度
度

VAR

SKEW

KURT ’

STAT文を用いて初等統計量を計算する分析プログラム例を図1 -22に，結

果を図1－23に示す。
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例

1

2

3

命
一
ｍ
ｍ
、

令 文 備 考

T1の初等統計量の計算

Aには標本数;Bには合計が代入

Aには分散;Bには平均が代入

’
1

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｓ
Ｓ

Ｓ

SMPL IN A SUM IN B

VAR IN A MEAN IN B

図1 -21 STAT文の記入例

START ,、STATISTICS EXAMPLE'

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ, CIWPPXKTIMEGWG

STAT, C

STAT, C TIME

STAT, CIWPPXKTIMEGWG

END

図1 -22 STAT文を用いたプログラム例

■
■
■
昌
日

■
■

■
骨

Ｈ
■

骨
骨

４
凸
側

岳普

Ｐ
骨

暑
畳

暑
■

■廿伺■骨曽日日骨目Ｈ

Ｓ
ＥＴ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

Ｌ
Ｙ

ｐ
ｌ

Ｓ

ＨＡ
Ｔ

ＸＥ
Ｓ

ＡＣ

Ｓ
Ｉ

副
亡Ｉ

Ｔ
Ｂ

ＴＳ
Ａ

Ｔ
Ｔ

Ａ
骨

７
５

日
Ｓ

巳目骨再側讐廿■骨日

日
骨

■
骨

３

ｐ

Ｖ
鳩

△
Ｈ

１

ＥＦ
Ｌ
率
１
凸

Ｒ
二

０
９

９
骨

岡
Ｏ

ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｅ

骨
Ｈ

Ｔ
Ａ

５
昌

骨
卦

卵
旬

目
町

碁
骨
骨
骨
骨
魚
凹

Ｓ
Ｎ

Ｏ
Ｅ

Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｕ

Ｏ
１

Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ａ

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｖ

Ａ
Ｉ

Ｅ

Ｖ
Ｖ

Ｄ
Ｈ

Ｒ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

０
０

Ｎ

５
．

Ｒ
Ｘ

８
判

Ａ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ｈ

Ｐ
上
Ｎ

Ｈ
Ａ

Ｔ５

０
４

８
０

０
６

８
０

０
８

７
７

，
８

１
０

２
Ｄ

Ｃ
９

Ｚ
５

７
６

Ｈ
Ｓ

Ｓ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

Ｓ
Ｕ

Ｓ
Ｒ

Ｅ
Ｌ

Ａ
Ｎ

Ａ

Ｕ
甘

ｖ
Ｑ

Ｅ

Ｓ
Ｋ

Ｎ

Ｓ
Ｕ

Ｆ
Ｈ

Ｏ
Ｎ

Ｈ
Ｈ

Ｕｓ

３０Ｅ

７
８

６
０

Ｂ
●
凸
》
《
Ｕ

も
』
可
き
且
〃
卓
回

『
ｆ
五
一
。
”
■

９
▲
Ｕ
４
・
上
、
庫

１
４
．
４
■
五
一

内
凹

Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ａ

亡
Ｉ

Ｅ
Ｎ

Ｓ

Ｎ
Ａ

Ｏ

Ｉ
Ｔ

Ｒ
Ｒ

Ａ
Ｕ

ｖ
Ｋ

３０Ｅ

Ｏ
５

２

５
３

９

３
５

２

③
ｑ
内
径

３
１

４

ぅ
５

恥

骨
骨
唇
■
骨

■
■

骨
骨

廿
伍

骨
畳

２
骨伺
．
５

骨
叩

Ｐ
骨

己
５

２
疋

卦
■

一
蚫

丹
雅

昼
倍

一
弘
恥
”

Ｈ
Ｏ

骨旬
凸

Ｎ
Ｅ

Ｓ

■
一

団
吹

馴
■

国
別

仏
両

日
叩

眼
骨
ｖ
Ｋ

特仔
脂

昌
』

７
。

距
垂
●
ｐ
Ｊ
ｑ
Ｌ

Ｈ
一
小
麺
蝿
０

｝
Ｓ

ＥＴ
・

１
２

０
・

一

Ｅ
Ｃ

５
０

０
一

」
Ｙ

ｐ
ｌ

Ｓ

ＨＡ
Ｔ

二
閂

５
Ｓ

Ｅ
一

Ｘ
・

Ｕ
ｆ

Ｓ
Ｕ

－
Ｅ

５
Ａ

←
５

Ｒ
Ｅ

Ｌ
－

Ｓ
１

に
西

山
小

Ⅶ
一

仁
Ｅ

Ｑ
Ｅ

１
Ｔ

８
５

Ｋ
何

宇
Ｔ

．
５

Ｕ
一

ｓ
Ａ

Ｆ
Ｈ

『

Ｔ
Ｔ

Ｏ
ｗ

｛
Ａ
骨
幹
Ｈ
二

丁
Ｓ

ｕ
５

僧
一
弓

岳甚骨骨
一

ｍ
奉

加
叩

一
碁

》
０

４
４

７
壺

伺
一

斗
ル

ユ
弘

一
■

。
△

２
忽

６
→

目
１

．

昌
凪

一
略

叩
唖

正
一

骨
０

－
、

Ⅶ
肌

乢
←

働
畳

Ｉ
》

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｖ

』

昼
■

岐
一
恥
副
灰

Ｈ
一

日
丁

や
Ｅ

、
Ｏ

卯
一

Ｐ
』

Ｓ
Ｒ

Ｘ
写

Ｖ
Ｓ

》
８

吋
Ａ

Ａ
一

Ａ
恥

茎
一

。
団

叩
Ｈ

一
Ｃ

１
－

Ｈ
Ａ

Ｅ
写

１
■

師
８

０
■

『

料
０

．

５
甚

く
・

ｐＥ
畳

Ｅ
仁

一
Ｔ

Ｈ

亀
宮

昌
凸

七

畳
冑

Ｎ▲
免
申

員
側

面
晋
骨
■

甚
昌

，



第1章 初等統計分析 23
１０ｌＧ

Ｈ
骨
畳
膏
健

骨
曽

畏
■

骨
畳

１
畳

畳
０

３
■号

距
骨

Ｔ

Ｐ
畳

号
骨

特
暑

骨
１
争

畏
０

昼畏
Ｋ

檀日暑骨
い

骨
伽

員

Ｘ

Ｈ

Ｓ
ＥＴ

Ｅ
Ｃ

Ｓ
Ｌ

Ｖ

Ｐ
１

５

Ｎ
１

Ａ
Ｔ

１
ＸＥ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ｉ

虹
Ｏ

Ｃ
ｐ

ｌ
Ｔ

Ｂ
Ｔ５

Ａ

Ｔ
Ｔ

升
ＡＴ

５

５
畳判

１

骨
伽

畳■
Ｐ

骨
制

骨卦骨
１

骨
ｌ

員
０

卦
畏

骨
丹

３

Ｐ

Ｖ
幅

Ａ
ｕ

９

Ｃ
Ｉ

Ｉ

Ｅ
咋

皿
皿

９

Ｎ
Ｏ

Ｏ
Ｓ

骨

ＰＥ
畏

能
ｃ

Ｇ
Ｔ

眉
Ｓ

昼
Ａ

骨
骨

ＮＡ
昼

骨
町

日
掛
舜
畳
残

０

５０

つ

１
』
可
宇
働
Ｕ

向
い
■
Ｔ
ｒ

弔
毎
可
争
■
鄙

ｄ
暉
草
命
丁

星
守
‐
民
ジ
寸
凸

４
ョ
〃
仏

Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ａ

Ｅ
Ｉ

Ｅ
Ｎ

Ｓ
Ｎ

Ａ
、

Ｉ
Ｔ

Ｒ
Ｒ

Ａ
Ｕ

Ｖ
Ｋ

Ｈ
Ｓ

Ｓ
Ｅ

Ｕ
Ｅ

Ｓ
Ｕ

５
Ｒ

Ｅ
Ｌ

Ａ
Ｎ

Ａ
Ｕ

Ｈ
Ｖ

Ｑ
Ｅ

Ｓ
Ｋ

艸

Ｆ
Ｓ

帥
Ｄ

Ｎ

Ｈ
Ｈ

ＵＳ ６
４

０
０

◆
一

Ｅ
Ｅ

Ｓ
６
．
０

０
■
区
二
句
昼
命
Ｕ

１
３

６
０

５
０

０
Ｚ

７
７

４
。

８
６

Ｕ
６

０
０

←

０
０

０
．
０

０
０

１
７

。
５

６
。

８
。

□
６

９
１

９
１

１
４

５
２

５
Ｎ

Ｃ
Ｅ

Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｕ

Ｏ
１

Ａ
Ｌ

ｌ
Ｔ

Ｉ
Ａ

Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｖ

Ａ
Ｉ

Ｅ

Ｖ
Ｖ

Ｄ
Ｈ

Ｒ
Ｅ

Ｕ

Ｅ
Ｄ

Ｏ
Ｈ

Ｓ
Ｒ

Ｘ

Ｂ
Ｎ

Ａ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ｈ

Ｅ
Ｎ

Ｈ
ＡＴＳ

図1 -23 STAT文の分析結果例

1.6 散布図の作成

二つの時系列データの関係は二次元の直交座標を用いて表わすことができ

る。回帰分析を前提とするとき，説明変数をx軸に，従属変数をy軸にとり，

二つの時系列データを(x, y)の組にしてプロットする。この図は散布図と

よばれる。これから二つの時系列データ間の相関の有無について視覚による判

断が得られる。

散布図はSCATTER文で作成される。

SCATTER,鵬歸瓢謄農烏装偶}]

T' [{艫農聰:騎患鯛}]

皿2鵬融蠅:騎糸昊僧}1 [CORR IN R]
T1, T2はそれぞれ縦軸(y軸),横軸(x軸)とする時系列変数名である。

T1とT2の最小値および最大値をTl min, T2 min, T1 max, T2 maxとす

ると, SCATTER文による散布図は, (T1min, T2 min)と(T1 max, T2 max)

をそれぞれ直交座標の原点(0, 0)と(100 , 100)の座標に対応させてプロ

ットしたものである。プロットする平面の位置または系列値の範囲はPLOT文
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と同様にして制限することができる。SCATTER文ではT1の直後にはy軸

の,T2の直後にはx軸の制限を指定する。y軸とx軸に共通して制限すると

きには命令語の直後に指定する。また，両方に指定されたときには変数名の直

後に指定したものが優先される。また, SCATTER文ではy軸の変数を被説
（14）

明変数(T1), x軸(T 2)を説明変数として，次式で表わされる回帰分析が

行なわれる。

TZ =Qf+β・T2+e (eは誤差項）

α，βの推定値と各種の統計量が散布図とともに印字される。また，命令文の

最後にCORR IN Rと書くことにより,T1とT2の相関係数を実数型スカ

ラー変数Rに貯えられる。
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図1 -24 SCATTER文の記入例

SCATTER文を使用した分析プログラム例を図1 -25に，その結果を図1

－26に示す。

(14）回帰分析については3章を参照せよ。
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図1 -25 SCATTER文を用いたプログラム例
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1.7 度数分布表

STEPS -BEICAではCROSSTAB文により次の統計表が作成される。

（1）度 数 表

（2）相 関 表

（3）区分集計表

（4）クロス集計表

変数Xについて、個のエリ（工,＜ｴ2＜……＜錐"）で分割される(m- 1)個の

クラス（ｴ11お2)，（工2，必3)’……，（お瀬-1,勿綱）を考える。変数Xの度数表は

それぞれのクラスに属する観測値の個数を集計したものである。同様に，変数

yについてn個のy､y,<y2<･…･･<y")で(n-1)個のクラスに分割した

とき，変数(x, y)の相関表は(n-1)個の行, (m-1)個の列のそれ

ぞれのクラスに属する観測値の個数を集計したものである。例えば，勤労者世

帯の家計の収入と支出を50万円ごとに分類したとき，収入の度数表は50万円ご

とに区切られた収入の世帯数であり，収入と支出の相関表はそれぞれ50万円ご

とに区切られた収入と支出がある世帯数である。

また，二組の変数(x, z)について，まずxの変数について度数表を作成

し，ついで度数表の各々のクラスに属するzの観測値を集計したものは区分集

計表とよばれる。三組の変数(x, y, z)について，まずxとyの相関表を

作成し，ついで相関表の各々のクラスに属するzの観測値を集計したものはク

ロス集計表と呼ばれる。度数表や相関表はそれぞれのクラスに属する観測値の

度数を集計したものであり，これに対して区分集計表およびクロス集計表は度

数の集計のかわりにzの観測値の値を集計したものである。

1．7．1 度数表と相関表の作成

度数表と相関表を作成する命令文は次のように書かれる。

(i) 度 数 表

CROSSTAB, [ (欠損値)] T1 T2…… T20 [(クラス数，最小値，最大値)]
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(ii) 相 関 表

CROSSTAB, [ (行欠損値，列欠損値)]

Tl T2……T10 [(行クラス数，行最小値，行最大値)]

BY T11 T12……T20 [(列クラス数，列最小値，列最大値)]

T1からT20は時系列変数を表す。CROSSTAB文ではT1からT20,また
（15）

はT1からT10, T11からT20を一つの変数とみなして頻度および全体を100と

した分布の割合が計算される。命令語の直後には実数または4字以内の文字で

もって欠損値を指定することができる。度数表では1つの欠損値しか指定でき

ないが，相関表では行となる変数および列となる変数それぞれの欠損値を指定

することができる。ここで指定された欠損値と等しいデータは頻度の集計から

除かれる。時系列変数名T11とT20の直後には分割するクラスの個数（最大10

分割）および系列の値の最小値と最大値を指定することができる。このとき，

最小値と巌大値の範囲内にあるデータについてのみ指定された分割数で頻度が

集計される。この指定がないとき，分割数には最大の10個がとられる。
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(1.0) Al A2 A3(5, -1.0, 100.0) 5分割の度数表

($X') A1 A2 A3(5, -1.0) 5分割の度数表

AI A2 BY Bl B2 10×10分割の相関表

(-1.0, lX') Al BY B1 B2 10×10分割の相関表

（，、X') A1 A2(5, 0.0, 100.0),

BY Bl B2( , 0.0) 5×10分割の相関表

(-1.0) A1 A2(5, , 100.0),

BY Bl B2(5, , 100.0) 5×5分割の相関表

図1－27 度数表を作成するためのCROSSTAB文の記入例

(15) T 1～T10を一つの変数とみなすことはT1の分析終了期のデータの次にT2

の分析開始期のデータが,T2の分析終了期のデータの次にT3の分析開始期のデ

ータが順次続くことを意味する。
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1．7．2 区分集計表とクロス集計表

(i)区分集計表

CROSSTAB, [ (度数欠損値，集計欠損値)]

T1 T2……T10 [(度数分割数，度数最小値 度数最大値)]

WITH T11 T12…･･･T20 [(集計分割数，集計最小値，集計最大値)]

(ii)クロス集計表

CROSSTAB [ (行欠損値，列欠損値，集計欠損値)]

Tl T2･”…T6 [(行分割数，行最小値，行最大値)]

BY T7 T8……T12 [(列分割数，列最小値，列最大値)]

WITH T13 T14……T18 [(集計分割数，集計最小値，集計最大値)]

区分集計表およびクロス集計表を作成するCROSSTAB文は，度数表または

相関表を作成するCROSSTAB文に WITH以下の指定を付加したものであ

る。区分集計表を作成するCROSSTAB文の二つの欠損値のうち，前者はT

1からT10,後者はTllからT20に関する欠損値を表す。後者の欠損値を指定

する必要がないときには単に右丸括孤で終了すればよい。また，クロス集計表

の三つの欠損値はそれぞれT1からT6, T7からT12, T13からT18に関す

る欠損値に対応しており，必要なもののみ指定すればよい。T20またはT18の

あとには集計の分割数と範囲を指定することができる。いま，分割回数をN,

最小値，最大値を MIN, MAXとすれば，最小値と最大値とN個に分割した

(MIN, MIN+ MAXF M1N )から(MIN+ MAXFMIN×(N- 1),
N ''--- ､~.~~､､. N

MAX)までの区間にあるデータについて順次行なわれる。省略したとき,N

には1 , M1N, MAXにはTlからT20またはT13からT18の最小値と最大値

がとられる。
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例’

《面

文

〈叩

Al A2 A3 WITH Bl B2 B3

(-1.0, -1.0) A1 A2 A3 WITH Bl B2 B3

(-1.0,、X') A1 A2 A3(5, -100.0, 100.0) WITH,

Bl B2 B3(2)

（，0.O) Al A2 A3(5, 100.0) WITH B1, B2, B3,

(3, , 100.0)

Al A2 A3 BY Bl B2 B3 WITH Cl C2 C3

A1 A2 A3(5) BY BI B2 B3( , 0.0, 200.0),

WITH Cl C2 C3(2, 0.0)

( , -1.0) Al A2 A3 BY BI B2 B3,

( , -10.0, 10.0) WITH Cl C2 C3(10, -100.0, 100.0)

分
，
■

Ｂ
Ｂ

Ｂ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

９
ｍ

皿

CROSSTAB12

３
４

１
１

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ

Ｔ
Ｔ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｏ
Ｏ

Ｒ
Ｒ

Ｃ
Ｃ

CROSSTAB ,15

’

図1－28 集計表を作成するためのCROSSTAB文の記入例

CROSSTAB文を用いたプログラム例を図1 -29に，その結果の一部を図1

－30に示す。

START ,、CROSS TABULATION EXAMPLE'

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ, CIWPPXKTIMEGWG

CROSSTAB, C I WP

CROSSTAB, C I BY WP P

CROSSTAB, C I WITH WP P

CROSSTAB, C I BY WP P WITH X K(3)

CROSSTAB, ( 0．0) C I WP(,0.0)

CROSSTAB, C (7) BY I WITH WP (4)

END

図1 -29 CROSSTAB文のプログラム例



第1章 初等統計分析 31

Ｌ
ｈ

ＡＴ
６
０

Ｏ
６
０

Ｔ

Ｏ

笹
針

号
骨

骨
０

０

側
骨

沁
一
。
１
１

側
骨

臥
一

Ｎ
・

丹
骨

６
－
２
Ｍ
一

神
昌

一
引
一

卦
叩
一

１

骨
い一．１町一

骨
『
ど
一

Ｐ
■

６
－
。
酷
｝

価
昌

一
乱
一

目
側

、
－

１
－

『
箪
巾
‐
１
６
１
凸

笹
３

－
旬
邑

骨
４

■

碁
５

－
７
靴
一

脚
》

小
一

画
叩
一

１
”

骨
縄
《
ｌ
則
一

号
６

口

４
Ｐ
９

ム
ニ

骨
こ
ら
』

骨
一

弘
一

角
リ

。
－

骨
０

－
ｊ
印
。
ｂ
１
日
Ｉ
Ｏ

Ｅ
３

－
角
一

日
曲

調
－
１
７
｝

Ｌ似
Ｔ

一
ｌ
ｂ
》

Ａ
５

国
ｏ
－

ｘ
Ｎ

Ｙ
■

６
．

戸
に

０
ｓ

Ｏ
一

１
二

Ｎ
Ｔ

帥
一
．
１
１
．

０
Ａ

７
－

１
Ｌ

Ａ
。

“
Ｂ

師
Ｔ

Ｕ
ｃ

’
一

Ａ
８

１
３

－
６
９
－

Ｌ
Ａ

Ｅ
』

０
二

Ｕ
Ｔ

｝凶
一

．
テ

６
画

９
『

Ａ
５

０
二

７
５

０
■

□
拍

究
１
１
‘

銀
、
》
Ｐ
骨
Ｄ
Ｐ
■
『
寺

ｂ
に

０
廿

４
・

側
２

－
０

一
ｒ

巳
。

０
》

骨
Ｐ

串
ひ
一

周
和
Ｕ
←

】
肉
曲
げ
』少
ｆ
・
・
Ｉ
・
Ｉ
■

骨
５
－

粥
』

骨
６

－

骨
１
－
０
０
－

骨
一

ひ
一

０
一

例
Ｏ

二

“
帥

屋
Ｉ
ｌ
０

Ｈ
狽

一
晒
己

■
曽

仁
８

－
恥
、
一

軒
骨

一
恥
一

３
ｍ
－

１
》

ｐ
‐
、
Ｕ
■
ｂ
Ｉ
ｈ
Ｉ
５

Ｖ
全●》

９
．

Ａ
“

ｊ
一

誰
宇

亡
胃

１
．
９
４

Ｆ

‐喝
《に

一
心
一

供”
Ｌ

一
３
一

ｓ
骨

岨
岫

華
１
恥

Ｐ《
に

傍
日

叩
７

Ａ
『
ど

く。
Ｈ

Ｌ
０

判
働

田
師

Ｈ

骨
Ｈ

Ｕ

骨
骨
骨
骨
時

皿

Ｌ
■

、
叫

鬼
晶

羊
も

Ｈ
角

日
厚

Ａ１
１
７

１
７

３
２

７
１

５
６

句
？

う
６

り
う

６
４

３
２

４
０

０
２

２
８

９
３

０
３

４
６

８
４
０

７

２
２

６
吟

１
。

↓
０

３
６

０
Ｈ
Ｈ
時
叶
廿

”
１

２
１

ｍ
ｎ
Ｕ
■
・
Ｉ
・
Ｉ
■
Ｊ
１
６
１
句
・
Ｉ
・
Ｉ
●
４
０
凸
１
．
．
１
口
７
０
．
１
１
■
・
Ｉ
ｐ
ｈ
・
’
１
．
１
９
・
Ｉ
０
Ｉ
ｂ
ｄ
Ｉ
ｏ
Ⅱ
巳

昌
骨

〃
一

月
一

■
写

何
一

■
一

■
一

制
一

■
》

日
一

■
》

■
専

骨
Ｎ

ｅ
二

局

畳
笹

６
－
１
師
－
１
か
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－

２
鉛

丹
骨

一
２
－

２
－

ｑ
－

ｑ
－

ｕ
－

ｎ
－

ｑ
－

仏
一

飢
一

い
一

４
０

》

Ｚ
骨

０
幸

９
人
●
・
’
０
１
０
．
１
・
Ｉ
０
ｂ
ｌ
ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
０
１
１
５
‐
Ｉ
ｄ
Ｉ
ｐ
０
Ｉ
・
Ｉ
■
・
Ｉ
‐
Ｉ
■
‐
Ｉ
０
Ｉ
ｐ
０
Ｉ
ｂ
ｌ
伊
０
１
０
９
日

日
山
一

日
一

剥
一

日
一

Ｎ
一

旬
一

射
一

兜
凸

Ｅ
一

■
一

月
ロ

骨
２

．
■

Ｐ
目

６
－
０
，
－
０
０
－
３
唾
－
０
球
－
０
ｎ
－
０
０
－
Ｕ
ｐ
－
０
心
一
Ｏ
ｐ
－
０
ｐ
－
。
嘩

盈
廿

一
０

←
０

国
小

壱
３

－
０

－
０

－
０

－
０

－
０

－
０

－
。

ｎ
Ｍ
七
一
日
尽
字
内
起

』
■
』
骨
Ｒ
Ｍ
－

ｍ
ｇ
Ｕ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｂ
・
’
０
１
●
・
Ｉ
・
Ｉ
“
。
，
凸
Ｉ
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ｂ
“
’
０
１
５
４
６
０
１
口
０
１
０
ｌ
ｂ
・
’
８
Ⅱ
６

日
ｓ

一
■
一

■
一

■
マ

■
｝

貼
一

旬
》

Ｅ
一

■
｝

ｑ
垂

ｑ
｝

凶
４

『
Ｎ

針
５

－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
１
諏
一
う
沁
一
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－
０
０
－

６
蝕

呂
一

仇
一

仏
－

０
－

２
－

Ｌ
一

α
弄

り
一

Ｌ
－

ｑ
－

０
－

３
ｎ
Ｕ
Ｆ
二
句
ｊ
二

』
肯
、
哩
一

も
３
日
■
Ⅱ
ｈ
Ｉ
・
日
Ｉ
０
Ｉ
ｐ
ｂ
Ｉ
０
１
■
凸
’
’
１
Ｂ
０
１
．
ｌ
ｂ
・
Ｉ
・
Ｉ
Ｄ
‐
Ｉ
‐
１
．
１
・
Ｉ
０
０
Ｉ
ｂ
Ｉ
。
・
Ｉ
凸
１
５

骨
吊
一

晃
一

見
一

見
一

角
一

耳
一

町
→

兇
一

■
一

■
一

■
一

Ｈ
６
・
兜

４
－
０

》
０

－
０

－
０

－
０

》
４
。

》
１
７

－
０

－
０

－
０

－
５
６

骨
－

０
－

０
－

０
凸

０
－

０
－

０
－

２
口

０
－

０
－

０
－

３

■
》

０
－

０
。

Ｕ
毎

ｎ
一

０
『

９
－

２
－

０
二

０
．

０
－

１

０
口

１

廿
０

画

四
角
。
０
，
０
１
ｐ
ｂ
ｌ
０
Ｉ
・
Ｌ
Ｉ
Ｉ
０
０
‐
呼
・
１
日
・
Ｉ
・
’
９
．
１
０
１
０
．
１
‐
Ｉ
Ｂ
０
Ｉ
・
Ｉ
●
ｂ
ｌ
０
Ｉ
ｏ
０
Ｉ
“
９
９

１
二
二

Ｅ
・

今
睡

宇
兇

一
■

今
虹

争
■

》
９

－
猶

舎
踊

画
角

｝
魁

ロ
七

Ｌ
Ｈ

豹
－
０

・
０

－
０

－
０

－
０

－
０

－
０

－
０

凸
０

一
⑪

－
０

Ｐ
ｒ

》
０
－

０
－

０
凸

０
←

０
や

０
－

０
－

０
－

０
－

０
口

側
Ｏ

Ａ
５

－
０

－
。

一
、

房
Ｄ

｛
、

一
‘

二
‐

色
．

》
・

一
・
毎

Ｘ
Ｎ

Ｙ
』

０
『

０
】

０
．

０
室

０
－

０
｛

０
口

０
－

０
－

０
口

Ｏ
Ｅ

Ｏ
Ｓ

Ｏ
亭

』
‐
一

０
・

Ｎ
Ｔ
Ｉ
昼
プ
・
’
６
６
，
０
，
６
り
。
’
１
．
１
１
．
１
４
Ⅱ
。
‐
１
１
．
１
１
‐
‐
１
１
．
１
０
，
．
１
‐
１
９

０
Ａ

Ｊ
－

■
』

Ｈ
一

耳
一

肖
邑

乞
一

刊
一

■
一

ｈ
一

Ⅱ
。

兜
一

Ｉ
Ｌ

Ａ
ｌ

一
月

Ｔ
Ｕ

Ｃ
３
》
０

』
０

勺
０

』
０

－
０

字
０

》
０

－
０

－
０

二
０

二
０

Ａ
Ｂ

１

Ｌ
Ａ

Ｅ
画

０
二

０
．

０
－

０
－

０
』

０
今

０
－

０
Ｆ

０
．

０
－

Ｏ
Ｕ

Ｔ
８

凸
・

宮
令

室
‘

一
、

垂
。

》
‐

一
。

》
，

宮
，

一
‐
令

８
－

０
－

０
－

０
－

０
－

０
－

０
－

０
－

０
』

０
－

０
－

０
Ａ

５
０

一

Ｔ
５

０
・

０
唖

『
０
．
１

０１．１
１
９
‐
９
．
１
－

’
１
１

．
１
１

‐
ｌ
ｌ

Ｄ
ｌ
ｌ

’
１
１

０．００‐Ｏ
Ｓ

Ｒ
唇

。
『

四ｎ
毛

■
。

凸再
宇

』司
垂

彗面
戸

剣
一

宙同一
鮒

一
間

『
凸”』

５
ｃ

昼
４

．
■

０月
２

『
０

－
０

－
０

－
０

』
０

ロ
０

二
０

画
０

幸
９

→
０

一
Ｏ

Ｅ
骨

』
０

函
０

』
０

『
０

－
０

》
０

－
０

二
Ｕ

一
０

口
０

室
０

《
６
■
。
ａ
■
一
Ｂ
凸
日
田
①
凸
■
画
■
一
口
今
日
二

骨
－

０
－

０
口

０
『

０
重

０
－

０
画

０
－

０
－

０
．

０
－

０

骨
伽
－
１
１
ｏ
‐
０
１
．
１
‐
‐
，
’
１
２
１
１
．
．
‐
１
．
－
１
‐
－
’
９
．
－
１
１
，
１
．

骨
５
－

■
雪

兇
『

耳
垂

肖
一

旬
邑

ｈ
一

再
一

兇
早

兇
一

蕗
一

陪
目
凸
二

昌
Ｉ

Ｐ
１
－
０
心
－
０
心
－
０
ｐ
－
０
ｐ
－
０
ｐ
－
０
ｐ
－
０
ｍ
－
０
ｐ
－
０
ｐ
－
０
ｐ
－
Ｕ
Ｏ

骨
－

０
』

０
－

０
．

０
』

０
口

０
』

０
－

０
室

０
－

０
－

Ｏ
け
『

骨
０

－

向
ｕ
・
’
１
．
０
口
－
．
Ｉ
‐
・
’
１
‐
Ｉ
‐
Ｉ
・
Ｉ
“
１
０
Ｉ
ｏ
ｂ
Ｉ
凸
０
．
．
１
．
１
。
・
Ｉ
Ｌ
Ｉ
０
ｏ
１
Ｌ
１
ｐ
。
１
‐
Ｏ
Ｂ

員
８

－

９
『

叫
己

略
っ

昭
一

剣
室

屯
一

測
一

外
一

角
『

甚
一

外
字

毎
日
、
二

８
－
０

ロ
０

－
０

－
０

－
０

－
０

－
４
９
－
８
８
－
１
７

．
０

』
う
う

骨
丹

亡
Ｐ

垂
０

－
０

室
０

－
０

口
０

－
０

－
０

－
１

？
２

Ｆ
Ｏ

』
ｌ
ら

目
一

乢
一

乢
一

乢
一

仏
一

仇
一

仇
一

凱
一

臥
一

弘
一

α
一

員
靴

９

３
叩

一
－

１
－

ｚ
ｐ
ｑ
ｎ
ｕ
Ｄ
０
Ｉ
０
Ｉ
ｏ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
０
ｂ
Ｉ
ｂ
Ｉ
Ｇ
０
Ｉ
・
１
０
０
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
・
Ｉ
Ｊ
Ｉ
・
０
，
０
９
口
・
’
’
９
０
・
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
■
Ｊ
１
’
１
，

』
ｖ
く
】
ｎ
Ｖ
一

Ａ
母
一

町
ロ

虹
一

兇
一

■
ロ

財
雪

局
。

■
一

Ｅ
一

兇
』

剣
。

角
Ａ
閃

く
旱

二
１

－
０

土
０

－
０

●
０

画
０

ご
０

－
０

卓
１
７

《
５
６

．
３
２

。
９
５

Ｅ
Ｅ

Ｅ
一

心
一

心
一

ｐ
－

ｐ
－

０
－

ｂ
－

ｐ
－

２
弄

ぶ
一

β
一

４
８

Ｌ
Ｌ

｝
０
－

０
－

０
｝

０
－

０
｝

０
『

０
｝

２
－

ｕ
－

６
今

０
８

８
０

』
２

５
骨

い
い

叩
Ｆ
Ｉ
Ｉ
‘
Ｉ
．
‐
甲
。
１
１
．
－
－

．
．
Ⅱ
１
．
１
‐
１
．
１
１

‐
’
’
１
‘
Ｉ
‐
Ｉ
。
‐
‐
‐
０
。

ｊＥ
Ｈ

Ｒ
Ｒ

Ｏ

Ｔ
Ａ

Ａ
２

Ｌ
Ｓ

■
Ｖ

Ｖ
，

４

月
骨

Ｎ
Ｈ

希
ｍ

制
．

０
９

。
９

０
０

＃
川

０
７

側
号

Ｕ
Ｒ

Ｏ
９

杓
９

０
０

０
０

０
０

０
昌
骨
廿
曽
借

０
列

姉
０

岬
沌

鴫
詑

帥
加

“
叩

に
３

Ｒ
１

１
０

４
９

４
５

岾
１

５
４

４
３

う
３

２
２

７

図1 -30 CROSSTAB文の分析結果例
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1.8 モーメント行列の計算

回帰分析による計量経済分析では，複数個の説明変数を用いて被説明変数の

行動を説明しようとする。この複数個の説明変数の間に，相互依存的な関係

（多重共線性）が認められたときには良好な推定結果を得ることができない。

そこで前もって説明変数間の多重共線性を調べておかなければならない。これ

は相関行列を用いて容易に検討できる。また，相関行列の計算過程で得られる

分散共分数行列を調べることにより説明変数の説明力の大きさをみることがで

きる｡ STEPS -BEICAではこの検討はMOMENT文を用いて行う。

MOMENT, T1 T2…………T10

[WITH T11 T12･…･･･…･･ T20]

T1からT20は時系列変数名である。 WITH以下を省略したときにはT1

からT10の相関行列と分散共分散行列が計算され出力される。また WITH以

下に時系列変数名を指定したときにはTlからT10とT11からT20の変数間の

相関行列と分散共分散行列が計算され出力される。

MOMENT文を用いたプログラム例を図1 -31に，結果を図1 -32に示す。

START ,、MOMENT TESTノ

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ, CIWPPXKTIMEGWG

MOMENT, C I WP P X K

MOMENT, C I WP P X K WITH TIME G WG

END

図1 -31 MOMENT文を用いたプログラム例
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前章では計量経済分析に用いられる時系列データの入・出力およびグラフ，

初等統計量の計算などについて述べた。分析にはカードから入力されたデータ

がそのまま使用されるとは限らない。分析によっては，たとえば逆数や対数変

換，季節調整，デフレートなどの処理・加工を必要とする。STEPS - BEICA

では時系列に関するし叫則演算を始めとして各種の時系列処理を行う命令文が準

備されている。そのほか，スカラー量の演算に関する命令文や分析結果の保存

に関する命令文などがあり，さらに，プログラムの制御に関する命令文も用意

されている。

2.1 時系列データの加工

STEPS - BEICAに入力された時系列データは必要に応じて加工されなけれ

ばならない。時系列データの基本的な加工には次のようなものがある。

(i) 四則演算・初等関数による計算

( ii) 各種の季節調整

(iii) 期種の変換

(i)は時系列データを要素とする加減乗除の四則演算および自然対数，指数

などの初等関数によるデータ加工である。(ii)は移動平均法または指数平滑法

などによるデータの平滑化およびEPA法による季節調整である。(iii)は月次

から四半期，あるいは年次への期種の変換を行うデータ加工である。

2.1.1 四則演算と初等関数によるデータ加エ

STEPS -BEICAの大きな特徴の一つは時系列データの四則演算や初等関数

を用いた関数計算が時系列単位で行えることである。時系列単位でのデータ加
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工はCOMPUTE文を用いて行う。

｜墓:無術議lCOMPUTE, T1 =

T1, T2は時系列変数名である。COMPUTE文の等号は代数的に等しい
（]7）

ことを意味せず，右辺から左辺への代入を意味する。右辺が単に定数または時

系列変数T2のときには定数またはT2の内容が左辺のT1に代入され，時系

列算術式のときには計算結果が時系列単位に左辺に代入される。

時系列算術式は時系列変数および定数を表2－1の演算記号を用いて結びつ

けたものである。時系列算術式の中にはこれらの演算記号をいくつ用いてもよ

いが，演算の順序は，一番先にベキ乗，次に乗算と除算，最後に加算と減算で

ある。優先順位が同じときには左から右の順に計算される。

EXP (A)

ALOG (A)

ABS (A)

SQRT (A)

EXP (A + B)

ALOG (A/B)

ABS (A * B)

SQRT(ABS(B* * 2-4 *A))

時系列変数Aの指数

時系列変数Aの自然対数

時系列変数Aの絶対値

時系列変数Aの平方根

時系列変数(A+ B)の指数

時系列変数(A/B)の自然対数

時系列変数(A*B)の絶対値

時系列変数(B2-4 * A)の絶対値の平方根

図2－1 初等関数の記入例

このほかに演算の順序を示す丸括弧を用いることができる。また, COMP-

UTE文では時系列算術式の中に，表2－1の初等関数を用いることができる。

このとき，関数の引数には，任意の時系列算術式を用いることができる。

(17）右辺が単に定数であるときPERIOD文で指定されたT1の値はすべてこの定数
となる。
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表2－1 演算記号・初等関数の種類

37

算
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十
一
＊
／
粋

演
記

味’ 味初等関数

宰忌垂忌

味初等関数

垂忌

SIN 関数(18〕
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平
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紳
蹄
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乗
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方

四則演算を用いた時系列データの加工例を図2－2に示す。
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恥
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Ａ
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Ａ

図2 - 2 COMPUTE文の記入例一その1－

例1から例4は時系列データBからAへの代入であるが，例2ではBの内容
（19）

の符号反転した内容が，例3ではBの内容を10倍したものが，例4では定数4

からBを減じたものがAに代入される。例5，6は時系列データBとCの計算
（20）

結果がAに代入されるが，例5ではBとCの合計が，例6ではBとCの10倍し

たものの合計が代入される。例7，8，9では時系列データA, B, C,Dの

(18) SIN関数とCOS関数の引数はラジアンである。

(19）このとき，す'望ての要素が4である時系列データとみなして減算がおこなわれ

る。

(20)時系列データは実数型のデータであることから，時系列算術式の10は10.0とみ

なされる。
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計算結果が再びAに代入される。例7ではまず除算，ついで乗算，最後に減算

が行なわれる。例8ではC,Dの減算，ついでC,Dの加算，続いて乗算と除

算が行なわれる。例9ではA,Bの減算，ついでC,Dの巾乗，最後に除算が

行なわれる。例10では優先順位を示す丸括弧が複数組ある。このとき一番内側

のC+Dから順次外側の丸括弧が計算される。

初等関数を用いた時系列のデータ加工例を図2－3に示す。ALOG, ALOG

10の引数の内容が正, SQRTの引数の内容が非負である点を除いて四則演算を

用いた時系列データと全く同様である。

例
一
皿

皿
過

叫
鴫

略

△ 今

ロロ 一口 文

A= SIN (B)

A=EXP(B) +D/E

A= 1 /B+ABS(B)

A=A+ALOG (A+B)

A=B*EXP(C*D)/EXP(E* *3)

A=B*2+SQRT(ABS(B* *2-4*A*C))/(2*A)

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
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Ｔ
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Ｕ
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図2 - 3 COMPUTE文の記入例一その2－

初等関数を含んだ四則演算を用いれば自由なデータ加工ができるが，これ以

外に，計量経済分析では時間に関する演算が必要になる。STEPS -BEICAで

は時系列変数名の語尾に〈＞で囲んだ添字を付けて時間的変位を表わす。時系

列データAの1期ラグ，2期ラグはA<-1>, A<-2>で表わせることからA

の階差は例17のようにして計算できる。また，変化率や5期,6期の移動平均
（21）

は例18～20のようにして計算することができる。

(21) A<+ 1>は単にA<1>と書いてもよい。またAはA<O>と同じである。
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図2 - 4 COMPUTE文の記入例一その3－

右辺の時系列算術式に用いられる時系列変数名は前以て定義されたものでなけ

ればならない。たとえば，このCOMPUTE文の実行以前にREAD文の入力

リストや他のCOMPUTE文の左辺にあらわれたものでなければならない。

COMPUTE文は時系列変数を時系列単位で計算する計算命令文であり，計

算の対象となる時系列の期間をPERIOD文で指定する必要がある。時間的な

遅れ（進み）を伴わないCOMPUTE文では，計算の対象となる期間をそのま

ま指定すればよい。しかし，時間的変位を伴う場合には期間の指定に注意が必

要である。たとえば, PERIOD文で昭和40年から50年までを指定し，この11

年間についてGNPが入力されているとき，昭和40年のGNPの変化率の計算

には昭和39年のデータを必要とすることから実際にGNPの変化率が計算でき

る期間は昭和41年から50年までの10年間である。このとき図2一5のように再
（22）

めて期間を指示しなければならない。

PERIOD IS 40 TO 50

READ #1, GNP

PERIODIS 41 TO 50

COMPUTE, DGNP = (GNP－GNP< - 1>) /GNP< - 1>

図2 - 5 COMPUTE文の記入例一その4－

(22) PERIOD IS 40 TO 50としたとき, GNP<-1>は昭和39年から49年までを

意味する。入力文で読込まれなかった期間はゼロとなっていることから昭和40年の

変化率は計算できない。
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2．1．2 時系列データの平滑化と季節調整

計量経済分析に用いられる時系列データは現実の経済現象を時間的順序に従

って観測されたものである。観測値には観測誤差や不規則変動，季節変動など

が含まれるために観測値をそのまま用いても良い分析結果は得られない。良い

結果を得るためには分析目的に応じて

(i) 誤差変動や不規則変動をとり除くための平滑化

( ii) 季節的な要因をとり除くための季節調整

が必要になる。前節で述べたCOMPUTE文を用いて平滑化や季節調整を行う

ことも可能ではあるが,計算手順が複雑となり実用的でない。STEPS - BEICA

ではこのための特別な命令が準備されている。

1． 時系列データの平滑化

時系列データの平滑化の代表的なものには移動平均法(moving average

method)と指数平滑法(exponential smoothing method)がある。

移動平均法 移動平均法は時系列データの第1項から第n項まで，第2項か

ら第n+1項まで……と順次区間を移動させて平均するものであるon項ずつ

の平均値(n項移動平均値）は系列の部分的な平均値であることから系列の変

動の周期と振幅が一定のとき、としてこの周期をとれば系列の変動を完全に除

去することができるonが奇数のとき,n項移動平均値を原系列の中央項に，

偶数のときn項移動平均値をもう一度2項づつ移動平均した二次n項移動平均
（23）

値を原系列に対応させることができる。これは，第1項と第n+1項をそれぞ

れ猫に加重したn+1項加亜移動平均値である。時系列が直線的でなく，例え

ばP次の多項式

.z!=60+6, Z+62 22+…'･･ +6P rP

(23）たとえば，nを4とするとき二次4項移動平均値エi (j=3, 4, ･

次式であわらす。扇= 1/4 ( 1/2"i_2+jri-1+jrj+z:j+1+ 1/2ri+2)

オー2）は
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とみなせるとき，一定のウェイトをもつ加重移動平均によって平滑化される。

時系列が二次または三次の多項式に従うとみなせるときには次のウェイトを持

つ5項から7項の加重平均が用いられることが多い。
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また，四次または五次のときには次のウェイトを持つ加重平均が用いられるこ

とが多い。
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指数平滑法 移動平均法は過去の、期間のデータに対して等分または加重ウ

ェイトをつけて平均したものである。これに対して指数平滑法は過去のすべて

のデータに対して指数ウェイトをつけて平滑したものであり，次式で与える。

単純指数平滑法 "‘＝αお！＋（1－α)工i_】

また，時系列データが－－次，または二次曲線にしたがうとみなせるときには，

それぞれ二重指数平滑法，三重指数平滑法を用いて平滑する。

二重指数平滑法工# =2s' - sf2]

三亜指数平滑法 工‘＝38,-3sf2〕＋邸3



計量経済情報システム42

ただし, St, Sf2], Sf3]は"t' St, S(2]をさらに指数平滑したものであり，次

式で与えられる。

S!=α王!+(1－α) ｣S#_]

sF2]="s'+ ( 1－α)s2

SF3] = "SF2] + ( 1－α)sg

指数平滑法の平滑定数αには一定の規則がない。N期間の移動平均と指数平

均のウェイトの平均はそれぞれ次のようになる。

陀

岨
国
司 Ⅳ－1

2

１
｜
Ⅳ

(w E(1－α)贈・ル=1－α
片＝0 （｛′

この両者のウェイトの平均が等しいとすれば，移動平均の期間Nと指数平滑定

数αの間には次式が成立する。

１

ワ
］
＋Ⅳｒｆ

これからαとして0.1(N÷20)～0.3(N÷4)を用いることが多い。

STEPS-BEICAでは移動平均法，指数平滑法による時系列データの平滑化

にはそれぞれMOVAV文, SMOOTH文を用いる。

MOVAV [#N], T1=T2 (項数1,項数2)

SMOOTH[#N], T1=T2 (次数，平滑定数）

T2は原系列を,T1は平滑された時系列データが格納される時系列変数名

を表わす。項数1，項数2は移動平均の期数を表わす。項数2が指定されたと

きにはまず項数1の移動平均の結果に対して再び項数2の移動平均をとること

を意味する。偶数の期数を項数1に指定したとき，移動平均の結果を原系列に

対応させることができないので項数2を指定しなければならない。省略された
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ときには2が指定されたものとみなす。

次数に1，2，3を指定したときそれぞれ単純指数平滑，二重指数平滑，三

重指数平滑が行なわれる。平滑定数には平滑の計算式で用いられるαを指定す
（24）

る。

考文

’

図2 - 6 MovAv文とSMOOTH文の記入例

命令語の直後の#Nにゼロ以外の数値を指定したときには原系列T2と平滑

化された系列T1の値がグラフとともに出力される。

2． 時系列データの季節調整

時系列データの変動は傾向変動，循環変動，季節変動，不規則変動の4つか

ら成りたっていると考えることができる。傾向変動は経済の成長にともなって

生ずる長期的な変化（トレンド）であり，循環変動はトレンドのまわりに存在

する数カ年に且る周期的な変動，季節変動は1年を周期とする変動である。不

規則変動は上に述べた三つの要素では説明できない突発的な原因，あるいは原

因が明確にできない変動である。計量経済分析のなかでも特に経済の変動を重

視する場合には瞠期の変動と短期の変動を区MIしなければならない。長期の経

済成長などを分析する場合には傾向変動要素が分析の対象となるが，逆に短期

の経済循環などを分析する場合には年単位の時系列データを用いた分析は不十

（24）次数，平滑定数にはそれぞれ整数型スカラー，実数型スカラーを用いることが
できる。
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5期間の移動平均

12期間と2期間の移動平均

5期間と3期間の移動平均

単純指数平滑

二重指数平滑

三重指数平滑
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分であり月次データや四半期データを必要とする。月次データや四半期データ

は，本来経済の動きとは関係のない季節変動要素が含まれるために，これらの

データを用いて分析するためには前もって季節変動の調整を行なわれなければ

ならない。

季節変動の調整には，移動平均法，連環比率法，センサス局法, EPA法，

Mcaulay法などがあるが, STEPS - BEICAではEPA法を用いる。

EPA [#N], T1

季節調整を必要とする時系列変数名をTlに指定する。このEPA文が実行

されたあとではT1に季節調整済のものが格納される。#NにO以外の数値を

指定したときにはT1の原系列と季節調整済のものが出力される。

例

7

8

9

令

Ａ
《叩

一一Ｂ

Ａ
ｍ

Ａ
，
Ｕ

Ｂ

恥
岬
岬
堅

Ｅ
Ｅ

Ｃ
Ｅ

文

’

図2-7 EPA文の記入例

2．1．3 期種の変換

EDIT文は，例えば月次データを四半期データに，または四半期データを暦

年ないし年度データに編集する命令文である。編集方法には次の3つがある。

（1）合計(SUM)

（2）平均(AVE)

（3）期末(END)

例えば，四半期データから年次データを作成する場合，データが産出額のよう

なフローであるならば，4個ずつ合計しなければならないが，デフレータのよ

うな指数であるならば4個ずつの平均をとらねばならない。また，残高のよう

なストックであるならば4個ずつの最後の値のみをとらなければならない。
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EDIT文は次の書式で書かれる。

45

Ｍ
Ｅ

Ｄ

釦
岬
皿

I

i
EDIT, T1=

S1

MONTH

HALF

QUART|､" ｛
、
１
Ｊ
ノ

‐
ト
ー

T2は編集前のデータが入っている時系列変数であり,T1は編集後のデー

タが格納される時系列変数である。SUMおよびAVE, ENDは編集方法を表

わすキーワードであり，それぞれ合計，平均,期末を意味する。S1はスカラー

であり，編集のための個数を表わす。例えば，四半期データを年次データに編

集するための個数は4である。MONTH, HALF, QUARTは時系列変数T

2に入っているデータの期種を表わすキーワードであり，それぞれ月次，半

期，四半期を意味する。この場合，時系列変数T2の期種とその中に入って

いるデータの期種とを区別していることに注意されたい。時系列変数の期橦は

DATE文によって指定されたものであるが，時系列変数の中に入っているデ

ータは，例えば月次データを四半期データとみなして格納されている場合，時

系列変数の期種は四半期であるが，データの期種は月次であることに変りはな

い。

EDIT文は,T2に格納されている時系列データをT1の期種のデータに

編集してT1に格納する命令である。編集されるデータの長さはT2に対して

PERIOD文で指示される。例えば,T2は年次の時系列変数であり，その中の

データは四半期データであるとき, PERIOD文で1961年から2000年までと指

示すれば40個の四半期データが編集されて, 1961年から1970年までの10個の年

次データがT1に格納される。次のEDIT文は，何れも同じ結果をもたらす。

PERIOD IS 1961 TO 2000

EDIT, T1 = SUM (T2, QUART)

EDIT, YA=SUM(QA, 4 )

図2-8 EDIT文の記入例一その1－
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この場合,T2またはQAの1961年のデータの所には1961年第1四半期のデー

タが入っているものとする。この例では四半期データから暦年時系列データを

作成しているが，年度時系列データを作成する場合には，編集前のデータを1

四半期進めて第2四半期から編集するようにすればよい。したがって，四半期

データから年度データを作成するプログラムは次のように害かれる。

PERIOD IS 1961 TO 1999

COMPUTE, FQA = QA< + 1>

EDIT, FYA = SUM (FQA, QUART)

図2-9 EDIT文の記入例－その2－

編集されるデータは1961年から1999年までの39個の四半期データである。FQA

の1961年のデータのところには1961年第2四半期のデータが入っている。

EDIT命令によって39個のデータが4個ずつ合計されて9個の年度データが作

成されて，1961年を始期点としてFYAに代入される。10個目の年度データは

3個の四半期データしか残らないため計算されない。

2.2 スカラー計算

これまで説明した命令文はすべて時系列データに関するものであった。ST-

EPS - BEICAでは，時系列データの他にスカラーをも扱うことができる。分

析プログラムの中でスカラーを使用することにより次のことが可能となる。

(i) 時系列変数とスカラーの混合演算

( ii) 回数または個数の計算

(iii) 大小比較

時系列変数はすべて実数型であると仮定されていた。これに対し，スカラー

には実数型と整数型のものがある。したがってスカラーの場合，いずれのタイ

プを使用するかは指定されなければならない。また，タイプ別に入・出力も行

なわれなければならない。ここでは，スカラーを用いたデータ加工とフ･ログラ
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ムの制御について述べる。

2.2.1 スカラーによるデータ加工

スカラーに関する命令文には次のような種類がある。

(i) 定義に関する命令文

( ii) 入力・出力に関する命令文

(iii ) 計算に関する命令文

1． スカラーの定義

スカラーのタイプ｡には，時系列データの加工や分析結果の格納に使用される

実数型と，分析プロク．ラムの制御や時系列変数の添字に用いられる整数型があ

る。実数型のスカラーを定義するときにはREAL文を，整数型のスカラーを定

義するときにはINTEGER文を用いる。

REAL, R1 R2･･･…R20

INTEGER, 1 1 1 2……I20

REAL文およびINTEGER文のあとには先頭が英字で始まる8文字以内の

スカラー変数名を最高20個まで書くことができる。このREAL文やINTEGER

文は必要に応じて分析プログラムの任意のところに何回でも使用することがで

きるが，同じスカラー名を2重に定義してはならない。このほかに, READR

文, READI文で用いられる未定義のスカラー変数のタイプ･はこの命令文によ

って定義される。また, COMPUTES文における左辺のスカラー変数が未定

義であるときには，先頭の英字がA～H,O～Zで始まるとき実数型スカラー，

それに対してI～Nで始まるときには整数型スカラーとみなされる。

2． スカラーの入力と出力

スカラーの入力 実数型のスカラーの入力にはREADR文を，整数型のス
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カラーの入力にはREADI文を用いる。

READR, R1 R2…･･･R20 [BY $FORMAT']

READI, 11 12……1 20 [BY，FORMAT']

R1からR20は実数型スカラーを,11から120は整数型のスカラーを表わ

す｡ REAL文およびINTEGER文で宣言されてないスカラー変数名がR1か

らR20または11から120のなかに現われたときそれぞれのタイプに属する変

数として新たに定襄される。

スカラーの入力文では，時系列データと異なり，入力媒体としてはカードの

み利用できる。カード上のデータは自由書式で読込むことを前提としている。

自由書式の読込みではRlからR20のなかにINTEGER文で宣言された整数

型スカラー変数名があったときには整数値に型変換（小数点以下切り捨て）さ

れたものが格納される。逆に,11から120のなかにREAL文で宣言された実

数型スカラー変数があったときには実数値に型変換されたものが格納される。

また，カード上のデータがFORTRANの書式に従って穿孔されているときに

はスカラー変数名のあとにBYでもって書式を指定することもできる。このと

きFORMATの内容とデータのタイプは完全に一致していなければならない。

例1から例5はREADR文，例6から例10はREADI文による入力例であ

る。例3，例4ではBには整数型に型変換されたものが格納されるが，例5で

はBのFORMATがF10.0であり,BのデータのタイプとFORMATが一致

しないため結果は保証はされない。同様に例8，例9ではIBには実数型に型変

換されたものが格納されるが，例10ではIBのFORMATが110であり,IBの

データのタイプ。とFORMAT が一致しないために結果は保証されない。



第2章 データ加工 49

例’

漣
日
三
日

今
洞

文

READR, A B C

READR, A B C BY ，8F10.3ノ

INTEGER, B

READR, A B C

INTEGER, B

READR, A B C BY IF10.0, 15, F10.0ノ

1N'1,EGER, B

READR, A B C BY,8F10.0'……{W:WWfrを指定
READI, IA IB IC

READI, IA IB IC BY $8 110ノ

REAL, IB

READI, IA IB IC "

REAL, IB

READI, IA IB IC BY ､110, F10．0, 110ノ

REAL, IB

READI, IA IB IC BY $8 110'……{F陛鯉堅哩芽指定

１
２

３

4

5

６
７

８

9

10

’

図2 -1 0 READR文, READI文の記入例

スカラーの出力 実数型のスカラーの出力にはWRITER文を，整数型スカ

ラーの出力はWRITE1文を用いる。

WRITER [#N], R1 R2……R20 [BY，FORMAT' ]

WRITEI [#N], 11 12……1 20 [BY ､FORMAT' ]

WRITERの後のR1からR20は実数型スカラー変数名で, WRITEIの後
（25）

の11から120は整数型スカラー変数名でなければならない。

WRITER文では10F10.0で, WRITE1文では10110で印字される。ただし，

変数名に続いて出力の書式を指定したときにはその指定に従って印字される。

#Nは改頁を表す。Nに1を指定したときのみ改頁の後に出力される。

例11から例15においてA,B,Cは実数型スカラー, 1A, IB, ICは整数型

スカラーでなければならない。例14～15では印字の前に改頁がおこなわれる。

(25) READR文, READI文と異なり,R1からR20または11から120に整数型

スカラー変数名，実数型スカラー変数名を書くことはできない。
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C BY '3F10.5'

IC

IB IC

IB IC BY ，315ノ

図2 -11 WRITER文, WRITE1文の記入例

3．スカラーの四則演算

スカラーに関する演算はCOMPUTES文を用いて行なう。

定数

Ig_ _|COMPUTES, S1 =

スカラー算術式I
COMPUTES文では右辺の定数，スカラー変数名(S 2)の内容，または

スカラー算術式の結果が左辺のスカラー変数名(S 1)に代入される。このと

き，両辺のデータのタイプ･が同一であるときはそのまま代入され，異なるとき

には切捨てあるいは実数化の型変換がおこなわれる。ここで,S1が未定義で

あるとき,S1の先頭文字が1, J,K, L,M,Nのとき整数型スカラー変

数として，それ以外は実数型スカラー変数として定義される。
（26）

スカラー算術式はスカラーおよび定数を表2－1に示す演算記号と初等関数

を用いて結びつけたものである。使用法は時系列算術式と同じである。

2．2．2 スカラーによるプログラム制御

計量経済分析では多くの場合，一定の条件が成立すると以後の分析手順を変

更したり，あるいは一定の条件が成立するまで同じ分析手順を反復実行したり

（26）スカラー算術式においては表2－1の初等関数の他に実数型から整数型への変

換を意味するIFIX,整数型から実数型への変換を意味するFLOAT,整数型変数の
絶対値をとるIABSが利用できる。
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しなければならない。STEPS - BEICAでは，分析プログラムは上から下への

順に実行される。この実行順序を変更する命令文には次のような種類がある。

(i) 条件の真偽に関する命令文

(ii) 実行順序に関する命令文

(iii) 時間調整に関する命令文

1． 判断命令文

1F文は条件式の真偽を判断する命令文であり，う。ログラムの実行順序の変

更のために用いられる。

IF(条件式）

条件式は次の何れかの形式で表わされる。

（1）スカラー変数名＝スカラー演算式 比較演算子 スカラー変数名または

定数

（2）スカラー演算式 比較演算子 スカラー変数名または定数

（3）(1)または(2)論理演算子(1)または(2)

比較演算子は大小比較をする演算子であり, EQ(=), NE(=), GT(>),

GE(≧), LT(<), LE(≦）の6種類を使用することができる。

また，論理演算子としては論理償ANDと論理和ORの2種類を使用するこ

とができる。(1)の場合，まずスカラー算術式が計算され，等号の左辺にあるス

カラーに結果か代入される。次に，このスカラーと比較演算子の右側にあるス

カラーとが比較される。(2)の場合，スカラー算術式の結果と比較演算子の右側

にあるスカラーとが比較される。(3)の場合には，(1)または(2)の条件式をさらに

ANDまたはORで合成したものである。

文名をともなわないIF文では，条件式の判断結果が真のときIF文の次命令

文から実行され，偽のときには次次命令文から実行される。
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令

例
－
１

２
３

４
５

《
叩

文

(X EQ -0.5)

(AGE GT 60)

(COUNT = COUNT + 1 LE N)

(X+Y*Z GE A OR U/V LT B)

(AGE LE 30 AND PAY GT 300000)

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ口
図2-12 1F文の記入例

2. G0文

G0文は実行順序を変更する命令であり，無条件GO文と計算型GO文がある。

無条件GO文

GO TO L1

計算型GO文

GO TO (L1 L2……L20) I

（27）

L1からL20は文名を表わす。無条件GO文では文名L1が，計算型GO文

ではIの値に対応した文名が次に実行される。Iの値が1のときには文名L1

が，2のときには文名L2が次に実行されるが,Iの値に対応する文名が存在

しないときには次の命令文が実行される。このGO文とIF文とを組合せるこ

とにより分析手順の反復実行が可能となる。

｡

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

図2-13 GO文の記入例

(27）文名については付録Aを参照せよ。

例
今 今

文ロロ 一口

１
２

３
４

５
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3. CLOCK文

PERIOD文の分析開始期と終了期には定数の他にスカラー変数を使用する

ことができる。たとえば，分析開始期を1940年の第1四半期とするときには

COMPUTES, START= 1940.01 ; END=1949.02

PERIOD IS FROM START TO END

とすればよい。STEPS -BEICAでは0.01で1年未満の期間を表わす。5期先

の分析開始期を

COMPUTES, START=START+0．05

としたとき, STARTの内容は1940.06となるために，この計算結果をそのま

まPERIOD文の分析開始期として用いることができない。1940 . 06を1940年

第1四半期から5期先の1941年第2四半期を表わす1941.02に変更しなければ

ならない。この時間調整はCLOCK 文を用いて行う。これにより，分析期間

が変化する繰返しの分析手順をも簡単に記述することができる。

たとえば，分析期間を10年間とし1940年第1四半期から以後1年間ずつ出発

点を進めて1944年第1四半期まで分析するとき，そのフ･ログラムは図2－14の

ように書けばよい。

COMPUTES, START= 1940.01 ;END=START+0.39 ; COUNT= 0

CLOCK, END

LOOP/PERIOD IS START TO END

COMPUTES, START = START +0．04 ;END=START+0.39

CLOCK, START ; END

IF (COUNT =COUNT + 1 LE 4) :GO TO LOOP :STOP

図2 -14 CLOCK文を用いたプログラム例

2.3 時系列配列とスカラー配列

STEPS -BEICAでは時系列データやスカラーを要素とする時系列配列やス

カラー配列を定義することができる。 時系列配列は DATE 文の初期点を起
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点とする120期間の時系列を要素とする二次元配列であり，スカラー配列はス

カラーを要素とする一次元の配列である。時系列配列，その配列名と大きさを

SERIAL文を用いて宣言する。スカラー配列は実数型スカラーを要素とする

ときにはREAL文を用いてその配列名と大きさを，整数型スカラーを要素と

するときにはINTEGER文を用いてその配列名と大きさを宣言する。

SERIAL , GT1 (I1)……GT20 (120)

REAL , GR1 (11)……GR20 (120)

INTEGER, GI 1(皿)……G I 20 (I20)

GT1からGT20, GR1からGR20, GI1からGI20はそれぞれ時系列配列名，

実数型スカラー配列名，整数型スカラー配列名を表わす。配列の大きさは配列
（28）

名の語尾の丸括弧内の整数値でもって表わす。時系列配列でく ＞内の第1の

添字は時間的変位を,第2の添字は系列番号を表わす｡スカラー配列ではく ＞
（29）

内は要素番号を表わす。たとえば,A<-1,1>,A<-1, 3>,A<0, 4>は，

それぞれ時系列配列Aの1番目の系列の一期ラグ，3番目の系列の一期ラグ，

4番目の系列を表わす。時間的変位および系列番号，要素番号を表わす添字に

はスカラー変数または加減乗除の記号のみから成るスカラー四則演算を用いる

ことができる。但し，変数および計算結果のタイプ。が実数型であるとき小数点

以下が切り捨てられたものが添字として用いられる。

’

例
－
１

２
３

４

令 文
公、

ﾛIj

SERIAL , A(10)

REAL , A(10)

INTEGER, A( 1 )

COMPUTES, I=10

SERIAL, A( 1 )

B (20)

B (10)

B(2)

C(10)

C(3) D(4)

図2 -15 SERIAL文とREAI｣文の記入例

(28) A<0, 4>はA<, 4>またはA<4>と表わすことができない。

(29）整数値のかわりにスカラー変数を用いてもよい。
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OO

時系列配列

時系列変数

SERIAL

READ, COMPUTE’時 系 列･･……

実 数 型
スカラー配列

STEPS- BEICA ,
の変数

REAL

I〃
‐く

実数型 1

1妻力異変爵

|鬘ヵ裟配計
I警力笈変；

REAL, READR,
COMPUTES

1スカラー

INTEGER

整 数 型
INTEGER, READI,
COMPUTES

図2－16 変数の種類と型

2.4 特殊なデータ作成命令

STEPS -BEICAには特殊なデータを作成するSET文とSETS文がある。

2．4．1 時系列データの作成

特殊な時系列データの作成はSET文によって行なう。SET文によって作成

される時系列データにはつぎのようなものがある。

（1）加重合計

（2）累 積 和

（3）一様乱数

（4）正規乱数

（5）ポアソン乱数

（6）指数乱数

（7）順 序 数

（8）タ、ミー変数

（9） 時間変数
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1． 加重合計

時系列データの加重合計は次のようにして作成される。

SET, T1=WSUM (T2 T3……T20) GR

ここでT1からT20は時系列変数名を表わし,GRは加重ウエイトが格納され

た実数型スカラー配列名である。T1には次式で表わされるT2からT20の加

重合計が代入される。

TZ =GR(Z)・T2 + GR (2)。T3+･･･…+GR(Z9) ･ T20

－3 12

いま，実数型スカラー配列Wの第1番目から第5番口の値を（-35，－35，

器，器,薮)としたとき,Aの5項加重移動平均は次のように計算する
ことができる。

SET, MOVAVE=WSUM (A<-2> A<-1> A A<1> A<2>) W

2． 累 積 和

時系列データの累積和は次のようにして作成される。

SET, T1=ACCUM (R1 R2 T2)

T1, T2は時系列変数名であり,R1は累積和の初期値,R2は累積和の

計算に用いる係数である。この命令によりT1には次式で示される値が代入さ

れる。

TZ｡=RZ

TIj=T2i+(Z-R2)TZi_, /=Z,2……

いま,KOを資本ストックの初期値, DELTAを減耗率,Iを粗投資額とすれ

ば，各年の資本ストック(K=I+(1-()) K_,)は次のようにして計算するこ

とができる。

SET, K=ACCUM(KO DELTA I)
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3． 一 様 乱 数

各期が一様乱数に従う時系列データは次のように作成される。

SET, T1= UNIFORM (R1 R2)

R1, R2はそれぞれ一様分布の下限と上限を表わし,T1は各期が密度関

数U(R1, R2)に従う時系列変数を表わす。

これから，各期が(0, 1)の一様乱数である時系列データT1は次のよう

にして作成される。

SET, T1= UNIFORM (0．1.）

4． 正 規 乱 数

各期が正規乱数に従う時系列データは次のようにして作成される。

SET, T1=NORMAL(R1 R2)

R1, R2はそれぞれ正規分布の平均と分散を表わし,T1は各期が密度関

数N(R1, R2)に従う時系列変数を表わす。

5． ポアソン乱数

各期がポアソン分布に従う時系列データは次のようにして作成される。

SET, T1=POISSON (R1)

ここに,R1はポアソン分布のパラメータである。このとき,T1の各期の

値は次の確率分布に従う。

P(RZ) =g-R]・RZx/必ノ
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6． 指 数 乱 数

各期が指数分布に従う時系列データは次のようにして作成される。

SET, T1=EXPONENT(R1 R2)

ここで, R1, R2は指数分布のパラメータである。このとき,T1の各期

の値は次の確率分布に従う。

E(RI, R2)=(Z/R2)"'(-(錘一Rz) /R2)

7． 順 序 数

順序数を要素とする時系列データは次のようにして作成される。

SET, T1=SEQ(R1 R2)

ここで,R1は順序数の初期値,R2は増分を表わす。T1には次式で表わ

される値が代入される。

TZ#=RZ+ (i-Z)・R2, i=Z, 2, 3,……

8． ダミー変数

季節ダミー変数および特点の時点を1とするダミー変数は次のようにして作

成される。

SET, T1=DUMMY (N {~ l} )
または

SET, T1=DUMMY (時点{i} )
季節ダミー変数を作るときには(N, -1)または(N, 1)を指定する。

このとき, DATE文の期種に対応した季節ダミー変数が作られる。Nは季節ダ

ミー変数の系列番号を表わす。－1としたときには相対的季節ダミー変数が，

1としたときには絶対的季節ダミー変数が作られる。たとえば，期種が四半期

であるとき3つの相対的季節ダミー変数は次のように表わす。



第2章 データ加工 59

剰
語
－
１
２
３

相対的季節ダミー変数のデータ

･一1, 1, 0, 0, -1･…･…･･･‘

-1, 0, 1, 0, --1･････……‘

--1, 0, 0, 1, -1･･･…．.…‘

パラメータ

(1，－1）

(2，－1）

(3，－1）

ダ
ダ
９

０
１

０

｜
山
仇
乢

Ｐ
，
夕

０
０

１

また，このとき4つの絶対的季節ダミー変数は次のように表わす。

詞
鶏
－
１
２
３
４

絶対的季節ダミー変数のデータ

0, 1,0,0,0．．．･…･…･･･.……・・

0,0, 1,0,0…･･･…...･･･…..…

0, 0, 0, 1, 0･…･･……････……．

1，0，0，0．1…･･･……･･………

パラメータ

（1，1）

（2，1）

（3，1）

（4，1）
り
り
り
り

０
１

Ｏ
０

Ｊ
ｐ
９
９

１
０

０
０

Ｐ
，
〃
９

０
０

１
０

特定の時点に関するダミー変数を作るときには（時点，1）または（時点，

2）を指定する。（時点，1）としたとき，時点で示される1時点が1，その

他を0とするダミー変数が作られる。また，（時点，2）としたとき，時点で

示される1時点が1となるダミー変数が作られるが，その他の時点については

何ら変更されない。これから，複数の時点で1をとるダミー変数は次のように

して作成することができる。

SET, T1=DUMMY(tl l)

SET, T1=DUMMY(t2 2)

SET, T1=DUMMY(t3 2)

9． 時 間 変 数

PERIOD文の期間の内容を要素とする時系列データは次のようにして作成

される。

SET, T1=TIME

このとき,T1の各要素にはPERIOD文の期間の値(n．d)が代入さ
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れるo

2.4.2 スカラーの作成

特殊なスカラーの作成はSETS文によって行なう。SETS文によって作成さ

れるスカラーにはつぎのようなものがある。

（1）標 本 数

（2）時系列データの初等統計量

（3）相関係数

1． 標 本 数

PERIOD文の期間数はつぎのようにして作成される。

SETS, S=SMPL

このとき,Sには期間数が代入される。

2．時系列データの初等統計量

時系列データの初等統計量はつぎのようにして作成される。

SETS, S=KEY(T1)

このとき,Sには時系列変数T1の表1－4のKEYで示された統計量が代

入される。例えば，四半期時系列変数Xについて1960年第1四半期から1977年

第4四半期までの合計および平均，標準偏差を計算し，スカラー変数XSUM ,

XMEAN, XSDに代入するう。ログラムは次のように書かれる。

PERIOD IS 1960.01 TO 1977・04

SETS, XSUM=SUM (X) ; XMEAN=MEAN (X) ; XSD=SD (X)

また，ある1時点のデータ，例えば1975年第1四半期のデータを取り出してス

カラー変数X751に代入するプログラムは次のようになる。

PERIOD IS 1975・01

SETS, X751=SUM(X)
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3． 相 関 係 数

時系列データ間の相関係数はつぎのようにして作成される。

SETS, S=CORR(T1 T2)

このとき,Sには時系列変数T1とT2の相関係数が代入される。





第3章 回 帰 分 析

経済変数yがK個の説明変数Z,，〃2，……，rKの関数として表わされるこ

とが経済理論によって知られているとする。これらの変数について，それぞれ

N個の観測値が与えられたとき，回帰分析では次のような線型確率モデル

y'＝β1zi,+62.zi2 +……＋βx.zIK+", (z=1, 2,…･･･, N)

を想定する。tは観測時点を示す添字であり，係数パラメータβ!は回帰係数と

よばれる定数である。utはK個の説明変数によって説明されない被説明変数yt

の誤差部分を表わし，誤差項とよばれる確率変数である。回帰分析では誤差項

utの確率分布とK個の説明変数に関して次のような仮定を設定する。

〔仮定I]説明変数工!11 .Z22p……，韮‘〃は確定値をとる変数（非確率変数）

である。

〔仮定I] u[は確率変数でありputの期待値はゼロである。すなわち

E(",)=0 (r=1, 2, ･…･･, N) またはE(")= 0

〔仮定Ⅲ]u(の分散はtに無関係に一定の有限値であり，また異なる観測点

の誤差項は互に無相関係である。すなわち

E(",2)="2 (2=1,……,N)

E ("!。〃s)=0 (オキs)

〔仮定Ⅳ〕異なるK個の説明変数の間に線型関係は存在しない。すなわち，

すべてがゼロでないようなα, (i=1, 2,…"･, K)によって

K

Eα‘工i,=二0 （オー1，2，…“・
#＝1

N)

となる関係式をつくることができない。

〔仮定V]誤差項灘11 "21……，〃〃の同時確率分布はN変量正規分布に従
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う。したがって，仮定1,1からutはたがいに独立となるから，

観測時点とは無関係に平均ゼロ，分散ぴ2の同一正規分布に従う。

線型回帰モデルの係数パラメータを求める方法としては， 積率法(moment

method) ,最小X2推定法(minimum chi square method) ,巌尤法(maximum

likelihood method) ,最小2乗推定法(least squares method)などがある。

これら推定法のうち，最もよく用いられるのが最小2乗推定法である。

3.1 最小2乗推定法

3．1．1 最小2乗推定量の計算

最小2乗推定法は推定誤差項の2乗和を蚊小にするようにパラメータの値を

決める推定法である。

線型回帰モデルは行列表現を用いて次のように表わすことができる。

Y=Xf+U

ただし， １

１
２

Ⅳ

″
〃
。
：

〃

，
Ｉ

Ｕ

１

１
２

Ｋ

β
β
・
・
・
β

Ｉ

○
リ
’

１

Ｋ
Ｋ

砿
、
鞄
・
・
・
ｒ

２
２Ｎ

ｒ
・
・
・
・
・
ｏ
ｒ

ｕ
ｍ
。
．
。

Ⅳ
死

罪
ｚ

ｌ

Ｘ

Ｉ

Ⅳ

杣
ｖ
》
町
。
■
■
■
■
副
ｖ
）

Ｉ

Ｙ

Yは(N×1)の被説明変数のベクトル,Xは(N×K)の説明変数の観測

値からなる行列，βは(K×1)のパラメータのベクトル,Uは(N×1)の

誤差項ベクトルである。特に，線型回帰モデルが定数項を含む場合には，

y, ==80+"'.zi'+……+JﾗK.r!K+ ",

説明変数に関する行列は

×-|蕊;:…" 琴1
'iふ2……延卿朧・ ノ

（鋤）

となる。

(30)このとき仮定1～Vは E(U) =0, V(U) =E(UU') =｡2I

rα"h(X)=K, U～Ⅳ(0, "21)
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b、

誤差項の2乗和は次のように表わされる。

SSE= (Y-Xj) ' (Y-Xj3)

=Y'Y一β'X'Y－β'X'Y+β'X'Xβ

=Y'Y-2β'X' Y+,3'X'X,8
（31）

SSEをβの関数とみたとき，鎧小2乗推定量βはSSEをβで微分してゼロ

とおいた正規方程式を満足する。

6 SSE
=-2x'Y+2 (X'x)"= 0

6β
，9＝β

ただし，0は(K×1)の零ベクトルである。

仮定Ⅳから行列(X' X)の階数はKとなり, (X'X)の逆行列が存在する。

したがって簸小2乗推定量は次式で与えられる。

"= (X'X)-1X'Y

βを変形し，

/3= (X'X)-1X'Y= (X'X)-1X' (X#+U)

= (X'X)-1X'X｣ﾗ+ (X'X)一IX' U

=#+(X'X)-｣ X'U

この式の期待値をとれば

E(") =E(2+ (X'X)-'X'U)

= # +(X'X)-'X'E(U) = !3

となる。よってβはβの不偏推定量である。また，βの分散共分散行列は次式

で表わされる。

v(p) =E[(β－E(6)) (β－E(3)) ']=E[(β－β)(β一β)'］

=E[((X'X)-1X'U) ((X'X)-'X'[ﾉ)'］

=E[(X'X)-1X'UU'X(X'X)-1]= (X'X)-'X'E(UU')X(X'X)-】

6SSEV

）を表わす。6βK'澪は(窯

Ｅ
２

Ｓ
β

８
０

ヘ
リ

rql，
、Jエノ
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= (X'X)-1X'o2 IX(X'X) ~1 ="2 (X' X) ~1

βの分散共分散行列は誤差項の分散と説明変数の観測値行列の逆行列との積で

与えられるが，誤差項の分散は未知であるから，推定しなければならない。

誤差項の推定値は次式で表わされる。

0=Y-X8=Xp+U-X(#+ (X'X)-'X'U)

=U-X(X'X) -1X'U=[I-X(X'X) -1X']U

したがって，

E(ひ'0) =E(U'[I-X(X'X)~'X']'[I-X(X'X)-'X']U)

=E(U' [I-X(X'X)-'X']U)

=E(r,[I-X(X'X) -1X'UU])

＝r,(I-X(X'X)~'X') E(UU')

＝(jV-K) IT2

これから誤差分散の不偏推定量は次式で与えることができる。

ヘ リ'ひ
び2＝Ⅳ一K

以上から，βの分散共分散行列の不偏推定量は次式で表わされる。
A A A

V(6) =02(X'X)-】

3．1．2 最小2乗推定量の特性および検定

最小2乗推定量βは誤差項U～N (0, 021)の仮定のもとでは線型不偏推

定量βの中で分散・共分散行列が最小となる推定量である。

V(6)三V(6)

ただし，行列v(6) -v(6)は非負定符号である。

この意味で最小2乗推定量はBLUE (Best Linear Unbiased Estimator)と

呼ばれる。
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仮定I～Vのもとでは，βとび2に関する対数尤度関数L(p, "21 ; y, z)は

'"'I ;,"--:'" -3 L""'-*(y-蕊β)' (y-璽β）

となる。βとび2の最尤推定量はLをjﾗ，び2で微分してゼロとおいた式を満たす。

=-÷は',+迩銅)=0
～

へ n

l7=p
〃2二＝〃2

8L
一天－戸
イノゴ

Ｔ－２
｛〆

｜
《
β
｜
｜

｜
｜
岸
〆

巫一形

２

１
１
－

〃

１－〈”

～ ～

(y－工β)'(y－Zβ)=0＋

βおよび〃2の最尤推定量はそれぞれ次式で与えられる。
～

6= (z'罪)~1z'y

～〃 ～

〃’ 〃
～

〃2二＝
T

ただし，

"=y -.r p

誤差項の分散の最尤推定量は，最小2乗法の場合と異なり，不偏推定量とはな

らないことがわかる。

(N - K) fr2/"2が自由度N－KのX2分布に従うことが次のように示される。

〃'〃 〃′[1-r (必'お)-｣r'］灘 〃′［錐(ｪ′エ)-1罪'］〃
‐二二＝ 一一一一一 一＋‐
ぴぬ 〃2 〃2

〃'A1"
＝ 。 ＋

〃凸

〃'A2"

ぴ2

ここで, A1' A2= 0である。また,A】およびA2は巾等行列であることから

rankA,=N-K, rankA2=Kとなる。したがってコクラン定理により， 左辺

および右辺の第1項，第2項はそれぞれ自由度N, N-K, KのX2分布に従う
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ことがいえる。右辺をさらに変形すれば
A

〃′A』〃 〃′〃 （Ⅳ一K) "2
＝目＝

万言＝ び2

(β一β)'z'工(β－β）

ﾜ

ぴ臼

〃ノA2zJ
:＝＝

ぴ2 び2

は互に独立でそれぞれ自由度(N-K, K)のX2分布に従う。

これから帰無仮説β,＝β2＝……=6x= 0の検定ができる。帰無仮説のもと

で，次式は自由度(K, N-K)のF分布に従う。

βz'.2'6/K
F =-. --

(N-K) "2/ (Ⅳ－K)

β必′.2F "/K
＝二三

o2

よって，自由度(K, N-K)の100α点をFαとすれば,F三Fαのとき帰無

仮説を有意水準αで棄却すればよい。また，β～N(#, "2 (X'X)-')に従うこ

とから，次式は自由度(N-K)のt分布に従う。

－海鳥雨,/総裁：
β’一β‘

ﾆーー

/A

1/｡2E (X'X)7ノ

帰無仮説βj=0の有意水準αの検定はt分布の両側100αの点をtαとして

β‘

‘=か盲(面？>′“
で表わせる。

3．1．3 線型回帰モデルの適合度と系列相関

被説明変数ytとK個の説明変数(z,1, @r'2,…･･･, ziA)のN個の観測値は

(y, y1, y2,……,yﾙ）のK+1次元のN個の点と考えることができる。N個
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の観測値がすべて(K+ 1)次元の超平面

y=QfO+",jZ, +"Jr2+……+ afKzPK

に存在するとき，被説明変数ytとK個の説明変数(.r#,, .r,2,……, "!x)は完

全な線型関係にあるとみなすことができる。一般にはN個の観測値はこの超平

面上に存在しない。このとき観測値と超平面とのy軸に測った距離の2乗を最

小とする超平面を考える。この超平面は最小2乗法を用いて計算することがで

きる。被説明変数とK個の説明変数の線型関係の程度は最小2乗法で推定され
（32）A

たyjとy#の相関係数として定義することができる。

Z(j'-y) (y'-y)
R=

／
V Z(y'_y)2 Z (yi_y)2

このRをyとK個のX1" X2,……,Xkの重相関係数という。

線型回帰モデルでは，被説明変数ytの平均まわりの変動平方和は，推定値

ｼ〔の平均まわりの変動平方和と残差平方和に分解できる。推定値まわりの変

動平方和が被説明変数の平均まわりの変動平方和に近ければ近いほど線型回帰

モデルのあてはまりが良いと考えることができる。決定係数R2はytの変動平
A

方和に対するytの変動平方和の比として定義される。

１

２か
派

ｙ
ｌ
ｙ

Ａ
ｙ

ｙ
ｌ

く

国
画

１

２
２

、
ノ

、
ノ

ｌ
ｙ

ｌ
ｙ

Ａ
ｙ

ｙ
ｌ

ｌ

国
図

Z"#2

E (y# -y)2

R2=

この決定係数は重相関係数の2乗に等しくR2が1に近いほど（誤差の2乗和

が0に近づくほど）線型回帰モデルのあてはまりが良く，被説明変数と説明変

数の間に強度の線型関係が存在するものとみなせる。R2の値は少数標本では説
A －

明変数を追加すればするほどlに近くなる。このため回帰変動和 国(yt-y)2

(32) y=yなる関係を用いている。
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および全変動和 Z (yt-y)2をそれぞれの自由度で修正した決定係数（バーを

付けて区別）

E (y' -y) 2

N－K ２尺

１
Ｋ

Ｎ
ⅣR2= 二＝＝

Z (y,-y) 2

Ⅳ－1

でもって線型回帰モデルの適合度の指標とすることが多い。

線型回帰モデルの誤差項に系列相関か認められたとき，最小2乗推定量は最

小分散不偏推定量にはならない。

誤差項の系列相関の検定に最もよく使用されるものはタ､一ピン・ワトソン比

である。これは，誤差項が1階の自己回帰モデル

"'=" zJJ-1+ef e'～Ⅳ(0, "2) -1 </ﾉ<1

にしたがうとしたときのβを検定するものである。

ダービン・ワトソン比は最小2乗法による残差から計算される統計量

Ⅳ

Z (",－〃i_,) 2
オー2

"=
Ⅳ

国"′2
f＝1

を用いて系列相関の有無を検定しようとするものである。d－2（1－/'）とな

ることから正の相関があるときにはdはゼロに近くなり，負の相関があるとき

にはdは4に近くなる。dが2に近いとき（1.6～2.4）誤差項は独立であると

みなすことができる。

3.2 最小2乗法に関するSTEPS -BEICA の言語

線型回帰モデルが定数項を含む

yj =6'+62.z,'+63"j2+…… ＋βK.zIK+"!
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のときにはLS文を，定数項を含まぬ

y# =61･r#1+62jZi2+…… + px""r+"′

のときにはNLS文を用いる。

LS #N, T1(1) =T2 (T3 T4･･･…T19) [COEF IN R1

PARAM IN R2]

NLS #N, T1(1) =T2 (T3 T4……T19) [COEF IN R1

PARAM IN R2]

T2は被説明変数を表わし,T3～T19は説明変数を表わす。T1はT2の

競小2乗推定値が格納される時系列変数名であり,T1の語尾の丸括弧内に書

かれた数値は外挿期間を表わす。外挿期間を指定したときには最小2乗推定値

の計算がその期間だけ延長される。T3からT19の説明変数には時間変位を示

すく ，＞を使用することができる。たとえば，1期ラグおよび2期ラグを持

つ説明変数をT3とT4に指定するときにはT3<－1>, T4<-2>とす

ればよい。最小2乗推定量を後に利用しようとするときには

COEF IN R1

を，各種の統計量を後に利用するときには

PARAM IN R2

を指定する。ここにR1は係数が,R2は各種の統計量が格納される実数型の

スカラー配列名であり，いずれも前もってREAL文で十分な大きさを宣言さ

れていなければならない。R1には，定数項があるときまず最初に指定した説

明変数のの推定値が，次いで定数項係数が格納される。R2には，最初にR1

の格納順序に対応した係数のt -VALUEが格納される。次いで図3－1の統

計量か格納される。
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t－値

決定係数

重相関係数

F統計量

ダーピン・ワトソン比

残差の平方和

残差の分散

8 残差の標準偏差

9 残差の変化率

10 被説明変数の変化率

11 回帰変動の自由度

12 全変動の自由度

１
２

３
４

５
６

７

図3-1 LSM文, NLSM文で保存される統計量

3.3 トレンド分析

時系列データの変化は，傾向変動および循環変動，季節変動，不規則変動の

4つの要素の変動が重なり合ったものと考えることができる。傾向変動は時系

列の基本的変動方向を示すものであることから，その形は時間tの比較的簡単

な数学式で表わすことができる。主な傾向曲線として次のものがあげられる。

種 類 キーワード

直 線

2 次 曲 線

3 次 曲 線

指 数 曲 線

ロジスティク曲線

ゴンペルツ曲線

３

ｔｄ十
２

２

‐
ｔ

△
ｔ

Ｃ
Ｃ

＋
＋

武
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｅ

α

拙批鋤抽Ｋ｜帥小
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ

LINEA R

QUA D

CUBE

EXP

LOGIS

GOMP

１
２

３
４

５
６

図3－2 傾 向 曲 線 の 種類

これらの関数は適当な変数変換を行えば線型式となることから最小2乗法を

用いて推定される。
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STEPS -BEICAではTREND文を用いて傾向曲線の推定を行う。

TREND [#N], T1(1) =KEY (T2 [R1 R2 R3] )

[COEF IN R4 PARAM IN R5]

時系列変数T2にKEYで指定された傾向曲線をあてはめる。T1には傾向

曲線の推定値が格納される。また,T1のあとに外挿期間を指定したときには

その期間だけ外挿推定がなされる。

KEYに，ロジスティク曲線をあらわすLOGISを指定したとき3つのスカ

ラー, R1, R2, R3の指定を必要とする。

T↑

"|

一

〆

K
T=

一

1 +7"e~γ’
2

ロジステック曲線のKを与えると残りのパラメータ、とrは最小2乗法で推

定することができる。これからKEYにLOGISと指定したTREND文では

まずR1をK値としてrn,rの推定を行う。次いでR1+R2をK値としてK

値がR3に達するまで逐次推定を行う。

COEF IN R4 PARAM IN R5

を指定したときR4, R5にはKEYに対応する傾向線の係数と最小2乗推定

法に関する各種の統計量が格納される。

3.4 自己回帰方程式の推定と自己回帰テスト

回帰分析では説明変数はすべて非確率変数であると仮定されていた。説明変

数に関するこの仮定を緩和して，〔仮定I]の代りに

〔仮定I]説明変数はすべて誤差項とは完全に独立な確率変数である。と仮

定しても最小2乗推定量は最良線型不偏推定量(BLUE)となる。これは，説明

変数が確率変数であっても誤差項とは完全に（|司時点および異時点について

も）独立であるから，統計的操作において誤差項に対して非確率変数と全く同
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じように扱うことができるからである。

自己回帰方程式は，被説明変数（従属変数）の時間的遅れをもった変数が説

明変数の中に含まれる回帰方程式である。この場合，時間的遅れをもった従属

変数（自己回帰変数と呼ぶことにする）は誤差項に対してもはや完全に独立と

はならない。任意の時点において自己回帰変数は同じ時点および未来の時点の

誤差項とは独立であるが，過去の時点の誤差項とは一般に独立ではない。逆に

誤差項についていえば，任意の時点において，誤差項は同じ時点および過去の

時点の自己回帰変数とは独立であるが，未来の時点の自己回帰変数とは独立で

はない。いま，自己回帰方程式が次式で表わされるとしよう。

Y,=6 ZI+7 X,+"!

ただし，

Yt: 被説明変数（従属変数）

Zt: 自己回帰変数，例えば, Zt=Yt_,としよう。

Xt: 非確率説明変数

u上 ： 誤差項

任意の時点において誤差項は同じ時点および過去の時点の自己回帰変数とは独

立である。したがって，

E (",。ZI_I) = 0 ( J三O)

この場合, Zt IJ. Yt_,であるから,u上とZこの関係はutとYt_]の関係となる。

utは各時点に全く独立に生起する確率変数であるから，従属変数の過去の値

とも独立であることはいうまでもない。しかし，従属変数の同時点の値には

utそのものが含まれ，未来時点の値には自己回帰変数を通じてutが含まれる

から，誤差項と同時点および未来時点の従属変数とは独立でないことがわか

る。

自己回帰方程式では，説明変数に関する仮定は次のようになる。

〔仮定Dすべての説明変数は，任意の時点において，同時点および未来時
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点の誤差項とは独立な確率変数である。

自己回帰方程式の推定にも最小2乗法が用いられる。回帰係数の推定量は不偏

推定量とはならないが，一致および有効推定量であることが証明されている。

自己回帰方程式の場合，説明変数間に，特に自己回帰変数と他の説明変数と

の間に，多重共線関係が生じ，〔仮定Ⅲ〕が近似的に成立しなくなることがし

ばしば起る。そのために安定的な係数の推定値が得られなくなる。特に自己回

帰係数の推定値にその傾向が強くみられる。自己回帰係数について安定的な推
（33）

定値が得られているか否かを調べるには自己回帰テストを行う。

自己回帰テストは，自己回帰変数の値として予測|刑始時点では観測値（実現

値）を初期値として用いて従属変数の値を予測し，以後この予測値（計算値）

を自己回帰変数の値として用いながら順次に各時点の予測を行うものである。

自己回帰変数以外の説明変数の値はすべて観測値を用いる。これに対して，通

常の回帰テストは，すべての説明変数についてその観測値を用いて予測を行う

ものである。テストは予測値と観測値とを2重グラフや撒布図に表わし，また

は不一致係数や平均予測誤差率，平均平方予測誤差率などの指標を作成して行

われる。

ノ 理(P'-AI) 2
不一致係数 U=I/－画~Z平アー

平均平方誤差率v=,/z (2云生)"
Pf -A,

平均誤差率W=÷図 A『

P上；予測値

At:観測値（実現値）

STEPS - BEICA システムには自己回帰テストを行う言語が用意されてい

る。

(33）自己回帰テストは定着した名称ではない。
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AUTOTEST [#1], T1=T2 (T3…･･･T19) S [THRU 終期］

AUTOTESTは自己回帰テストを行う命令である。T1からT19までは時系

列変数であり,Sはスカラー配列である。Tlには予測値が代入される。T2

は従属変数であり,T3からT19までは説明変数である。説明変数の中で自己

回帰変数は時間的遅れのある従属変数名で表わされなければならない。また，

競小2乗法を行う命令文(LS文）における場合と同様に，説明変数の中に定数

項変数を明示してはならない。これは，命令文が明示された説明変数の妓後に

定数項変数を自動的に付け加えるからである。Sは係数の推定値が格納されて

いるスカラー配列である。なお，配列の中には説明変数の係数の推定値が先に

並び，1番終りに定数項の推定値がある。

終期は従属変数の観測値が存在する終期点を表わす。この終期の指示を省略

すると終期としてはPERIOD文の終期が設定される。予測期間はPERIOD文

で指定された期間である。

＃1は省略すると，予測値と観測値との2重点グラフが図示されるとともに

3個の指標U, V,Wが印字される。#1を書くと3個の標のみが印字される。

いま，1つの具体例として消費関数を考えてみよう。消費支出は当期の可処

分所得と前期末の金融資産残高，前期の消費支出によって説明されるものとし

よう。 関数の推定期間は1966年から1976年までとし，予測期間は1970年から

1979年までとする。消費関数を最小2乗法で推定し，推定された関数の自己回

帰テストを行う部分のプログラムは次のように書かれる。

REAL, A (10)

PERIOD IS 1966 TO 1976

LS, CEST=C (YD M<-1> C<-1>) COEF IN A

PERIOD IS 1970 TO 1979

AUTOTEST, CTEST = C (YD M< - 1> C< - 1>) A THRU 1976

図3 - 3 AUTOTEST文を用いたプログラム例
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早舎 内部FILEの管理

STEPS - BEICAシステムは,1つのデータ保存用FILE (内部FILEという）

を内蔵している。分析者は，原データや加工データ，分析結果などをこの内部

FILEに保存しておけば，後日必要に応じてこれらのデータを利用することが

できる。一般に, STEPS -BEICAシステムでデータを処理するには，データ

をシステムに入力しておかなければならない。しかし，内部FILEに貯えられ

ている時系列データは，システムに入力しておかなくても直接参照して計算な

どの処理に用いることができる。この場合，内部FILEにある時系列データの

参照であることを指示するため変数の語尾に特殊記号＠を付ける。

分析者は内部FILEのデータ管理を自分自身で行わなければならない。新し

いデータを保存したり，または古いデータを更新したり，不必要になったデー

タを除去したりなどしなければならない。内部FILEはただ1つしかないから，

分析者が1人で利用する場合には問題はないが，複数人で利用する場合には，

1つの内部FILEを共用することになるので混乱の生じないように細心のデー

タ管理が行われなければならない。

分析者が各人専用の内部FILEを持つことができるように, STEPS -BEICA

システムでは，内部FILEの内容を磁気テープや磁気ディスクに複写したり，

逆に複写されたもの（外部FILEという）を内部FILEに再生したりするため

の言語が用意されている。したがって，各分析者は分析の終りに内部FILEの

内容を，例えば磁気テープ｡に取って保存し，次回分析を始めるときにこの磁気

テープ。の内容を内部FILEに移せばよい。
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4.1 内部FILEの管理に関するSTEPS -BEICAの命令文

内部FILEに関するSTEPS -BEICAの命令文にはつぎのようなものがある。

（1）内部FILEの作成･･…･CREATE文

（2）内部FILEの転送"･…PUT文, PUTR文, PUTI文

（3）内部FILEの入力……GET文, GETR文, GET1文

（4）内部FILEの参照……LIST文, LISTR文, LIST1文

（5）内部FILEの削除……ERASE文, ERASER文, ERASEI文

（6）内部FILEの複写……CLOSED文, CLOSET文, OPEND文，

OPENT文

（7）中断続行 ……RESTART文

STEPS - BEICAとこれらの命令文の関係を図4－1に示す。

使用者FlLE
外部FlLE内部FILE *STEPS→BE1CA

≦－GE~｢R PUTR--ラ．

WR1TER-うそLlSTR
ERASER->

←GETI PUTI--ラ

wRITE! *LI:MsE,_ョ

Ｃ
○

コ
）

函→
獅一 →

知→叩→
ｑ
ｌ

０
｜

皿
一
唯
一

PUT-今

ラニLlST
ERASE－→

UPDATE-今

ETBノトlUPDATE6
1 V

0

＊CREATE RESTART

図4－1 入出力命令と入出力媒体の関係図

実数型スカラー

(300個）

整数型スカラー

(100ｲ目1

整 致型スフフフー

(100ｲ同｝

時 系 列
（'00栗万''1



第4章 内部FILEの管理 79

4.1.1． 内部FILEの作成

内部FILEは時系列データを保存する内部時系列FILEとスカラーを保存す

る内部スカラーFILEから構成されている。この内部FILEはCREATE文に

より作成される。CREATE文により600系列の内部時系列FILEと300個の

実数スカラーFILEと100個の整数スカラーFILEが作成される。内部時系列

FILEの時系列データは作成時のDATE文の期種と初期点を起点とする120期

間の長さを持ったものである。

例

1

〈叩

今刀

文

DATE IS QUART FROM 1940.1

CREAT E

DATE IS YEAR FROM 1979

CREATE

2

図4 - 2 CREATE文の記入例

例lでは1940年第1四半期を初期点とする四半期の内部時系列FILEが作

成され，例2では1979年を初期点とする年次の内部時系列FILEが作成され

る。

例1の内部FILEは四半期を期種とする分析プログラムにおいて，例2の

内部FILEは年次を期種とする分析プログラムにおいてのみ利用可能である。

4.1.2． システムから内部FIL Eへの転送

STEPS -BEICAでは，カードや磁気テープ｡上のデータを直接内部FILEに

転送することはできない。READ文やREADR文などを用いてSTEPS-

BEICAに入力されたデータのみが内部FILEに転送される。STEP - BEICA

から内部FILEへの転送にはPUT文, PUTR文, PUTI文のいずれかを用い

プ

｡○
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PUT , T1 T2……T20

PUTR, RI R2……R20

PUTI, 11 12……I20

PUT文は時系列データを内部時系列FILEに出力する命令文である。PUTR

文, PUTI文は実数型スカラー，整数型スカラーをそれぞれ内部実数スカラー

FILE ,内部整数スカラーFILEに転送する命令文である。いずれの命令文にお

いても出力する変数名を命令語に続けて最高20個まで指示することができる。

また，変数名には配列名または配列要素を用いることができる。配列名を用い

たときには配列全体が転送の対象となり，配列要素を用いたときには配列の要

素のみが転送の対象となる。但し，分析プログラムで宣言された配列の大きさ

より小さい配列を持つデータが同一配列名称で内部FILEに既に存在したと

きには配列名でもって配列全体を転送することはできない。また，配列の要素

を転送するときには要素番号もしくはそれ以上の大きさを持つデータが同一配
（34）

列名称で内部FILEに既に存在しなければならない。

例 令命 文

PUT, A1 A2 A3

PUTR, Bl B2 B3

PUTI, Cl C2 C3

SERIAL, Al (10) A2 (20) A3 (30)

PUT, A1 A2 A3

SERIAL, A(10)

REAL, B(10)

PUT, A<0,1> A<0,5>

PUTR, B<1> B<2> B<3>

I

２

3

｜’

図4-3 PUT文, PUTR 文, PUTI文の記入例

(34）同一名称が既に内部ファイルに存在するときには異なる名称で出力することが

できる。詳しくは本章の4．1．6を参照せよ。
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例1では時系列変数A1, A2,A3,実数型スカラー変数B1,B2,B3,

整数型スカラー変数C1,C2, C3が内部FILEに転送される。例2では時

系列変数A1, A2, A3がそれぞれが10, 20, 30系列の時系列配列名として

宣言されているのでPUT文では，それらの合計60系列が内部FILEに出力さ

れる。このとき，内部FILEに9, 19, 29以下の大きさの時系列配列が存在

してはならない。例3のPUT文では時系列配列Aの1番目と5番目の系列か

転送される。このとき内部FILEには5以上の大きさを持つ時系列配列Aが存

在しなければならない。PUTR文では実数型スカラー配列の1,2,3番目の

要素が転送される。このときも内部FILEに3以上の大きさを持つ実数型スカ

ラー配列Bが存在しなければならない。

変数名のかわりに、ALL′としたときには

STEPS -BEICAの内容がすべて内部FILE

に出力される。このとき，分析プログラムで

宣言された大きさより小さい配列が同一門｡列

名称で内部FILEに既に存在してはならない。

例4では時系列変数のすべてが，例5では皇例4では時系列変数のすべてが，例5では実数剛スカラー変数のすべてが，

例6では変数型スカラー変数のすべてが内部FILEに出力される。

4.1.3． 内部FILEからシステムへの入力

内部時系列FILEに蓄えられた時系列データは変数名の語尾に＠を付するこ

とによって分析プログラムでは参照できるが，内部スカラーFILEは語尾に＠

を付して参照することができない。このため，内部FILEからシステムへと入

力するGET文, GETR文, GET1文が準備されている。

GET , T1 T2……T20

GETR , RI R2……R20

GET1 , 11 12……120

４
５

６

PUT，、ALLノ

PUTR，、ALLノ

PUTI，、ALLノ
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GET文は内部時系列FILE内の時系列データをシステムに入力する命令文

であり, GETR文, GETI文はそれぞれ内部スカラーFILEの実数型スカラー，

整数型スカラーをシステムに入力する命令文である。T1からT20, R 1から

R20, 1 1から120はそれぞれ内部FILE内の変数名を表わす。いずれの命令

文においても入力する変数名を最高20個まで指定することができる。また，内

部FILEにデータが配列として蓄えられているときには変数名にはその配列ま

たは配列要素を用いることができる。配列名が用いられたときには内部FILE

内の配列全体が入力の対象となり，配列要素が用いられたときには指定された

配列の要素のみが入力の対象となる。但し，入力する配列の大きさより小さい

配列が分析プログラムで宣言されているときには，配列単位で入力することが

できない。また，配列の要素を入力するときには要素番号もしくはそれ以上の

大きさをもつ配列が分析プログラムで宣言されていなければならない。

へ

－1J

〈
叩 文例

GET, A1 A2 A3

GETR, B1 B2 B3

GETI, Cl C2 C3

SERIAL, A (10)

GETR, B

GET, A

SERIAL, A (10)

REAL, B(5)

GET, A<0, 1> A<0, 8>

GETR, B<1> B<5>

1

2

3

図4-4 GET文, GETR 文, GET1文の記入例

内部時系列FILEにA1, A2, A3, A(10),内部実数スカラーFILEに

B1, B2, B3, B(10),内部整数スカラーFILEにC1, C2, C3が蓄

えられているとする。例1は配列の宣言されていないデータの入力を示す。例
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2はA,Bの配列単位の入力を示す。このとき分析プログラムでは内部FILE

の配列以上の大きさの配列宣言しなければならない。Bのように宣言が省略さ

れたときには自動的にREAL, B (10)がなされたものとみなして入力する。

ただし，この入力文を以前にREADR, COMPUTES等で変数名Bを使用して

はならない。例3はA,Bの配列要素の入力を示している。GET文ではAの

8番'1の要素が, GETR文ではBの5番|-|の要素の入力を指示しているので，

SERIAL文およびREAL文で8または5以上の大きさを宣言しておかねばな

らない。

内部FILEの内容をすべてシステムに入力するときにはそれぞれの命令文の

あとに、ALL′と指定すればよい。但し，時

系列データの系列数は，システムでは200系

列,内部時系列FILEでは600系列であるので，

内部時系列FILEに200系列以内の時系列デー

タが格納されているときに限りこの、ALL '

令 文例

〈叩

GET, ､ALLノ

GET, ､ALL'

GETR ,、ALLノ

４
５

６
を使用することができる。内部スカラーFILEについては，その大きさはシス

テムと一致するためにこの制限はない。

例4から例6は内部FILEの内容がすべてシステムに入力される。このと

き，配列の宣言されたものについては，それと同一の配列の大きさが自動的に

宣言される。SERAL文, REAL文, INTEGER文で配列を宣言するときに

は必ず内部FILEの配列の大きさ以上のものを宣言しなければならない。

4.1.4． 内部FILEの参照と削除

内部FILEに蓄えられたデータはLIST文, LISTR文, LIST1文で参照できる。

｛緋~”LIST ,
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勝~無”LISTR ,

uSTⅡ，|鵲刷I20
（､ALI/

LIST文は内部時系列FILEの参照に, LISTR文, LIST1文はそれぞれ内部

実数スカラーFILEと内部整数スカラーFILEの参照に用いる。T1からT20,

R1からR20, 1 1から120はそれぞれ内部FILEの変数名を表わし,参照した

い変数名をそれぞれの命令語のあとに指定すればよい。単に内部FILEに格納

されている変数名のみ参照したいときには変数名のかわりに、NAME'と指定

する。このとき，内部FILEに格納されているすべての変数名がプリンタに印

字される。また，、ALL′と指定したときには内部FILEのすべての変数名と

データがプリンタに印字される。ただし，印字される期間はPERIOD文の期間

による。

内部時系列FILEには600系列の時系列データ，内部実数スカラーFILE ,

内部整数スカラーFILEにはそれぞれ300個, 100個のスカラーしか蓄えること

ができないので，不要となったものは削除しなければならない。データの削除

にはERASE文, ERASER文, ERASEI文を用いる。

…E |蹄2…･ T20
{R1 R2……R20

ERAsER ' |､ATJ/

I11 12……I20
ERASEI , |

｜､AY｣T/

ERASE文は内部時系列FILEの時系列データの削除に, ERASER文，

ERASEI文はそれぞれ内部実数スカラーFILE,内部整数スカラーFILE内
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のスカラーの削除に用いる。T1からT20は内部時系列FILE内の時系列変数

名（または時系列配列名)，内部スカラーFILE内の実数型スカラー変数名(ま

たは実数型スカラー配列名）， 整数型スカラー変数名（または整数型スカラー

配列名）を表わす。いずれの命令文においても削除する変数名（または配列名）

を命令語の後に指定する。配列名を指定したときには配列全体が削除の対象と

なり，特定の要素についてのみ削除することはできない。また, ､ALL′を指

定したときにはそれぞれの命令文に対応する内部FILE全体が，削除の対象と

なる。次に内部FILEの参照と削除の例を示す。

’
文令

、
Ｊ

全
町

Ｉ』
汐

１
２

３
４

５
６

７
８

９

LIST, Al A2 A3

LIST, 1NAMEノ

LIST, ' ALL '

LISTR, BI B2 B3 B

LISTI, CI C3

ERASE, A1 A2 A3

ERASE, A

ERASER, B1 B

ERASEI,、ALLノ

q

P

l

図4－5 各種のERASE文とLIST文の記入例

4．1．5． 内部FILEの複写

STEPS -BEICAでは内部FILEは唯一しかなく， 複数の分析者が共用す

ることを前提としている。分析者が専用して内部FILEを使用したいときには

分析の終りに内部FILEの内容を磁気テープまたは磁気ディスクに複写しな

ければならない。これは次のCLOSET文, CLOSED文を用いて行う。

CLOSET, [､ファイル識別名'] [FROM] [初期点］

CLOSED, [､ファイル識別名'] [FROM] [初期点］
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CLOSET文, CLOSED文は内部FILEの利用を終了さすとともに内部FILE

の内容をそれぞれ磁気テープ，磁気ディスク（これらを外部FILEという）に

複写する。内部FILEおよび内容FILEの内容が複写された外部にはそれぞれ

60字以内の長さの個有な名前(FILE識別名）を付けることができる。FILE識

別名のある命令文を無名の内部FILE (CREATE文で作成された内部FILE

は無名である）に対して実行したとき外部FILEには指定したFILE識別名が

付けられ，既に個有なFILE識別名を持つ内部FILEに対して実行したとき外

部FILEのFILE識別名は新たに指定されたものにおきかわる。また, FILE

識別名の省略された命令文を無名の内部FILEに対して実行したとき，外部

FILEは無名のままであるが，個有のFILE識別名を持つ内部FILEに対して

実行したとき，外部FILEにはそのFILE識別名がつけられる。また，これら

の命令文で初期点を指定したとき，内部FILEの時系列データはその初期点を

起点として120期間の長さをもつ時系列データに変更されて磁気テープまたは

磁気ディスクに移される。この初期点は内部FILEの初期点(CREATE文が実

行された分析プログラムのDATE文の初期点)やCLOSET文またはCLOSED

文が実行される分析プログラムのDATE文の初期点と独立に設定できる。但

し，この命令文の初期点を内部FILEに既に設定された初期点より後に設定し

たときには内部FILEの最初の部分が，またさかのぼって設定したときには

内部FILEの最後の部分が欠落する。

例’

へ叩

令 文

CLOSET, 1950．01

CLOSED,、STEPS-BEICA RESULT' 1940.01

１
２

図4 - 6 CLOSET文, CLOSED文の記入例

凶4－6は内部FILEの利川を終了させるとともに内部FILEの内容を磁気

テープ。，磁気ディスクに移す。例1では，磁気テープ･内の時系列データは1950



第4章 内部FILEの管理 87

年1期を起点としたものに，例2では磁気ディスク内の時系列データは1940年

1期を起点としたものに変更される。また，例2では外部FILEに, STEPS -

BEICA FILEの16文字のFILE識別名が付けられているので，以後の利用に

は必ずこのFILEの識別名が必要である。また，

CLOSED ,、－STEPS -BEICAuRESULT－′1940.01

としたとき，前後の空白も含めた18文字がFILE識別名となり，例2のFILE

識別名と異なる。

また, CLOSET文, CLOSED文で複写された外部FILEを分析プログラム

で利用するためには，それぞれOPENT文, OPEND文を用いなければなら

ない。

OPENT, [､FILE識別名'］

OPEND, [ FILE識別名'］

OPENT文およびOPEND文はそれぞれCLOSET文, CLOSED文で作られ

た磁気テープ，また磁気ディスク上の外部FILEの内容を内部mFILEに転送し，

内部FILEの利用を可能にする命令文である。外部FILEに個有なFILE識別

名が付けられているものについては，必ず命令文の後にそのFILE識別名を指

定しなければならない。内部FILEの作成を除き，この命令文はすべての内部

FILEの利用に関する命令文に先立って実行されねばならない。

また，外部FILEの時系列データの起点と異なる初期点を持つ分析プログ

ラムでこれらの命令文が実行されたとき，時系列データの転送および入力は両

者に共通した期間のみが対象になる。

4.1.6． 内部FILEの更新

内部時系列FILEの内容の更新には次のUPDATE文を用いる。

UPDATE, T1 (T2)

T1はSTEPS - BEICAで使われている時系列変数名であり,T2は内部
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時系列FILE内の時系列変数名である。このUPDATE文によりT2のPE-

RIOD文の期間の内容がT1におきかえられる。T1とT2の時系列変数名が

同一であるときにはT2を省略することができる。

一般に内部時系列FILEとSTEPS - BEICAの分析プログラムでは同一の

時系列変数名を使用することを原則とする。異なる時系列変数名を使用したい

ときには丸括弧内に内部時系列FILE内の時系列変数名を書けばよい。但し，

これはPUT文およびGET文においてのみ使用できる。PUT文で, A1,

A2の時系列データをPA1,PA2として内部時系列FILEに出力したいとき

には次のようにすればよい。

PUT, A1 (PA1) A2 (PA2)

A1およびPA1には時系列配列名および配列要素を用いることができる。

A1が時系列配列名として宣言されているとき，内部時系列FILEには時系列

配列名PA1として同じ配列の大きさをもったものが定義される。このとき内

部時系列FILE内にはPA1の名称で，かつその大きさがA1の配列の大きさ

より小さいものがあってはならない。

PUT, A1<0, 3> (PAl<0, 4>)

は，時系列配列名A1の第3番目の系列を内部時系列配列名PA1の第4番目

の系列として出力することを意味する。このときPA1の配列の大きさは4系

列以上でなければならない。また，時系列配列名の特定の要素のみを内部時系

列に出力には，次のようにすればよい。

PUT, A1<0, 5> (A15)

このとき，時系列配列A1の5番目の要素か, A15の時系列変数名で内部時

系列FILEに蓄えられる。GET文でも，内時時系列FILE内のPA1, PA2

をSTEPS -BEICAにA1, A2として入力するときには次のようにすれば

よい。

GET, A1 (PA1) A2 (PA2)
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PA1, PA2が時系列配列名として内部時系列FILEに蓄えられているとき上

のGET命令ではA1, A2が自動的にその大きさを持つ時系列配列名として

定義される。また, PA1の特定の要素のみを入力したいときには次のように

すればよい。

GET, B11(PA1<0, 5>)

GET, C11<0, 2> (PA1<0, 5>)

上の例ではPA1の第5番目の系列がB11としてSTEPS - BEICAに入力さ

れる。このとき, A11には2以上の配列が宣言されていてはならない。下の例

は, PA1の第5番目の系列をC11の第2番日の系列として入力することを意

味する。このGET文に先立ってC11を2以上の配列で宣言しておかねばなら

ない。

4.1.7． 外部FILEを利用した再スタート

内部FILEを磁気テープまたは磁気ディスクに保存したときに限り, STEPS

-BEICAの分析プログラムを再スタートすることができる。ここで再スター

トとはSTEPS - BEICAの内容CLOSET文またはCLOSED文が実行された

直前の状態に復元するものである。 再スタートするためにはOPENT文また

はOPEND文の直後に次のRESTART文を書く。

RESTART

との命令によって前回の分析プログラムにおいてCLOSET文またはCLO-

SED文が実行されるまでのデータおよび分析結果が完全に復元される。 した

がってRESTART文の直後に前回の分析プロク ラムの続きを書くことができ

る、
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4.2 内部FILEの使用例

内部FILEの使用例をいくつか示す。

1．内部FILEの作成および出力・保存
START, ､FILE CREATE EXAMPLEノ

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

READ, CIWPPXK

CREATE

PUT, ､ALL'

LIST ,、ALLノ

LIST ,、NAMEノ

CLO SET

END

2．内部FILEからの入力
START, 'GET FROM FILE EXAMPLEノ

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

OPENT

GET, C I WP

WRITE #1, C I WP

COMPUTE, C100=C/100
END

3． 内部FILEへの入力・出力と保存
START ,、GET -PUT VS FILE EXAMPLEノ

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS FROM 1920 TO 1941

OPENT

GET, C I WP

WRITE #1, C I WP

COMPUTE, C100=C/100
PUT, C100

CLOSET, $STEPS-BEICA FILE' FROM 1900

END

4． 内部FILEを利用した再スタート
START,、RESTART EXAMPLEノ

OPENT, ' ST EPS - BEICA FILE '
RESTART

WRITE, ClOO C I WP

PERIOD IS FROM 1925 TO 1940

READ #1, X K G WG

WRITE, X K G WG C100 C I WP

PUT, XKGWG

LIST, WP WG

CLOSED

END

図4－7 内部FILEを使用したプログラム例
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STEPS -BEICAシステムは，種々の統計分析を行うデータ処理システムで

あるとともに，計量経済分析にとって必要可欠な基礎資料ともいえる新SNA

のデータをデータバンクとして内蔵したデータ管理システムでもある。したが

って，このシステムを用いて経済分析を行う場合，新SNAデータが必要であ

れば，データの項目コードを指定するだけで簡単にデータバンクから抽出する

ことができる。このデータバンクは新SNAデータ専用のFILEであり，分析

者は内部FILEのように保存用FILEとして川いることかできない。

5．1 新SNAデータバンクに関するSTEPS - BEICA言語

STEPS - BEICAには，データバンクの利用のために次の2つ命令文が用意

されている。

GETB , T1=､項目コード1ノ…･･･T20=､項目コード20'

UPDATEB, T1=､項目コード1′･…･･T20=､項目コード20'

GETBは，指示された項目コードの時系列データをデータバンクから抽出し

て時系列変数に代入する命令である。抽出されるデータの期間はPERIOD文

で指定された期間である。 また， 抽出されるデータの期種は, DATE文で

指定されたものである。新SNAのデータバンクには四半期および年次のデー

タが貯えられている。もし，データバンクに年次データがなく，四半期データ

があるとき，分析者が年次データを抽出しようとするならば，この命令は四半

期データを年次データに自動的に編集して抽出する。この場合，暦年か年度か

何れの年次データに編集されるかは，項目コードの先頭文字によって決められ

る。項目コードの先頭文字が￥であるときは年度データを表わし，￥でないと



計量経済情報システムQワ
ー‐

きは暦年データを表わす。また，データバンク内に実質値データがなく，名目

値データとデフレータとがあるとき，分析者が実質値データを抽出しようとす

るならば，この命令は名目値データを実質値データに変換して抽出する。この

場合，必要なら期種変換も合せて行う。時系列でない表形式のデータ(X表，

U表,V表）は，表の行または列を1時系列とみなし, 1965年を始点とする暦

年データとして格納されている。

UPDATEBは， 指定された項目コードをもつデータバンクの時系列データ

を, PERIOD文で指定された期間に対して，時系列変数のデータでもって更

新する命令である。この場合, DATE文で指定された期橦とデータバンクに

ある時系列データの期種とは同じでなければならない。

5.2 新SNAの勘定と項目コード

新SNAは，国民経済計算を構成する5つの勘定グループ｡（国民所得勘定，

産業連関表，資金循環表，国際収支表，国民貸借対照表）を系統的に統合した

体系である。新SNAの各勘定は取引主体の経済行動の成果を集約したもので

ある。取引主体は，生産面つまり財貨サービスの取引の観点から各産業，政

府，対家計民間非営利団体の3つの活動主体に，また金融面つまり所得・資金

の取引の観点からは非金融法人企業，金融機関，政府，対家計民間非営利団

体，家計の5つの制度部門に分類される。主要な勘定はこれらの取引主体別に

作成される。しかし海外勘定は統合されて作成される。生産面からみた勘定と

しては生産，消費支出，資本形成の各勘定があり，金融面からみた勘定として

は所得支出，資本調達，海外，貸借対照表および調整の各勘定がある。以下，

この勘定にしたかって新SNAの各表と項目コードについて略述しよう。

5.2.1 項目コードに使われる記号

項目コードは，英字(Yを含む）と数字とで表わされる。￥は項目コードの
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第5－1表 項目コードに用いられる英字の意味

93

英字’ ｜ 項目コードの例味

1

1

圭忌

ALA3

ISB2, LB15

CH5, CHCl, YFC51

DP2

YE21AA, YD6EP

YFC51

\CG2

YVHB

I2PA, OI1

JP

QKPP1, YFK3

LL, LB15

MISH5

QNAS5, CN1

OIl

PUI19, DP2

QUI19, ASQ132B

RALA3

\SSS, ISB2

TI13

U7011, UI19

V75113A, VI1

YWIll

X70131

YYElB, YE21AA

ZAL5, \ SZ3

\ML3G5 1

資産，非金融法人企業

金融機関，負債

消費，商品，経常

資本減耗

支出，非金融法人企業および金融機関

海外部門

政府

家計

投資，産業

在庫

資本ストック，資本

労働，負債

金融

純，対家計民間非営利団体

産出額

デフレータ，民間

実質，公的

調整

社会保障，移転，貯蓄

間接税

投入表，中間消費

産出表，付加価値

雇用者所得

産業連関表

統合，所得

統合，その他

年度

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
Ｆ

Ｇ
Ｈ

１
Ｊ

Ｋ
Ｌ

Ｍ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

Ｑ
Ｒ

Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｖ

Ｗ
Ｘ

Ｙ
Ｚ

￥
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先頭文字として使われ，年度計数値を意味する。英字は各1字がそれぞれ固有

の意味をもっている。第5－1表は各英字がもつ意味とその例を示したもので

ある。取引主体を表わすA,B,F,G,H, 1,Nは経済量を意味する英字

の後に添えて用いられてそれぞれの取引主体の経済量を表わす。pとQは頭字

として用いられるとき，それぞれデフレータと実質値を表わし，他の字の後に

添字として用いられるときは民間と公的を表わす。また,YYとZが頭字とし

て用いられるとき，それぞれフローの統合とストックの統合を表わす。

項目コードは経済企画庁編「IKI民経済計算年報」の中に掲載されている勘定

表にしたかって行または列の見出し番号を利用して作られている。例えば，海

外取引の資本取引に関する項目は次のように配列されている。

第5－2表 行の項目の見出し番号のコード化

】

I

目 項 目 コ ー ド項

外貨準備増減

(1)金・SDR

(2)その他の外貨準備

対外直接投資

輸出延払信用

対外借款

対外証券投資

その他の対外債権

対外債権の純増

１
２

１
２

１
１

１
２

３
４

５
６

７
８

９
Ａ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

1

２
３

４
５

６
７

8 対内直接投資

9 輸入延払信用

10 対内借款

1l 対内証券投資

12 外債発行（純）

13 その他の対外債務

（1）長期短期資本・誤差脱漏

（2）金融勘定

14 対外負債の純増

15 海外に対する債権純増

Ｅ
Ｆ

Ｋ
Ｋ

Ｆ
Ｆ

Ｙ
Ｙ
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項目コードに用いる項目番号は，大見出しから小見出しへと順次に番号を連

ねて表わす。大見出し番号のみからなる場合，そのままの番号を項目番号とす

る。小見出し番号がある場合には，各見出しの番号を1文字で表わす。そのた

めに10以上の2桁の番号を表わすのに英字を用いる。10はA, 11はB, 12はC

と順次に表わす。例えば，その他の対外債務の金融勘定は13（2）であるから，

これはD2と表わされる。以上は行の項目番号について述べたが，列の項目番

号についても同様に表わす。特に，列の見出し番号がない場合は，原則として

右端の列から左方向に順序番号を付して見出し番勝とする。また，行の見出し

番号が付けられてない場合，例えば小計や合計，参考などの場合，上から順

にS, T,……,Zを付して見出し番号とする。

5.2.2 生産勘定

生産勘定は次のような勘定として表章される。

第5－3表 生産勘定の勘定表とその項目コード

｜ 勘 定
’

名 項 目 コ ー 卜

Xllm

VIIn, QVIIn

UIIm

OIn, UIn, VIn, DIn, TIn, YWIn,
YZIn, YIn, YYInおよびPOIn ,
PUIn, PYIn

YYEn

YEn, PYEn

YYn

YQn

l 産業連関表(X表）

2 経済活動別財貨サービス産出表(V表）

3 経済活動別財貨サービス投入表(U表）

4 経済活動別国内総生産および要素所得

5 国内総生産と総支出勘定

6 国民総支出

7 国民所得（分配）

8 公的支出の会計別明細表 ’
(注)lは西暦年の下2桁，mは列番号コード，nは行番号コードをそれぞれ表わす。
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X表およびV表,U表は時系列データとしてではなく，各年の表が列単位ま

たは行単位でデータバンクに格納されている。しかし，データバンク内では，

各列または各行が1970年を起点とする1つの暦年時系列データとして取扱われ

る。X表とU表とは列単位で格納され,V表は行単位で格納されている。各年

表の列または行を表わす項目コードは，一般にXIIm, UIIm, VIInと表わされ

る。ここに,lは西暦年の下2桁,rnは列番号コードpnは行番号コードであ

る。例えば,70年のX表の石油製品産業の項目コードはX70 1 31であり，また

75年のV表の電気機械産業の項目コードはV75 1 13Aである。V表に関して

は，上記の名目値V表のほかに実質値V表もデータバンクに格納されている。

実質値V表の項目コードはQVIInで表わされる。

経済活動別国内総生産および要素所得は暦年時系列データとして格納されて

いる。この勘定にある列の項目と項目コードは第5－4表に示される。

第5－4表 活動別国内総生産および要素所得の項目コード

項 目 コ ー 卜項 目

ｎ
ｍ

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｍ
ｍ

ｍ
ｈ

ｍ
ｍ

Ⅶ
Ｗ

ｎ
ｍ

ｍ
Ⅵ

０
Ｕ

Ｖ
Ｄ

Ｙ
Ｔ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

生産価格表示の産出額

中間消費

生産価格表示の国内総生産

固定資本減耗

生産価格表示の国内純生産

間接税(控除)補助金

国内要素所得

雇用者所得

営業余剰

産出デフレータ

中間消費デフレータ

国内総生産デフレータ

１
２

３
４

５
６

７
８

９
ｍ

ｕ
理
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例えば，運輸・通信業の中間消費の項目コードはUI19であり，またそのデ

フレータの項目コードはPUI19である。もし分析者が実質値データを抽出し

ようとして項目コードQUI19を指示するならば， データバンクの入力命令

GETBは，まずQUI19の項目コードをもつデータがデータバンク内にあるか

否かを調べ，あればそのデータを抽出するが，なければ，つぎに名目値デー

タとデフレータとかあるか否かを調べ，ともにあれば実質値を計算して実質値

データを抽出する。

国内総生産と総支出勘定は四半期時系列データとしてデータバンクに格納さ

れており，その項目コードはYYEnで表わされる。例えば，財貨サービスの

輸出の項目コードはYYE1Bであり，また国民総生産の項目コードはYYEW

である。暦年および年度時系列データはデータバンクに格納されていないが，

DATE文でYEARを指定し, GETB文で項目コードYYEnおよび\YYEn

を指示すれば暦年および年度時系列データを抽出することができる。

圧l民総支出とそのデフレータは川半期時系列データとしてデータバンクに格

納されており，その眼|｜コードはYEn, PYEnで表わされる。例えば,民間住

宅の総固定資本形成とそのデフレータの項目コードはYE21AAとPYE21AA

である。データバンクには，例えば，実質年度時系列データは格納されていな

いが，これは四半期データとそのデフレータとかあれば計算によって導くこと

ができる。したがって, GETB文で項目コード\QYEnまたはQ \YEnを

指示すれば実質年度計数のデータを抽出することができる。

国民所得（分配）は四半期時系列データとしてデータバンクに格納されてお

り，その項目コードはYYnで表わされる。また，公的支出の合計別明細表は

年度時系列データとしてデータバンクに格納されており，その項目コードは

YQnで表わされる。例えば，家計の利子所得の項目コードはYY23Aであり，

また一般会計による最終消費支出の項目コードはYQ11Aである。
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5.2.3 消費支出勘定

消費支出勘定は次のような勘定として表章される。

第5－5表 消費支出勘定の勘定表とその項目コード

勘 定 名 項 目 コ ー kI

！家計の最終消費支出の構成鯛I
対家計民間非営利団体の目的別最終消費
支出

政府の目的別最終消費支出

ｎ
ｐ
ｌ

唖酔翻蝿酔
，、

ｎ
ｍ
、
咄
ｎ

ａ
州
唾
卵
醒
函
函

皿心証畷託￥証￥
１

斗
Ｐ

ｎ
Ｕ

恥
Ｕ

ｍ
ｍ

Ｉ

Ｉ
，
Ｎ
Ｎ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｃ
ｎ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｅ
Ｅ

ｍ
ｍ
￥
￥

￥
￥

￥
￥

１
２

3

41一般政府の目的別支出

家計の最終消費支出の構成は形態別と目的別の2つの表に分かれている。何

れの表も四半期時系列データとしてデータバンクに格納されている。形態別支

出およびそのデフレータの項目コードはCHCnおよびPCHCnで表わされ，目

的別支出およびそのデフレータの項目コードはCHnおよびPCHnで表わされ

る｡例えば,耐久財消費支出とそのデフレータの項目コードはCHC1とPCHC 1

であり，また医療・保健消費支出とそのデフレータの項目コードはCH5と

PCH 5である。

対家計民間非営利団体の目的別最終消費支出は年度時系列データとしてデー

タバンクに格納されている。この勘定にある列の項目と項目コードは第5－6

表に示される。
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第5－6表 対家計民間非営利団体の目的別最終消費支出の項目コード

99

｜ 項 項 目 コ ー 卜目

雇用者所得

固定資本減耗

中間消費

間接税一商品・非商品販売

岐終消費支出

ｎ
ｎ

ｎ
Ｗ

Ｄ
Ｕ

Ｔ
ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

￥
￥

￥
￥

￥

１
２

３
４

５

例えば，教育支出における雇用者所得の項11コードは \CNW1であり，

また教育支出の合計の項目コードは\CNlであり，さらに全支出目的に対す

る雇用者所得の合計の項目コードは\CNWSである。

政府の目的別妓終消費支出も年度時系列データとしてデータバンクに格納さ

れている。この勘定にある列の項目と項目コードは第5－7表に示される。

第5－7表 政府の目的別最終消費支出の項目コード

’
1｜ 項 項 目 コ ー I、

1．

目

’
雇用者所得

固定資本減耗

中間消費

間接税

(控除)商舶・非商品販売

最終消費支出

１１
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
Ｗ

Ｄ
Ｕ

Ｔ
Ｃ

ｎ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｃ

￥
￥

￥
￥

￥
￥

１
２

３
４

５
６

例えば，防衛支出における雇用者所得の項目コードは\CGW 2であり，また

防衛支出の合計の項目コードは\CG2であり，さらに全支出目的に対する雇用

者所得の合計の項目コードは\CGWSである。
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一般政府の目的別支出も年度時系列データとしてデータバンクに格納されて

いる。この勘定にある列の項目と項目コードは第5－8表に示される。

第5－8表 一般政府の目的別支出の項目コード

項 目 項 目 コ ー ド

最終消費支出

補助金

社会保障給付他

その他経常移転

総固定資本形成

資本移転

ｎ

ｎ
脚

帥
か

ｍ
Ｋ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

￥
￥

￥
￥

￥
￥

１
２

３
４

５
６

例えば，住宅・地域開発への補助金の項目コードは \EGB 6であり，また

全支出目的に対する補助金の合計の項目コードは \EGBSである。

5.2.4 資本形成勘定

資本形成勘定は次のような勘定として表章される。

第5－9表 資本形成勘定の勘定表とその項目コード

勘 定 名 項 目 コ ー ド

』総資本形成の構成噺度爵門;I
2 制度部門別固定資本減耗

Cn, JCn, PICn, PJCn
In, Jn, PIn, PJn

DA, DB, DG, DN, DH, D, \DA,
\DB, \DG, \DN, \DH, \D

DPn, DQ, D, \DPn, \DQ, \D

JJn

3 民間公的別固定資本減耗

4 在庫品評価調整額

総資本形成の構成は形態別と制度部門別の2つの表に分かれている。形態別

の表は暦年時系列データとしてデータバンクに格納されている。形態別総資本
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形成およびそのデフレータの項目コードは，総固定資本形成についてはICnと

PICnで表わされ，また在庫品増加についてはJCnとPJCnで表わされる。例

えば，機械器具等の総固定資本形成およびそのデフレータの項目コードはIC6

およびPIC6であり，また流通在庫の在庫品増加およびそのデフレータの項目

コードはJC4およびPJC 4である。

制度部門別の表は四半期時系列データとしてデータバンクに格納されてい

る。制度部門別総資本形成およびそのデフレータの項目コードは，総固定資本

形成についてはInとPInで表わされ，また在庫品増加についてはJnとPJn

で表わされる。項目の見出し番号において民間および公的に対応する番号に

は，特にPおよびQをそれぞれ用いることとする。例えば，民間法人の企業設

備の総固定資本形成およびそのデフレータの項目コードはI2PAおよびPI2PA

であり，また公的在庫品増加およびそのデフレータの項目コードはJPおよび

PJPである。

制度部門別固定資本減耗および民間公的別固定資本減耗はともに暦年およ

び年度時系列データとしてデータバンクに格納されている。非金融法人企業

(A) ,金融機関(B) ,一般政府(G) , 対家計民間非営利団体(N) ,家計

(H)の記号を仮りにXで示すならば，制度部門別固定資本減耗の項目コード

は,DXまたは\DXで表わされる。また，民間公的別資本減耗の項目コード

は，民間については, DPnまたは\DPnで表わされ，公的については,DQ

または\DQで表わされる。固定資本減耗の合計の項目コードはDまたは\D

で表わされる。例えば，金融機関の固定資本減耗の項目コードはDBまたは

\DBであり，また民間の企業設備の固定資本減耗の項目コードはDP2または

\DP 2である。

在庫品評価調整額は四半期時系列データとしてデータバンクに格納されてお

り，その項目コードはJJnで表わされる。例えば，個人企業の在庫品評価調

整額の項目コードはJJ3であり，また在庫品評価調整額の合計の項目コードは
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JJSである。

5.2.5 所得支出勘定

所得支出勘定は次のような勘定として表章される。

第5－10表 所得支出勘定の勘定表とその項目コード

勘 定 名 項 目 コ ー 卜

ｎＮ
ｎ

ｗ皿Ⅷ
，
Ｖ
Ｙ

ｎ
Ｙ
￥

妬￥皿
Ｙ
ｎ
Ｎ

ｎⅦｗ
Ｂ
Ｙ
￥

ｗ￥ｎ
Ｇ ｎ

‐
‐
Ｇ

ｍ
ｎ
ｎ
Ｖ

Ｖ
Ａ
Ｈ
Ｙ

Ｙ
ｗ
ｗ
￥

￥

11制度部門別所得支出勘定

215鰹鰡制度部門別所得支出収引およ
yVPAn, YVPBn, YVQAn, YVQBn,
\YVPAn, \YVPBn, \YVQAn,
\YVQBn

\SWn, \SZn, \SSn

\ SGn

YDn, \YDn

YYDn

31民間公的別の制度部門別所得支出勘定

4 社会保障負担の明細表

5 一般政府から家計への移転の明細表

6 国民所得および国民可処分所得

7 国民可処分所得と処分勘定

制度部門別所得支出勘定は，暦年および年度時系列データとしてデータバン

クに格納されており，また一般政府および家計については四半期時系列データ

としても格納されている。制度部門の記号A, B,G,N,Hを仮りにXで示

すならば，制度部門別所得支出勘定の項目コードはYVXnまたは\YVXnで

表わされる。例えば,家計の社会保給付の項目コードはYVHBまたは\YVHB

であり，また家計の受取総額の項目コードはYVHTまたは\YVHTである。

一般政府の制度部門別所得支出取り|および資本取引は年度時系列データとし

てデータバンクに格納されている。この勘定にある列の項目は左から順に中央

政府，地方政府，社会保障基金，合計の5つがあり，項Hコードはそれぞれ

\YV1Gn, \YV2Gn, \YV3Gn, \YV4Gn, \YV5Gnで表わされる。
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例えば，中央政府の直接税受取の項目コードは\YV1G4であり，また地方政

府の長期債券負債の純増の項目コードは\V2G44である。

民間公的別の制度部門別所得支出勘定は，民間法人企業と公的企業とに分け

られ，それぞれがさらに非金融企業と金融機関に分けられている。各表は何れ

も暦年および年度時系列データとしてデータバンクに格納されている。各表の

項目とその項目コードは第5－11表に示される。

第5－11表 民間公的別の制度部門別所得支出勘定の項目コード

項 目 コ ー ド項 目

民間非金融法人企業

民間金融機関

民間法人企業

公的非金融企業

公的金融機関

公的企業

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

”
Ｐ

ｎ
ｍ
ｍ
動

諏
諏
部
盃
霊
が

、
ｎ

ｊ
ｎ

ｎ
，

Ａ
Ｂ

ｎ
恥
配

ｍ
Ｑ

Ｑ
Ｑ

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

１
２

３
４

５
６

例えば，民間金融機関の受取配当の項目コードはYVPB62または\YVPB62

であり，また公的企業の支払利子の項目コードはYVQ11または\YVQ11で

ある。

社会保障負担の明細表は年度時系列データとしてデータバンクに格納されて

いる。この明細表にある列の項目は左から順に雇主負担，雇用者負担，合計の

3つがあり，項目コードはそれぞれ\SZn, \SWn, \SSnで表わされる。

例えば，共済組合の雇主負担および雇用者負担の項目コードは，それぞれ

\SZ3および\ SW3であり，また社会保障負担の総合計の項目コードは\SSS

である。

一般政府から家計への移転の明細表は年度時系列データとしてデータバンク
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に格納されており，その項目コードは\SGnで表わされる。例えば，社会扶助

金および恩給の項目コードは，それぞれ\SG3および\SG31であり，また労

災保険給付の項目コードは\SG113Aである。

国民所得および国民可処分所得は暦年および年度時系列データとしてデータ

バンクに格納されており，その項目コードはYDnまたは\YDnで表わされ

る。項目の見出し番号において，民間，公的に対応する番号にはP,Qをそれ

ぞれ代用し，また非金融法人企業および金融機関，一般政府，対家計民間非営

利団体，家計に対応する番号にはE, G,N, Hをそれぞれ代用する。例え

ば，民間の非金融法人企業および金融機関の国民可処分所得の項目コードは

YD6EPまたは\YD6EPであり，また家計の財産所得の項目コードはYD2HA

または\YD2HAである。

国民可処分所得と処分勘定は四半期時系列データとしてデータバンクに格納

されており，その項目コードはYYDnで表わされる。例えば， 政府最終消

費支出の項目コードはYYD22であり，また'瞳|民可処分所得の項|__|コードは

YYDTである。

5.2.6 資本調達勘定

資本調達勘定は次のような勘定として表章される。

第5－12表 生産調達勘定の勘定表とその項目コード

勘 定 名 項 目 コ ー ド

ISAn, ISBn, ISGn, ISHn,
\ISAn, \ISBn, \ISGn, \ISHn

MISAn, MISBn, MISGn, MISHn ,
\MISAn, \MISBn, \MISGn,
\ MISHn

YISn

YMISn

実物取引

制度部門別資本調達勘定1

金融取引

実物取引
資 本 調 達 勘 定

金融取引
2
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制度部門別資本調達勘定は，制度部門別に実物取引表と金融取引表とに分け

られている。何れの表も暦年および年度時系列データとしてデータバンクに格

納されている。制度部門としては非金融法人企業，金融機関，家計（対家計民

間非営利団体を含む）の4部門があり，制度部門の記号をXで示せば，実物取

引表の項目コードはISXnまたは\ISXnで表わされ，また金融取引表の項目

コードはMISXnまたは\MISXnで表わされる。例えば，金融機関の土地購

入の項目コードはISB2または\ISB2であり，また家計の株式資産の純増の

項目コードはMISH5または\MISH5である。

資本調達勘定は，実物取引表と金融取引表とに分けられ，ともに四半期時系

列データとしてデータバンクに格納されている。実物取引表の項目コードは

YISnで表わされ，また金融取引者の項目コードはYMISnで表わされる。

例えば，海外からの資本移転の項目コードはYIS36であり，また総資本調達の

項目コードはYISTであり，対外負債の純増の項目コードはYMIS43である。

5.2.7 海外勘定

海外勘定は次のような勘定として表章される。

第5－13表 海外勘定の勘定表とその項目コード

勘 定 ､勺・
ロ 項 目 コ ー ド

1 海外取引 経常取引

資本取引

2 海外勘定 経常取引

資本取引

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

Ｃ
Ｋ

Ｃ
Ｋ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

海外取引は，経常取引表と資本取引表とに分けられ，ともに四半期時系列デ

ータとしてデータバンクに格納されている。経常取引表の項目コードはYFCn

で表わされ，また資本取引表の項LIコードはYFKnで表わされる。例えば，



計量経済情報システム106

財貨の輸入の項目コードはYFC51であり，また輸出延払信用の項目コードは

YFK3である。

海外勘定も経常取引表と資本取引表とに分けられ，ともに四半期時系列デー

タとしてデータバンクに格納されている。経常取引および資本取引の項目コー

ドはそれぞれ YYFCnおよびYYFKnで表わされる。例えば，財貨・サービ

スの輸入の項目コードはYYFC55であり，また国民経常余剰の項目コードは

YYFK61である。

5.2.8 貸借対照表勘定と調整勘定

貸借対照表勘定と調整勘定は次のような勘定として表章される。

第5－14表 貸借対照表勘定の勘定表とその項目コード

’ 勘 定 名

制度部門別期末貸借対照表勘定

調 整 勘 定

国民資産・負債残高

資 本 取 引

調 整 勘 定

民間および公的部門の資産・負債残
高

一般政府の部門別資産・負債残高

対外資産・負債残高

内訳部門別金融資産・負債残高

総 括 表

項 目 コ ー 卜

ALAn, ALBn, ALGn, ALHn

RALAn, RALBn, RALGn, RALHn

ASn, LBn

IASn, ILBn

RASn, RLBn

ASPn, LBPn, ASQn, LBQn,
ASSn, LBSn

ALmGn

ALF n

1

2

3

４
５

６

\MA(L)An,\MA(L)APn,\MA(L)AQn,
\MA(L)Bn,\MA(L)BJn, \MA(L)BPn,く￥ ｊＬＭ ＨＡ ｎ

ｊｑ
Ｄ

Ｇ
釦

Ｍ
Ｍ
Ａ
Ａ

ｎ

く

睡嶬心咽亜い
く
く

く
Ｉ
く
く

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｂ
Ｆ

Ａ
Ｂ

Ｂ
ｍ

ｎ

拠秘誕誕誕秘袖私心

公 的 企 業

民間金融機関

公的金融機関

一 般 政 府

7期末貸借対照表勘定

調 整 勘 定

8 資本調達勘定（ストック）
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制度部門別期末貸借対照表勘定および調整勘定は暦年時系列データとして

データバンクに格納されている。制度部門としては非金融法人企業，金融機

関，家計（対家計民間非営利団体を含む）の4部門があり，制度部門の記号

をXで示せば，貸借対照表勘定および調整勘定の項目コードはALXnおよび

RALXnで表わされる。例えば，非金融法人企業の再生産不可能有形固定資産

残高およびその調整額の項目コードはALA 3およびRALA 3である。

国民資産・負債残高は暦年時系列データとしてデータバンクに格納されてい

る。この勘定にある列の項目は，期末残高，年間資本取引，凋整の3つがあ

り，項目コードは，資産側についてはASn, IASn, RASnで表わされ，また負

債側についてはLBn, ILBn, RLBnで表わされる。例えば，宅地の有形資産

残高および年間資本取引の項目コードはAS131AおよびIAS131Aであり，ま

た長期債券負債残高および調整額の項目コードはLB15およびRLB15である。

民間および公的部門の資産・負債残高は暦年時系列データとしてデータバン

クに格納されている。この勘定には列項目として合計，民間部門，公的部門の

3つがあり，項目コードは，資産側についてはASSn, ASPn, ASQnで表わ

され，また負債側についてはLBSn, LBPn, LBQnで表わされる。例えば，民

間部門および公的部門の立木の有形資産残高の項目コードはASP132Bおよび

ASQ132Bであり，また1を期偵券負債残高の合計の項川コードはLBS15である。

一般政府の部門別資産負債残高は暦年時系列データとしてデータバンクに格

納されている。この勘定には列項目として合計，中央政府，地方政府，社会保

障基金の4つがあり，項目コードは前から順にAL1Gn, AL2Gn, AL3Gn ,

AL4Gnで表わされる。例えば，地方政府の森林の有形資産残高の項目コード

は AL3G112であり，また社会保|章基金の政府借入金残高の項目コー ドは

AL4G34である。

対外資産・負債残高は暦年時系列データとしてデータバンクに格納されてお

り，項目コードはALFnで表わされる。例えば，金・SDRの外貨準備高の項
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目コードはALF11であり，また輸入延払信用の項目コードはALFAである。

内訳部門別金融資産・負債残高は，総括表，公的企業の内訳，民間金融機関

の内訳，公的金融機関の内訳，一般政府の内訳の5つの表に分けられ，何れも

年度時系列データとしてデータバンクに格納されている。これら5つの表にあ

る列項目と項目コードは第5－15表に示される。

第5－15表 内訳部門別金融資産・負債残高の項目コード

表名|列項日名｜項目コード||表名|列項目名 項目コート
’

卜
郵 便 貯 金

簡易生命保険・
郵 便 年 金

公 的 保 険

融資特別会計

政府金融機関

ｎ
ｍ

血
Ａ

Ａ
Ａ

ｊ
ｊ

ｊ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
く

く
く

Ａ
Ａ

Ａ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
￥

￥
￥

ｒ
ｌ

ｒ
ｒ

１
１

１
１

ｌ
ｌ

Ｑ
Ｑ

Ｑ
Ｑ

Ｑ
１

２
３

４
５

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
く

ｌ
く

く
く

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
￥

￥
￥

￥
￥

公
的
金
融
機
関
の
内
訳

ｎ
血

函
印

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

く
く

く
く

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

￥
￥

￥
￥

\MA(L) Gn

\ MA (L) Hn

合 計 | \MA(L)n

企業特別会計

公社・公団等

地方公営企業

地 方 公 社

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

Ｑ
Ｑ

Ｑ
Ｑ

１
２

３
４

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

く
く

く
く

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

￥
￥

￥
￥

公
的
企
業
の
内
訳

合 計 | \MA (L) A5Qn

金 融 機 関

中 央 銀 行

民間金融機関

公的金融機関

一 般 政 府

家 計

海 外

民
間
金
融
機
関

の
内
訳

一
般
政
府
の
内
訳

今 三上
口 口I

全 国 銀 行

中小企業金融機関

農林水産金融機関

在 日 外 銀

保 険

信 託

証 券

そ の 他

八 三ト
ロ ロ1

中 央 政 府
(事業団を除く）

事 業 団

地 方 政 府

社会保障基金

○
十
’

三
一
口

《ロ

\MA(L)B6Qol

￥MA(L)B1Pn

￥MA(L)B2Pn

￥MA(L)B3Pn

￥MA(L)B4Pn

￥MA(L)B5Pn‘

￥MA(L)B6Pn

￥MA(L)B7Pn

￥MA(L)B8Pn

\MA(L)B9Pol

｜￥MA(L)lGn

￥MA(L)2Gn

￥MA(L)3Gn

￥MA(L)4Gn

￥MA(L)5Gn
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例えば，長期国債の資産項目コードは，中央銀行が \MABB51,中小企業

金融機関が\MAB2P51 ,また負偵項目コードは，公社公団等が\MLA2Q51,

政府金融機関が\MLB5Q51,地方政府が\ ML3G51である。

期末貸借対照表勘定および調整勘定は暦年時系列データとしてデータバンク

に格納されており，項目コードはZALnおよびZRALnで表わされる。例え

ば，株式資産およびその調整の項目コードはZAL5およびZRAL5であり，

また歴史的記念物の項目コードはZALUである。

資本調達勘定（ストック）は暦年時系列データとしてデータバンクに格納さ

れており，項目コードはZISnで表わされる。例えば，純固定資本形成の項目

コードはZIS2であり，また貯蓄の項目コードはZIS7である。

5.2.9 その他のストック勘定

その他のストック勘定としては次のようなものがある。

第5－16表 その他ストック勘定の勘定表とその項目コード

勘 定 名 項 目 コ ー 卜

民間企業の産業別資本ストック QKPPIn, QKPZIn

対家計民間非営利団体の有形固定資産残高ASNn

家計の主要耐久消費財残高 KHn, CKHn, RKHn, QKHn

純固定資産の構成 QNASn, QNASA, QNASB, QNASG ,
QNASN, QNASH, PNASn, PNASA ,
PNASB, PNASG, PNASN, PNASH

１
２

３
４

民間企業の産業別資本ストックは，進捗ベースと取付ベースとに分けられ，

何れも四半期別実質時系列データとしてデータバンクに格納されている。進

捗ベースおよび取付ベースの資本ストックの項目コードはQKPPInおよび

QKPZInで表わされる。この表の行項目には見出し番号が付けられていない

が，経済活動別財貨サービス投入表(U表）の中の産業の見出し番号を付ける
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ことにする。卸売業・小売業は,U表とは異り，さらに卸売業と小売業とに分

けられているから，これらには小見出し番号1と2を付ける。また，第1次産

業，第2次産業，第3次産業には見出し番号としてS,T,Uを付ける。例え

ば，一次金属の進捗ベース資本ストックの項目コードはQKPPI137であり，

また卸売業の取付ベース資本ストックの項目コードはQKPZI161である。

対家計民間非営利団体の有形固定資産残高は暦年時系列データとしてデータ

バンクに格納されており，その項目コードはASNnで表わされる。例えば，

森林の資産残高の項目コードはASN3である。

家計の主要耐久消費財残高は，名目表と実質表とに分けられ，何れも暦年時

系列データとしてデータバンクに格納されている。名月表には列項'1として期

末残高，鼓終消費支出，調整額の3つがあり,｣JIIIコードはそれぞれKHn ,

CHKn, RKHnで表わされる。また，実質表は期末残高だけであり，項目コー

ドはQKHnで表わされる。例えば，ラジオ・テレビの|耐久消費財残高の項目

コードは，名目がKH4,実質がQKH4であり，またその岐終消費支出の項目

コードはCHK4である。

純固定資産の構成は，実質表とデフレータ表とに分けられ，何れも暦年時系

列データとしてデータバンクに格納されている。各表は形態別純固定資産と制

度部門別純固定資産に対する項目からなる。形態別純固定資産およびそのデフ

レータの項目コードはQNASnおよびPNASnで表わされ，また制度部門別

純固定資産およびそのデフレータの項目コードは，制度部門の記号をxで示せ

", QNASXおよびPNASXで表わされる。例えば，機械器具等の純固定資

産およびそのデフレータの項目コードはQNAS5およびPNAS5であり，また

対民間非営利団体の純固定資産およびそのデフレータの項目コードはQNASN

およびPNASNである。
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単純な最小2乗法は，単一方程式モデルの推定法として回帰係数の最良推定

値をもたらすが，連立方程式モデルの推定法としては良い推定値をもたらさな

い。連立方程式モデルでは如何なる推定法を用いても回帰係数の不偏推定値を

得ることはできないから，不偏性の統計的性質は除外しても，連立方程式モデ

ルにおける単純最小2乗推定値は一致性を保証しない。したがって連立方程式

モデルの推定法として良い推定法とは少くとも一致推定量を与えるものでなけ

ればならない。一致推定量を与える推定法の中で，より小さい漸近分散を有す

るものが，より良い推定法である。連立方程式モデルの推定に用いられる最も

代表的な推定法として2段階最小2乗法がある。しかも，2段階最小2乗推定

法は，先決変数（外生変数およびラグ付内生変数）を操作変数とする操作変数

推定法の中で最小の漸近分散を有する推定量を与えるものである。

6.1 単純最小2乗推定の偏り

連立方程式モデルにおける単純最小2乗推定量が一致性を有しないで偏りの

あることは次の簡単な所得決定モデルで示すことができる。

Ic'=7+'9 Y'+"’
IY'=c' +I!

C上：消費 Yt:所得 It:投資 ut:誤差項

この2方程式モデルにおいて，消費Cと所得Yは内生変数であり，モデルに

よって決定される変数である。投資Iは外生変数であり，モデルの外で決定さ

れる変数である。誤差項uは平均値がゼロ，分散が一定，系列相関がゼロであ

る確率変数である。外生変数Iと誤差項uとは完全に独立している。
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ｆ
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１
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Ｅ
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Ｅ
ノ
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－
１
１
ノ
、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１

r＝S

オキs

消費関数の単純最小2乗推定量は次式で与えられる。

ターで－6ァ

f = Mcy/M,,i,

ただし，

T

ECj
ﾅﾆｰ1 , r=+2 Y',y=＋目y‘

』

１
了一
Ｃ

Mc,-+2 (c'-5) (Y|-r) , "" =+,4 (r,-r)"
さて，』3の最小2乗推定量は次のように変形することができる。

Mcy βM"+ (1+B)M,"+M""
β＝ ＝

M,,Y M" + 2M," + M",#

サンプル数が増大するにつれて, MIIは一定値MIIに, Muuは"2にそれぞれ

収束し, MIuはIとuが独立であるからゼロに収束する。

ヘ ，9〃〃＋ぴ2池加β＝ ＝β＋旦一β)‘2/〃〃
M〃＋〃2 J 1＋ぴ2/〃〃

したがって，一般に0＜β＜1であるから第2項はゼロとはならず，最小2乗

推定量の確率極限は真値に等しくならない。このように最小2乗推定量が一致

性を有しない原因は，消費関数の説明変数である所得が誤差項に対して独立し

ていないことにある。つまり，

〃2
E(",(Y#-EY,)) = キ 0

1－β
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6．2 2段階最小2乗法の概要

2段階最小2乗法は，第1段階で誤差項と相関する説明変数をモデルに含ま

れる先決変数の全体に対して回帰させ，単純最小2乗法によって説明変数の最

小2乗推定値を求め，第2段階では誤差項と相関する説明変数を第1段階で求

めた推定値で置き換えた式に単純最小2乗法を適用して回帰係数を推定する方

法である。第1段階の最小2乗法は，説明変数から誤差項と相関する確率部分

を除去した説明変数の推定値を得るために用いられている。こうして求められ

た説明変数の推定値は，何れの誤差項とも漸近的に無相関となる。したがっ

て，これを説明変数にすれば最小2乗法の仮定が漸近的に充足され，第2段階

で得られる最小2乗推定量は漸近的に最良推定量と同じ統計的性質を有する。

第1段階での説明変数の巌小2乗推定値は次式で与えられる。
A A A

Yオ=7r1+7T2 1,

ただし，

A

JT&=Y一元2/

jf2 =My,/M"

第2段|砦では，第1段階で求めた税Iﾘ1変数の推定値を消費関数に代入し，

C#= 7･ +!9Y,+("!+,ヲV I)

ただし，

V,=Y, -Y!

得られた式に最小2乗法を適用して回帰係数を推定する。
八 一 A A

7/=C－βY=C－βY

6 =Mc?/M"

以上は，2方程式モデルの簡単な設例で2段階最小2乗推定量の概略を述べ

たが，次節では一般的な場合について計算方法を詳述しよう。
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6．3 2段階最小2乗法の計算方法

連立方程式モデルの方程式は一般に次のように表わされる。

(f)＋“y=Y6+Z,7+"= (Y, Z,)

ただし，

y: 被説明内生変数の観測値からなるT次元ベクトル

Y: G個の説明内生変数の観測値からなる(T×G)行列

Z,: K1個の先決変数の観測値からなる(T×K,)行列

u ： 誤差項のT次元ベクトル

p:G個の説明内生変数の係数からなるG次元ベクトル

7: K'個の先決変数の係数からなるK｣次元ベクトル

モデル全体に含まれる先決変数は，全部でK個あるとし，その観測値からなる

行列は，次のように表わされる。

Z= (Z,, Z2)

ただし，

Z: K個の先決変数の観測値からなる(T×K)行列

Z,: 上記の個別方程式に含まれるK1個の先決変数の観測値からなる

(T×K,)行列

Z2: 上記の個別方程式に含まれないK2 (=K-K,)個の先決変数の

観測値からなる(T×K2)行列

さて，第1段階では説明内生変数を先決変数全体に回帰させ，

Y=Z"+ V

ただし，

Y: G個の説明内生変数の(T×G)観測値行列

Z: K個の先決変数の(T×K)観測値行列

V: G個の誤差項の(T×G)行列
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」 ム リ

": G個の説明内生変数の先決変数全体の回帰係数からなる(K×G)

行列

この回帰式に最小2乗法を適用して，説明内生変数の最小2乗推定値を計算す

る。説明内生変数の最小2乗推定値は次式で与えられる。
A A

Y=Z//

A

ノ/ = (Z'Z)~｣ Z'Y

第2段階では説明内生変数を第1段階で求めた推定値で置き換え，

y=Y !3+Z: 7.+ ("+V ,3)

ただし，

A

V=Y-Y

この置き換えた式に最小2乗法を適用して，方程式の回帰係数を推定する。こ

うして得られたli'l帰係数の推定値が2段階鹸小2乗推定値である。

2段階雄小2乗推定値は次式で与えられる。

| # 1 _[(f｡ z,)'(f｡ z,)r'(f｡ z,),'
I1･ノ

=[ (Y, Z,) 'Z(Z'Z)-'Z' (Y, Z,) ]-1 (Y, Z,) 'Z(Z'Z)-'Z'y

また，2段階最小2乗推定量の漸近分散共分散行列は次式で表わされる。

l il-li l"'l il-l i l"〃"z ET[
T→函

＝ぴ2′"加T[(Y, Z,)'Z(Z'Z)-'Z'(Y, Z,)]-』

これは，無限標本における推定量の共分散行列であるが，少数標本における推

定量の共分散行列は次の近似式で与えられる。

／β’c," | > | - ": [ (l-Z{Z'Zr:z' 'y｡ zj ].‘,"吟1-"：[(y,Z‘1'Z‘Z'Zr‘Z'‘y．Zj]‘
A へ 八 A 八

"2= (y-Yβ－Z' 7)' (y-Yβ一Z' 7)/(T-G-K,)
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また，重相関係数はyとyの推定値yの単純相関係数として計算される。
一 A A

R2= (y-y)' (y-y)/(y-y) ' (y-y)
八 八 A

y =Y6+Z,7

2段階最小2乗推定量を実際に数値計算して求めるには，第1段階および第

2段階における最小2乗推定値の計算において逆行列の計算が可能でなければ

ならない。多重共線性の問題を別にすれば，第2段階での逆行列の計算に問題

はないが，標本数が先決変数の総数より少ない場合(T<K) ,第1段階での

逆行列の計算が不可能となる。その場合，先決変数を全部利用するのではなく

一部を利用して2段階最小2乗推定値に似た推定値を計算することが考えられ

る。この推定方法が操作変数推定法と呼ばれるものである。

6.4 操作変数推定法と2段階最小2乗法との関係

操作変数推定法は，操作変数行列として先決変数行列Zの関数（これをWと

表わす）を作り，この行列を方程式の前から乗じて得られる式に一般化最小2

乗法を適用して回帰係数を推定する方法であると定義することができる。まず，

操作変数行列を方程式の前から乗ずれば次式を得る。

w'“-f｡ z:)| ilf"
’ ノ ／

ただし，

zf)=W′〃

この変換された式の誤差項の平均および共分散行列は次式で与えられる。

EzU= 0

EzU"' ="2W'W

つぎに，変換された式に一般化最小2乗法を適用すれば，操作変数推定量を得

る。操作変数推定量は次式で表わされる。
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|:1 =[(Y,Z,) 'W(WﾉW)~1W' (Y,Z,) ]-1 (Y,Z,) 'W(W'W)-1W'y

また，操作変数推定量の漸近分散共分散行列は次式で与えられる。

"r c"･| ! 1-'' ,"" T[(Y]'-(Y｡ zI']､
1γノ

さて，操作変数行列が先決変数行列の線型変換として表わされる場合を考え

るとしよう。

W=Z F

ただし，

W: L個の操作変数の観測値からなる(T×L)行列

Z: K個の先決変数の観測値からなる(T×K)行列

F: 線型変換を表わす(K×L)行列，ただし,FはW′Wが非特

異行列となる変換行列とする。したがって,L三K

いま，変換行列としてK次の単位行列EKをとれば，

W =ZEK=Z

操作変数推定量は2段階最小2乗推定量に一致する。言い換えれば，2段階最

小2乗推定量は，操作変数行列として全先決変数からなる行列を選んだ場合の

操作変数推定量である。また，操作変数行列として先決変数行列の一部，例え

ば最初のL列を選んで操作変数推定量を得ることもできる。この場合，操作変

数行列は次式で与えられる。

/ ELI

w=zl｡ l
ただし，

W: L個の先決変数の観測値からなる(T×K)行列

EL: L次の単位行列

O : (K-L)行L列からなる零行列，ただし, L<K
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操作変数行列として先決変数行列全体を用いた2段階最小2乗推定量は，先

決変数行列の一部を用いた操作変数推定量の何れよりも，大きくない漸近共分

散行列を有する点において，優れていることが言える。

6．5 2段階最小2乗法に関するSTEPS -BEICA言語

STEPS -BEICAでは操作変数推定法を広い意味における2段階最小2乗法

として扱っている。したがって，言語としては，操作変数に関する命令語と，

この操作変数を用いて2段階最小2乗推定量を計算する命令語とがある。

操作変数に関する言語としては次の5つの命令語がある。

(1) INSTR,、NONE '

(2) INSTR, [-]T1……[ - ]T20

(3) INSTR

(4) INSTR, $NAME'

(5) INSTR,、LIST' T1･･･…T20

2段階最小2乗推定量を計算する言語としては次の唯一の命令語がある。

(6) TSLS, T1=T2(T3……T17) [COEF IN R1]

6．5．1 操作変数行列の新規作成

操作変数行列を新規に作成するときは，必ず次の命令文を書かねばならな

’､
V』O

INSTR ,、NONE '

この命令文は，操作変数名の登録簿を消去し，新規に操作変数名およびそのテ

ータを受け入れるための準備を行う。

6.5.2 操作変数の登録または削除

操作変数行列を作成するために操作変数を登録したり，または削除したりす
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るには次の命令文を用いる。

INSTR, [-]T1……[-] T20

T1からT20までは登録または削除しようとする操作変数の時系列変数名を表

わす。変数名のみのときは登録を示し，変数名の前にマイナス符号のあるとき

は削除を示す。登録しようとする変数名が既に登録済みであるときは古いデー

タは消去されて新しいデータが格納される。1つの命令文に最高20個の変数名

を書くことができる。

この命令文はPERIOD文とは関係なく実行される。格納されるデータの長

さは120期分であり，データの始点はDATE文で指示された始点である。ま

た，変数には遅れ（ラグ）を表わす添字をつけることができる。この表記法を

用いれば先決内生変数は簡単に表わされる。例えば，

INSTR, G I C<-1> Y<-1> Y<-2>

この例では,G, 1, 1期遅れのCとY,2期遅れのYが操作変数として登録

される。

6．5．3 操作変数行列に関する射影行列の計算

登録済みの操作変数全休からなる行列をWで表わすと，この行列に関する射

影行列は次式で与えられる。

P=W (W' W)_｣ W'

操作変数行列に関する射影行列を計算するには次の命令文を用いる。

INSTR

この命令文はPERIOD文と連動して実行される｡ PERIOD文で指示される

データの期間に対して操作変数に関する演算が行われ，射影行列が計算され

る。
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6.5.4 登録済み操作変数名の表示

すでに登録済みの操作変数名を表示するには次の命令文を用いる。

INSTR ,、NAMEノ

この命令文は登録済みの操作変数をABC順にその変数名を表示する。

6．5．5 登録済み操作変数のデータ表示

登録済みの操作変数のデータを全変数について表示するときは

INSTR,、LIST '

と書き，一部の変数について表示するときには次のように書く。

INSTR,、LIST' T1……T20

表示されるデータの期間はPERIOD文によって与えられる。ラインフ｡|ノンタ

用紙1ページには岐高8個の変数の時系列データが印字される。

6．5．6 2段階最小2乗推定値の計算

2段階最小2乗推定値を広義に解釈して操作変数推定値をも含んだものであ

るとするならば，2段階最小2乗推定値は次式で与えられる。

=[ (Y, Z,) ' P (Y, Z,) ]~'(Y, Z') ' Py

ただし，

P= W (W' W) -1W'

因に, W=Zのとき，本来の意味における2段階最小2乗推定値が得られる。

操作変数行列に関する射影行列Pを用いて広義の2段階最小2乗推定値を計

算するには次の命令文を用いる。

TSLS [#N], T1=T2 (T3……T17) [COEF IN R1]
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T2は被説明内生変数（従属変数）であり,T3からT17までは説明変数（独

立変数）である。ただし，定数項は自動的に説明変数に加えられるため説明変

数として定数項変数（常に1の値をとる変数）を指定してはならない。T1は

T2の2段階最小2乗推定値が代入される時系列変数である。回帰係数の2段

階最小2乗推定値を後に利用しようとするときには大括弧内の文を害き添え

る。ここにR1は係数の推定値が代入されるスカラー配列を表わす。スカラー

配列は予めREAL文において宣言されていなければならない。スカラー配列

には係数の推定値が説明変数の順に格納され，最後に定数項の推定値が入る。

#Nは2段階岐小2乗法による推定結果の表示に関する選択番号を表わす。

推 定 結 果 の 表 示

係数の推定結果のリスト，従属変数の推定値と実現値の比較グラフ

#N

省 略
または
＃0

｜
’

１
－
１
１

１
２

＃
＃

係数の推定結果のリストのみ

無表示

図6-1 TSLS文の表示選択番号
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計量経済モデルは，経済変数間の相互依存関係を連立方程式体系として定式

化し，観測データによりこの体系を計量したものである。計量経済モデルのシ

ミュレーションは，この計量された連立方程式体系に種々の初期条件を与える

ことによって体系が如何なる運動を行うかを渦くる実験である。モデルシミュ

レーションはその利用目的によってテストシミュレーションと分析シミュレー

ションに分けることができる。テストシミュレーションは計量されたモデルが

現実の経済をどの程度説明しうるかを検査するための実験であり，分析シミュ

レーションは前記のテストを合格したモデルを用いて予測または政策効果など

の分析をするための実験である。代表的なモデルシミュレーションの方法とし

て，部分テストおよび全体テスト，自己回帰テスト,最終テストと呼ばれる4
（35）

種類の実験がある。

全体テストとは，予測時点において同じ時点の予測を行う実験である。それ

は，予測時点において予測せんとする変数（内生変数）については予測時点の

値は未知であるが，過去の値はすべて既知であり，他の変数についてはすべて

予測時点および過去の値が既知であるとして予測時点の予測を行う。部分テス

トは個別方程式を体系より切り離して単一方程式モデルとみなして全休テスト

を行うものである。この場合，内生変数はこの方程式の従属変数である’変数

のみであるとみなされる。

全体テストは，連立方程式体系で決定されるすべての変数（これを内生変数

という）の予測を同時に行うものである。予測変数は体系に含まれる内生変数

(35）自己回帰テストは定着した名称ではない。
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全体である。予測時点におけるすべての内生変数の予測値が体系の相互依存関

係によって同時に決定される。

最終テストは，全体テストのように予測時点における同一時点の予測を行う

実験ではなくて，予測時点よりも未来の時点の予測を行うものである。内生変

数の値は予測時点より過去の時点に対しては既知であるが，予測時点およびそ

れより未来の時点に対しては未知である。予測時点およびそれより未来の時点

に対して既知であるのは体系の外で決定される変数（これを外生変数とい）の

値のみである。予測せんとする未来時点を鍛終時点と呼ぶならば，最終時点に

おける内生変数の予測値を求めるには，外生変数の値のほかに遅れのある内生

変数（ラグ付内生変数）の値が必要であるか，予測開始時点以降最終時点まで

の内生変数の値は未知である。そこで最終テストでは，予測開始時点より逐次

1期ずつ内生変数の予測値を求め，この予測値をラグ付内生変数の値として利

用しつつ，最終時点までの内生変数の予測を行う。したがって最終時点におけ

る内生変数の予測値を求めることは，予測開始時点から最終時点に至るすべて

の時点に対して内生変数の予測値を求めることになる。自己回帰テストは個別

方程式を体系より切り離して単一方程式モデルとみなして最終テストを行うも

のである。この場合，内生変数はこの方程式の従属変数である1変数のみであ

るとみなされる。

全体テストは計量経済モデルの相互依存関係を検査するのに対して，最終テ

ストはモデルの相互依存関係のみならずモデルの勤学的構造を検査する。ST

EPS - BEICAには，これらのモデルシミュレーションを簡単な言語で容易に実

施できる命令文が用意されている。部分テストおよび自己回帰テストなどの単

一方程式シミュレーションに関する命令文は統計分析ライブラリ(WASP)に

収められているが，全体テストおよび最終テストなどのモデルシミュレーショ

ンに関する命令文はモデル分析ライブラリ(MODEL)に収められている。
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7．1 計量経済モデルの定式化

計量経済モデルは，経済変数間の相互依存関係を連立方程式体系で表わした

ものである。モデルに含まれる経済変数は大きく3つのグループ。に分類され

る。第1のグループ。は，変数の値がモデルの相互依存関係の結果として決定さ

れる変数の集りであり，これらの変数は内生変数と呼ばれる。第2のグループ・

は，変数の値がモデルの仕組みからは全く影響を受けず，モデルの外で決定さ

れる変数の集りであり，これらの変数は外生変数と呼ばれる。最後に，第3の

グループ。は，時間的遅れのある内生変数の集りであり，これらの変数は先決内

生変数と呼ばれる。連立方程式体系に含まれる方程式の数は内生変数の数に等

しい。各方程式はその経済学的意味づけから行動方程式か制度方程式，定義式

の何れかを表わしている。この意味において全く同じ経済的意味を有する方程

式が複数個含まれるような方程式体系であってはならない。各方程式は他の方

程式とは明確に識別できるものでなければならない。方程式が識別可能である

とは，他の方程式を任意に組合せて変数の集合を作っても，この方程式に含ま

れる変数の集合が部分集合とはならないことである。

いま，クライン第1モデルを例にとり，計量経済モデルの定式化を記述しよ

う。このモデルは, 1921年から1941年までのアメリカ経済の変動を説明する8

本の方程式からなる計量経済モデルである。8本の方程式のうち，3本は行動

方程式（消費関数C,投資関数I,民間賃金関数WP)であり，残り4本は定

義式（国民所得Y,利潤P,賃金W,民間生産所得E,資本ストックK)であ

る。8本の方程式に対応する8変数が内生変数であり，外生変数としては政府

賃金WG,政府支出G,間接税T,時間トレンドTIME,定数項変数（常に1

の値をとる変数）の5変数がある。

(1) C==qo+",P+"2P－】+ft･3W

(2) I=Po+61P+#2P-]+#3K-Ⅱ

(3) WP=70+1''E+72E－】+ 73 TIME
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(4) Y=C+I+G_T

(5) P=Y-W

(6) W=WP+WG

(7) E=Y+T-WG

(8) K=K_,+I

また, P_11 K_1, E_｣は先決内生変数である。どの行動方程式も識別可能であ

る。つまり，他の式を任意に組合せても，問題の行動方程式にある変数をすべ

て含む変数の集合を作ることができない。

7.2 計量経済モデルの推定とシミュレーションのための準備

計量経済モデルの定式化が終ると，次は各方程式を推定しなければならな

い。推定法としては広義の2段階最小2乗法が最も多く用いられる。しかし，

方程式が特に内生変数に関して非線型であったり，2段階最小2乗法で妥当な

結果が得られないときなどには（単純）最小2乗推定法か用いられ，推定式は

一種の近似式として扱われる。2段階妓小2乗法にしろ，鍛小2乗法にしろ，

これらの方法によるモデルの推定は, STEPS - BEICAでは，すべて時系列統

計･分析ライブラリ(WASPライブラリ）にある命令文を用いて行われる。

また，モデルシミュレーションに必要なデータ，特に時系列データはすべて

この WASPライブラリにある命令文を用いて作成しておかなければならな

い。モデルシミュレーションは MODELライブラリにある命令文を用いて行

われるが，この MODELライブラリには WASPライブラリの命令文が全然

登録されていないからである。したがって，モデルシミュレーションに必要な

時系列変数のデータはすべてWASPライブラリの命令文を用いて入力．加工

し, STEPS -BEICAの内部FILEに保存しておかなければならない。モデ

ルシミュレーションは，分析に必要なデータをこの内部FILEから入力して行

われる。



第7章 計量経済モデルのシミュレーション 127

クライン第1モデルを2段階最小2乗法で推定し，モデルシミュレーション

に必要なデータを内部FILEに格納するSTEPS -BEICAう。ログラムを考え

てみよう。モデルを規定する変数として，内生変数はC, 1,WP,Y, P,

W, E,Kの8個があり，外生変数としてWG, G, T, TIME, CONST

(定数項変数）の5個がある。

入力データは1920年から1941年までの年次観測データがC, 1, WP, WG,

G,Tの5変数に対して用意されている。また, 1920年末の資本ストックの値

は180.1である。 データはすべて1934年価格の実質値であり,10億ドル単位で

表わされている。これらの入力データをカードから入力し，定義式に従って残

りの変数を計算する。

Y=C+I +G-T

W=WP+ WG

P二Y－W

E三Y +T-WG

K=K一,+I

なお, TIMEは西暦年を値とする時間トレンドを表わす変数であり, CONST

は常に1の値をとる定数項変数であり，この2変数についてはデータをカード

から入力することをせずにう。ログラムの中で作成するものとする。

つぎに方程式の推定は，消費関数と投資関数，民間賃金関数の3本の行動方

程式に対して2段階最小2乗法を適用して行う。操作変数としてすべての先決

変数を選ぶ。先決変数は全部で8個あって，その中の5個が外生変数(WG ,

G, T, TIME, CONST)であり，残り3個は先決内生変数(P_,, K_,, E_,)

である。

最後に，モデルシミュレーションに必要なデータである方程式の係数推定値

と8個の内生変数および5個の外生変数の時系列データを内部FILEに保存

する。以上の分析を行うSTEPS - BEICAう｡ログラムは次図に示される。
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START, ､ ESTIMATION OF KLEIN MODEL - Iノ

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1920

PERIOD IS 1920 TO 1941

READ,C I WP WG G T

COMPUTE, Y=C+I+G-T ;W=WP+WG ;P=Y一W;

E=Y+T-WG ;CONST= 1

SET, K=ACCUM (180.1, 1) ; TIME=DATE

WRITE,C I WP WG G T;Y W P E K TIME

INSTR, ､NONEノ

INSTR, WG G T TIME CONST P<-1> K<-1> E<-1)

PERIOD IS 1921 TO 1941

INSTR

INST R ,、NAME '

REAL, A(10) B(10) GAMMA(10)

TSLS, CHAT=C(P P<-1> W) COEF IN A ;

IHAT =I (P P<一l> K<-1>) COEF IN B ;

WPHAT=WP (E E< - 1> TIME) COEF IN GAMMA

CREATE

PUT,CI WPY P W E K;

WG G T TIME CONST

PUTR, A B GAMMA

LIST, ､NAME'

LIST R ,、ALL '

CLOSED,、KLEIN MODEL－Iノ

END

図7 - 1 KLEINモデルの推定を行うプログラム例
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7.3 モデルシミュレーションの解法

計量経済モデルは一般に非線型連立方程式体系として表わされているから，

外生変数と先決内生変数のデータを与えて連立方程式を解き，内生変数の値を

求めることは容易ではない。線型連立方程式であれば内生変数の係数行列の逆

行列を連立方程式の両辺に乗ずることによって各内生変数が外生変数と先決内

生変数のみで表わされる関数式，つまり誘導型を導くことができる。したがっ

て，この誘導型に外生変数と先決内生変数のデータを代入すれば内生変数の値

が求められる。

非線型モデルでは，線型モデルの場合のように，モデルを誘導型に表わすこ

とができないから，これを解くには（変形）ガウス・ザイデル法と呼ばれる繰

返し計算法が用いられる。ガウス・ザイデル法は，まず非線型連立方程式体系

の各方程式を1個の内生変数を従属変数とする式に書き換え，各内生変数が何

れかの方程式の従属変数となるようにする。この書き換えられたモデルをシミ

ュレーションモデルと呼ぶことにしよう。クライン第1モデルの場合，前掲し

たモデルがそのままシミュレーションモデルとして用いることができる。なぜ

なら，モデルの各方程式がすでに各内生変数1個を従属変数とする式に表わさ

れているからである。また，このモデル自体は線型モデルでもある。もちろ

ん，線型モデルであってもガウス・ザイデル法でモデルを解くことはできる。

C ="O+(Y,P+n,2P－】＋イ!'3 W

I =j90+6'P+#2P-!+iﾗ3 K_]

WP = 70 + 7･' E + 72 E-' + 7･3 TIME

Y =C+I +G-T

P =Y-W

Ｇ

Ｇ
Ｗ

Ｗ
’

’

十
Ｔ

＋
Ｐ

＋
割

Ｗ
Ｙ

Ｋ

Ｗ
Ｅ

Ｋ
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クライン第1モデルを多少変更して非線型モデルにして，この非線型クライ

ンモデルのシミュレーションモデル例を示してみよう。クライン第1モデルの

民間賃金関数が線型ではなく指数型であるとしよう。

WP = e60 E6'.Ei: . T/MEJ$

この式は，そのままシミュレーションモデルの式として用いることができる。

しかし，この式を推定するときには対数線型の式に変形して

jog WP=60+61 jog E+52 jog E-1+03 jog TIME

推定が行われるが，この式をそのままシミュレーションモデルの式として用い

ることはできない。従属変数が内生変数WPではないからである。WPを従

属変数とする式に書き換えるにはいくつかの方法がある。第1は先に述べた指

数型に表わす方法である。

(') wP= g60 . E6｣ . Ei: . TIME6$

第2は指数関数型に表わす方法である。

(2) WP= "'′(60 + 6,jogE + 62JogE_,+ 63/ogTIME)

第3は中間変数（例えばLWP)を用いて複数個の式に分解して表わす方法で

ある。

”隙亘鍾'僻…'…"卿”
非線型クラインモデルのシミュレーションモデルは，例えば第3の方法によ

る式を用いて，次のように表わされる。

C =qO+"P+Qf2P一,+"3 W

I =PO +6,P+32P_,+63 K-】

LWP=60+6｣ /og E+62 jog E_,+63 jog TIME

WP=e,zp LWP
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Y =C+I+G-T

P =Y-W

W =WP+WG

E =Y+T-WG

K =K_,+I

上記の例からも分かるように，シミュレーションモデルの左辺には従属変数

としての内生変数があり，右辺には独立変数としての内生変数，それに先決内

生変数および外生変数がある。いま，ある1時点における内生変数の値を計算

するものとしよう｡この時点において先決内生変数および外生変数の値は既知

である○ガウス・ザイデル法は繰返し計算法であり，その第1ラウンドはシミ

ュレーションモデルの式を書かれた順に，独立変数の値を代入して従属変数の

値を計算し，以下の式ではこの計算値を用いながら最後の式まで計算する。こ

の第1ラウンドの計算では，独立変数としての内生変数の値として計算値が未

だ利用できないときは1期mIの実現値を川いる。第2ラウンドは，第1ラウン

ドで得た内生変数の計算値を利用しながら第1ラウンドと同様な計算を行う。

以上の計算を内生変数の値が収束基準を満たすまで繰返す。この繰返し計算法

では内生変数の値は大抵の場合収束するが，いつも必ず収束するという保証は

ないOシミュレーションモデルの式の並べ方が悪いため，または各ラウンドで

の計算で前ラウンドで得た計算値をそのまま利用するために収束しないことも

ある○これらの場合には式の順序を並べ変えたり，または，前2ラウンドで得

た計算値の加重平均を利用したりなど改善策を試みる。

7.4 モデルシミュレーションのためのSTEPS -BEICA言語

計量経済モデルが推定されると，この推定されたモデルの説明力を検査する

ために内挿予測によるテストシミュレーションを行う。そして，このテストに

合格したモデルに対して外挿予測または政策効果などの経済分析を行うために
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分析シミュレーションを行う。何れの目的によるシミュレーションであっても

モデルシミュレーションの方法として代表的なものは全体テストと最終テスト

の2種類である｡ STEPS - BEICAでは，この2種類のモデルシミュレーショ

ンを簡単な言語で容易に実施できる命令文がモデル分析ライブラリ(MODEL)

に登録されている。

モデルシミュレーションに関する言語としては次の8つの命令語がある。

{:\::| -T'…T20(1) SPECIFY ,

I"'|(2) GETM

| :MP%" | [w'r｡繕頭請"，(3) PUTM

｢ 'ALL' ,

") DISPLAY ｡ |奏職01

ぽ乳0I(5) DISPLAYM ,

（、ENDG' }

(6) COMPARE , i T ｣……T201 [THRU終期］
(7) SIMULATE, LIMIT=R1 TIME=N(M) STEP=R2,

TEsT-|W}
(8) ENDSIM
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7.4.1 モデルの変数指定

モデルシミュレーションを行うためには，まず最初に，モデルに含まれる内

生変数および外生変数を指示しなければならない。それは次の命令文を用いて

行われる。

｜要::|-m…･･ T20SPECIFY ,

ENDGは内生変数, EXOGは外生変数をそれぞれ意味するキーワードである。

T1からT20までは時系列変数である。変数は，まず内生変数を指定し，すべ

ての内生変数の指定を終えてから，つぎに外生変数を指定する。1つの命令文

には最高20個までの変数を書くことができる。数多くの変数を指定しなければ

ならないときは，適当に20個以内の集りに分け，複数の命令文にて表わせばよ

い。定数項変数は外生変数であるが，後で計述するシミュレーション用モデル

で明示的に用いられない限り，外生変数として指定する必要はない。モデルの

大きさの上限は，シミュレーション用モデルに含まれる時系列変数の数によっ

て決まり，内生変数および外生変数，それに中間変数（作業用変数）の総数が

600個までである。

クライン第1モデルの変数指定文は次のように書くことができる。

SPECIFY, ENDG=C I WP ;

ENDG=Y P W E K;

EXOG=WG G T TIME

図7 - 2 SPECIFY文の記入例

7．4．2 モデルシミュレーションのためのデータ入力

モデルシミュレーションで用いられるモデルの変数（内生変数と外生変数）

の時系列データはSTEPS -BEICAの内部FILEからのみ入力できる。した
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がって，シミュレーションを行うには，前以てWASPライブラリの命令文を

用いてこれらのデータを内部FILEに格納しておかなければならない。いよ

いよモデルシミュレーションを行う場合には，まずモデルの変数の時系列デー

タをこの内部FILEから取り出す。モデルの変数のデータ入力は次の命令文

によって行われる。

ノ
／

Ｇ
Ｇ

ノ
Ｄ
Ｏ

ｕ
Ｎ
Ｘ

Ａ
Ｅ
Ｅ

１
、

、｛GETM

ALLを指示すると内生変数および外生変数のすべての変数のデータが内部

FILEから取り出される。ENDGまたはEXOGを指示すると，全内生変数ま

たは全外生変数のデータがそれぞれ内部FILEから取り出される。

7．4．3 モデルの変数のデータ表示

内部FILEから取り出されたモデルの変数のデータを表示するには次の命令

文が用いられる。

､ALL'

､EMG' 1

将叫201’DISPLAY [#1]

単にDISPLAYの場合は指示された変数のデータのグラフを表示する。#1を

書くと変数のデータの印字のみを行う。特定の変数のデータを表示するには個

別変数名を指示する。T1,……, T20はモデルの個別変数名を表わす。この命

令文によって表示されるデータの期間はPERIOD文によって指定される。

7．4．4 シミュレーション結果の保存

モデルシミュレーションの結果を内部FILEに格納し，保存しておくには

次の命令文を用いる。
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｛:呼i"} [wITH嬢顛霜，PUTM ,

この命令文は，指示された変数のシミュレーション解を同じ変数名で，または

適当な接頭語を付けた変数名（8文字を超える場合は先頭8文字）で内部FILL

に貯える。

7．4．5 シミュレーション結果の表示

モデルシミュレーションの結果を図示したり，または印字したりするには次

の命令文を用いる。

｛卿9+2‘｝DISPLAYM [# 1 ] ,

単にDISPLAYM の場合は指示された内生変数のシミュレーション解のグラ

フを表示する｡#1を書くと内生変数のシミュレーション解の印字のみを行う。

ENDGは全内生変数を意味し, T1,……, T20は個別内生変数を表わす。こ

の命令文によって表示されるシミュレーション解の期間はPERIOD文によっ

て指定される。

7．4．6 シミュレーション解と実現値との比較表示

モデルシミュレーションの結果と実現値とを対照させたグラフや表を作るに

は次の命令文を用いる。

僻跳01 [THR｡繕鰯］COMPARE [# 1 ] ,

単にCOMPAREの場合は指示された内生変数のシミュレーション解と実現値

との2重グラフを表示する。#lを書くと内生変数のシミュレーション解と実

現値の対照表を作成する。シミュレーション解は，一般に，実現値が存在する

期間（内挿期間）に対してのみならず，実現値の存在しない未来（外挿期間）
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に対しても求められる。この場合,シミュレーション解の表示期間はPERIOD

文によって指定されるが，シミュレーション解と比較する実現値の終期は命令

文の末尾にTHRU終期を書くことによって示される。THRU終期を省略す

ると実現値の終期はPERIOD文の終期と同じであるとみなされる。

7.4.7 モデルシミュレーションの実行

全体テストまたは最終テストのモデルシミュレーションを実行し

レーション解を求めるには，次の命令文を用いる。

シミュ

｛
TOTAL

FINAL ｝SIMULATE, LIMIT = R1 TIME= N (M) STEP = R2 TEST =

シミュレーションモデル

ENDSIM

図7－3 シミュレーションモデルの実行命令文

モデルシミュレーションを実行する命令文は，シミュレーションモデルをSI-

M ULATE文とENDSIM文とで挾んで書き表わされる｡ SIMULATE文で

はテストの種類や収束基準などをキーワード形式で指示することができる。

(1) 収 束 基 準 LIMIT =R1

R1は収束基準値を表わす実数であり，すべての内生変数について

Yj(") -Yi("-'）

Yj(誕一'）

が成立するとき，内生変数の値は収束したものと判定される。ここに，

Yi(')は第i内生変数の第1ラウンドの計算値である。

この項を省略するとR 1 =0.001が仮定される。
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(2) 反復計算打切り回数と収束判定開始回数 TIME=N (M)

Nは反復計算を打切るラウンド数を表わす整数である。このラウンド

までに収束基準が満たされるとそのラウンドで反復計算は打切られ

る。Mは収束基準が満たされたかの検査を開始するラウンドを表わす

整数である。Mを省略すると10が仮定される。

この項を省略するとTIME=30 (10)が仮定される。

(3) 代入値のウェイト STEP =R2

R2は，各ラウンドの計算において独立変数である内生変数の計算値

未だ利用できないとき，その代入値を計算するためのウェイトを表わ

す実数である。代入値の計算式は次式で与えられる。

Yi=RZ . Yi("~')+ (Z-RI)Yj("-2)

R2=1のとき, Yj=Yj("-1)となり,1ラウンド前の計算値がそ

のまま代入値として使用される。

この項が省略されるとR2=1か仮定される。

“)テストの種類TEST = { MRM }
TOTALは全体テストを表わす。

FINAL は最終テストを表わす。

この項が省略されるとTEST=FINALが仮定される。

モデルシミュレーションを行う期間はPERIOD文で指定される。全体テス

の場合, PERIOD文で指定された期間の各時点に対して全体テストが行わ卜の場合, PERIOD文で指定された期間の各時点に対して全体テストが行わ

れる。最終テストの場合, PERIOD文の始期点を予測開始時点とし，終期点

を最終予測時点とする最終テストが行われる。
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7.5 非線型モデルシミュレーションのプログラム例

非線型クラインモデルを例にとり，モデルの推定からモデルシミュレーショ

ンまでを行うプログラムの作成とその実行結果について説明しよう。非線型ク

ラインモデルは次の8本の方程式から構成されている。

C =afo+cY, P+"2 P_,+Q/3 W

I =po+6] P+#2 P-,+63 K-】

WP=e60.E"' .E閏. TIME63

Y =C+I+G-T

P =Y-W

W =WP+WG

E =Y+T-WG

K =K_,+ I

モデルの変数として8個の内生変数(C, 1, WP, Y, P, W, E, K)と

5個の外生変数(TIME, G, T, WG,定数項変数）がある。先に掲げたク

ライン第1モデルの変数と比較すれば全く同じ変数からなるモデルであること

がわかる。また，民間賃金関数以外の方程式も全く同じである。したがって，

モデルの変数のデータおよび民間賃金関数以外の方程式の係数推定値について

は，クライン第1モデルの資料をそのまま利用することができる。

非線型クラインモデルの推定において新たに推定すべき方程式は非線型化さ

れた民間賃金関数のみである。この関数の推定は対数線型に変換した式に最小

2乗法を適用して行うものとする。この推定を行うプログラムおよびその実行

結果は次図に示される。
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START ,、ESTIMATION OF PRIVATE WAGE BILL FUNCTION'

COMPILE BY WASP

DATE IS YEAR FROM 1900

OPEND ,、KLEIN MODEL - I'

GET, WP E TIME

PERIOD IS 1920 TO 1941

COMPUTE, LGWP = ALOG (WP) ;

LGE=ALOG (E) ;

LGTIME=ALOG (TIME)

REAL, D(10)

PERIOD IS 1921 TO 1941

LSM, LGWPHAT =LPWG (LGE LGE< - 1> LGTIME) COEF IN D

PUTR, D

CLOSED, $KLEIN MODEL '

END

図7－4 非線型KI｣RINモデルの推定を行うプログラム例

つぎに，モデルシミュレーションに移ろう。非線型クラインモデルのシミュ

レーションに必要なデータはすべて内部FILE (識別名、KIFIN MODEL' )

に貯えられている。シミュレシーョンモデルにおける民間賃金の式は，中間変

数を用いて次のように表わされる。

TEMP=60+6, Zog E+62 jog E_,+53 Jog TIME

WP=e.rp TEMP

全体テストのシミュレーションを行うものとする。この全体テストを行うう。ロ

グラムおよびその実行結果は次図に示される。
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START,、SIMULATION OF NONLINEAR KLEIN MODEL '

COMPILE BY MODEL

DATA IS YEAR FROM 1910

OPEND ,、KLEIN MODELノ

SPECIFY, ENDG =C I WP ;

ENDG=Y P W E K;

EXOG=TIME G T WG

GETM, ､ALLノ

PERIOD IS 1920 TO 1941

DISPLAY ,、ALL '

GETR, A B D

SIMULATE, TEST = TOTAL LIMIT = 0.0001 TIME= 20

C = A<1> * P+A<2> * P<-1>+A<3> * W+A<4>

I = B<1>*P+B<2>*P<-1>+B<3>*K<-1>

TEMP = D<1> * ALOG (E) + D<2> * ALOG (E< - 1>) +

D<3> * ALOG (TIME) +D<4>

WP = EXP (TEMP)

Y = C+I+G-T

P=Y-W

W= WP+WG

E = Y+T-WG

K = K<-1>+I

ENDSIM

COMPARE,、ENDG '

PUTM,、ENDG' WITH 'TTLノ

CLOSED ,、KLEIN MODEL AND TTL'

END

図7－5 非線型 KI｣EIN モデルのシミュレーションを行うプログラム例
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付録(A) STEPS-BEICAプログラムの書き方と実行手続

STEPS -BEICAプログラムは, STEPS -BEICA命令文を一定の規則にしたがって並

べたものである。命令文は3つのグループ。に分類される。

(1)基本命令文

（2）統計分析命令文(WASPライブラリにある命令文）

（3）モデル分析命令文(MODELライブラリにある命令文）

基本命令文はSTEPS -BEICAシステムの基本言語であり，何時でも用いることができ

る。統計分析命令文およびモデル分析命令文は応用言語であり，これら命令文を用いるに

は，それらが収められているライブラリを呼び出しておかなければならない。ライブラリ

の呼び出しは，基本命令文の1つであるCOMPILE文によって行われる。1つのプログ

ラムで呼び出すことのできるライブラリはただ1つに限られる。したがって, WASPラ

イブラリか MODELライブラリかの何れかでなければならない。

フ･ログラムはSTART文で始まり, END文で終る。フ・ログラムの枠組みは次のように

なる。

START,、分析課題名を60字以内で表わす′

｝
｢ WASP

COMPILE BY I MODEL
DATE IS期種FROM 起点

（時系列分析プログラム）

END

第A－1図 STEPS -BEICAプログラムの枠組

START文はプログラムの開始と課題名を宣言する命令文であり，必ずプログラムの先

頭に書かなければならない。つぎのCOMPILE文はWASPまたはMODELの分析ライ

ブラリを呼び出す命令文である。統計分析を行う場合にはWASPを指定し，またモデル

分析を行う場合にはMODELを指定する。このCOMPILE文を省略するとWASPが指

定される。DATE文は分析対象となる時系列変数の期種(MONTH, QUART, HALF,

YEAR)とその起点を宣言する命令文である。したがって分析に用いられる時系列変数は

同期種のものに限られる。また，分析期間も起点以降の期間でなければならない。

以上の3つの命令文(START文, COMPILE文, DATE文）の後に任意の時系列分
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析プログラムを書く。分析プログラムで用いられる命令文は，基本命令文か，または

COMPILE文で指定されたライブラリの分析命令文でなければならない。命令文はすべ

て文法通りに正確に言かなければならない。各命令文には任意に文名を付けることができ

る。文名の書き方は次のようになる。

文名／命令文

文名は命令文の前に書き，斜線記号を文名と命令文との間に書く。文名は英字で始まる8

文字以内の英数字または8桁以内の整数で表わされる。

STEPS -BEICAシステムで用いられる単語は次の6種類に分けることができる。

（1）変 数

（2）定 数

（3）文字列

（4）文 名

（5）命 令

（6） キーワード

このうち，命令とキーワードはシステムによって固定された名称であり，分析者が勝手に

命名することはできない。文字列は引用符で囲んだ文字の集りであり，その長さは60字以

内でなければならない。定数は整数または実数であり，その長さに制限はないが，有効桁

数は整数が9桁，実数が7桁として計算処理される。変数は英字で始まる8文字以内の英

数字で表わされる。

プログラムの中に，命令文とは別にメモ（註釈）を書くことができる。メモは，プログ

ラムを書く人にとってプログラムを見易くするためのものであり，命令文と異なり，実行

はされない。メモは星印を付けてその後に書かれる。星印が付けられるとその行の終りま

でがメモとみなされる。したがってメモを2行にわたって書く場合には，次の行の初めに

再び星印を付けなければならない。

1行に1つの命令文を書く場合には，命令文の終りに終止符を付ける必要はない。しか

し，1行に複数の命令文を書く場合，命令文と命令文とを区切るために命令文の後に終止

符コロンを付けなければならない。

〔文名／〕命令文：〔文名／〕命令文：〔文名／〕命令文



付 録(A) 143

1つの命令文を複数行にわたって書く場合には各行の終りに次の行へ命令文が続くこと

を表わすための継続記号コンマを付けなければならない。 演算式に用いられる演算記号

（＝，＋，－，＊，／，＊*）および左カッコは継続記号としての機能をもっているから，

これらの記号で終る場合には，さらにコンマを付ける必要がない。

COMPUTE, A= B + C *

(D -E)/(

F+G)

コンマは区切り記号としての機能をもち，同様の機能をもつスペースで代用することが

できる。しかし，命令文における命令の後のコンマおよび行の終りのコンマはそれぞれ命

令部の終りおよび命令文の継続を意味するものであり，スペースで代用することはできな

い。したがって，上記の例ではCOMPUTEの後のコンマは命令部の終りを示すコンマで

あるから，これを省略することはできない。

同じ命令からなる命令文が続く場合，後に続く命令文の命令を省略することができる。

この場合，後の命令文の命令が同じであることを指示するために前の命令文の終りに同一

命令記号セミコロンを付けなければならない。

COMPUTE, A=B+C : COMPUTE, D=E一A : COMPUTE, X=Y

NEXT/COMPUTE, F=G * X

この例では4つの命令文が同じ命令COMPUTEからなっている。この場合，つぎのよう

に簡単に書くことができる。

COMPUTE, A=B+C ;D=E-A ;

X=Y ; NEXT/F=G*X

セミコロンは上記の例にみられるように継続記号としての機能をもっている。

プログラムの最後にはEND文を書く。

つぎにSTEPS -BEICAプログラムの実行手続について説明しよう。

STEPS - B EICAプログラムと分析用データの作成が完了すると，つぎはプログラムの

実行を行うために実行用の情報(JCL)を補う手続が必要である。プログラムの実行は，

分析の内容に応じてつぎの4つの場合に分けることができる。

(1)統計分析プログラムを実行する。ただし，外部FILEは用いない。

（2）モデル分析プログラムを実行する。ただし，外部FILEは用いない。

（3）外部FILEを用いた統計分析プログラムを実行する。
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(4)外部FILEを用いたモデル分析プログラムを実行する。

A.1統計分析プログラムの実行手続

外部FILEを用いない普通の統計分析プログラムを実行するには次のような実行用の情

報を付けなければならない。

／/ジョブ名△JOB△課金番号，氏名

//WASPaEXEC&WASP

//WASPDATAADDA *

|､TEPs-BE'c,統計鋤繍ﾌ｡"富△ ’

｜

’
データ

/／

A.2モデル分析プログラムの実行手続

外部FILEを用いない普通のモデル分析プログラムを実行するには次のような実行用の

情報を付けなければならない。

／/ジョブ名△JOB△課金番号，氏名

//MODEL4EXEC4MODEL

//MODLDATA&DD4 *

STEPS -BEICAモデル分析プログラム

/／

A.3 外部FILEを用いた統計分析プログラムの実行手続

外部FILEを用いた統計分析プログラムを実行するには次のような実行用の情報を付け

なければならない。

／/ジョブ名△JOB△課金番号，氏名，

//WASP4EXEC.WASP, {FM} -ﾃｰﾀｾ，ﾄ名，

VOL =ﾎﾘﾆｰﾑ名, USE= {8EW} [, FILENO= n]
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//WASPDATAaDDa *

|&r'E'c"統計分析ﾌ｡グラ“ ’

|ﾃｰ’
’

ｌ’
／／

外部FILEとして磁気ディスクを用いるときDISK,磁気テープのときTAPEを指定す

る。データセット名は，新たに外部FILEを作成する場合，任意のデータ名称を付けるこ

とができる。しかし，既に作成済みの外部FILEを用いる場合はそれを作成した時に付け

た名称を書かなければならない。データセット名は，通常英字で始まる8文字以内の英数

字で表わされる。新しく外部FILEを作成するときにはNEW,既に作成済みの外部FILE

を用いるときにはOLDを指定する。ボリューム名はデータとは関係なく1個の磁気ディ

スクや1本の磁気テープに付けられた名称であり，計算センターによって固定されていて

分析者が勝手に付けることはできないことになっている。したがってボリューム名につい

ては計算センターの人と相談して付けなければならない。外部FILEとして磁気テープを

用いる場合,l本の磁気テープ･に複数ｲ|削の外部FILEを格納しておくことができる。既に

作成済みの外部FILEを用いる場合，磁知テープの中の何番目の外部FILEを用いるのか，

また新たに外部FILEを作成する場合，何番目の外部FILEとして作成するのかを指示す

る必要がある。この磁気テープ内のFILE番号を指示するキーワードがFILENOであり，

nは番号を表わす。これを省略するとFILE番号は1と仮定される。

A.4 外部FILEを用いたモデル分析プログラムの実行手続

外部FILEを用いたモデル分析プログラムの実行手続は統計分析プログラムの場合とほ

ぼ同様に行われる。

／/ジョブ名△JOB△課金番号，氏名

//MODEL4EXEC4MODEL, {\$} =ﾃｰﾀｾ,卜名。

VOL =ﾎﾘｭｰﾑ名, USE= {溌W} [,FILENO= n]
//MODLDATA&DD4 *

STEPS -BEICAモデル分析ﾌﾟログラム

／／
ノノ
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付録(B) BEICAデータバンクの利用法

当研究所が構築したBEICAデータバンクには，国民経済関係約3千系列，国際金融関

係約3万系列，企業財務関係約15万系列の時系列データが収められている。研究所のコン

ピュータでSTEPS - BEICAを使用する場合には，分析者ぱB EICAバンクから時系列デ

ータを自由に抽出することができる。BEICAバンクから時系列データを抽出するには次

の命令文を用いる。

IJ NA

I）QUERY BEICA ( |器§
IX XXj

T1=､CODE1' T2=､CODE 2 '

T20 =､CODE20 '

BEICAバンクはJNAおよびIFS, FFSの3つのデータFILEとXXXの予備FILEから

なる。JNAは国民経済, IFSは国際金融, FFSは企業財務のFILEをそれぞれ表わす。

XXXは新規のデータFILEのための予備FILE名であり，英字で始まる3文字の英数字

で表わされる。

TlからT20までは抽出された時系列データが代入される時系列変数であり，また

CODE 1からCODE20までは抽出する時系列データの系列コードである。1つの命令文

では最高20系列の時系列データを抽出することができる。抽出する時系列データの期種は

DATE文で，期間はPERIOD文で指定される。期種と系列コードを鍵として検索が行わ

れ，両方の鍵に合致した時系列データが抽出される。もし系列コードは同じであっても期

種が異っているならば，該当する時系列データは検索されず，その旨の警告表示がなされ

る。
（36）

系列コードは8文字以内の文字列で表わされる。国際金融ファイルの系列コードは前4

文字が国コードであり， 後4文字が項目コードである。また，企業財務ファイルの系列

コードは前4文字が会社コードであり，後4文字が項目コードである。

BEICAデータバンクは先に述べた4種類のファイルからなり，各ファイルは月次，四

半期，年次のサブファイルからなる。サブファイル名はファイル名の語尾に期種を示す文

\(Mは月次,Qは四半期,Aは年次）を付けて表わされる。例えば, IFSQは国際金融

ファイルの四半期データサブファイルを表わす。BEICAバンクの中では各サブファイル

(36）項目コードについては，定道宏「経営計測システムの研究」研究叢書18, pp. 189

-221を見よ。
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は1つのVSAMデータセット（仮想記憶アクセス法データセット）に対応する。しかも

各サブファイルは系列コードをキー（鍵）とするキー順データセットである。新規のファ

イルを作成する場合，予備ファイルのサブファイルとしてVSAMデータセットを追加す

れば，上記のQUERY文を用いてデータを検索することができる。

BEICAバンクのデータを利用する場合には，付録凶で述べたJCLカードの他に，次の

カードを追加しなければならない。

／/サブファイル名 DD DSN=CL・VSサブファイル名, DISP=SHR
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付録(C) 新SNA項目コード一覧表

C.1 生産勘定の項目コード C.2 消費支出勘定の項目コード

|勘 定 名 ｜ 項目コート

｣|蕊鑑灘}醗綿灘溌。
、 対家計民間非営利団体
合 の目的別最終消費支出

雇用所得 \CNWn

1 産業連関表(X表) Xllm

2霞麗聖臘- VIIn, QVIIロ

ヨ溌醗裂淵- Ullm

4謹欝禦辮生
生産価格表示の OIn
産出額

中間消費 UIn

生産価格表示の VIn
国内総隼産

固定資本減耗 DIn

篭認蕊示YIo
間接税(控除)補 TIn
助金

国内要素所得 YYIn

雇用者所得 YWIn

営業余剰 YZIn

産出デフレータ POIn

中間消費デフレPUIn
－タ

国内総生産デフ PVIn
レータ

ョ溌総生産と総支出YYEo
6 国民総支出 YEn, PYEn

7 国民所得(分配) YYn

8鑑支出の会計別明YQn

固定資本減耗 | \CNDn

中間消費 \CNUn

間接税一商品の
非商品販売 \CNT

最終消費支出 \CNn
政府の目的別救済支
出

雇用者所得 \CGWn

３

固定資本減耗 \CGDn

中間消費 \CGUn

間接税 \CGTn

（控除)商品・非 \CGCn
商品販売

最終消費支出 \CGn

一般政府の目的別支
出

最終消費支出 \EGn

補助金 \ EGBn

社会保障給付他 \ EGSn

その他経常移転 \ EGZn

総固定資本形態 \EGIn

資本移転 \EGKn

4

(注)lは西暦年の下2桁plnは列番号コード，nは行番号コードを表わす。

｜勘 定 名｜項目ｺｰﾄﾞ
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C.3 資本形成勘定の項目コード

項 目 コ ー ド勘 定 名

'L総資本形戚の構成鱸門;I ICn, JCn, PICn, PJCn
In, Jn, PIn, PJn

DA, DB, DG, DN, DH, D
\DA, \DB, \DG, \DN,
\DH, \D

DPn, DQ, D, \DPn, \DQ, \D

JJn

21制度部門別固定資本減耗

民間公的別固定資本減耗

在庫品評価調整額

３
４

C.4 所得支出勘定の項目コート

項 目 コ ー ド勘 定
々・
ﾃロ

YVAn, YVBn, YVGn, YVNn,
YVHn, \YVAn, \YVBn,
\YVGn, \YVNn, \YVHn

\ YVmGn

制度部門別所得支出勘定

一般政府の制度部門別所得支出取引お
よび資本取引

民間公的別の制度部門別所得支出勘定

民間非金融法人企業

民間金融機間

民間法人企業

公的非金融企業

公的金融機関

公的企業

社会保障負担の明細表

一般政府から家計への移転の明細表

国民所得および国民可処分所得

国民可処分所得と処分勘定

1

２
３

Ａ
Ｂ

ｎ
ｎ

Ａ
Ｂ

ｎ
ｎ

Ｑ〕 Ｑ
） ｎ

郡部“睡吋柚吋ｎ
ｎ ｎＤＹ￥

恥
恥
、
“
配
妙
ｗ
Ｇ

恥
Ｄ

ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
霊
霊
、
海

４
５

６
７

C.5 資本調達勘定の項目コート

項 目 ド勘 定 名 コ ー

ｌ’

ISAn, ISBn, ISGn, ISHn
\ISAn, \ISBn, \ISGn, \ ISHn
MISAn, MISBn, MISGn, MISHn
\MISAn, \MISBn, \MISGn,
\MISHn

YISn

YMISn

実物取引
1制度部門別資本調達勘定

金融取引

21資本調達勘定譜謡’
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C.6 海外勘定の項目コート

’｜勘 定 名

』海外取引溌謡｜
外貨準備増減

(1)金・SDR

(2)その他の外貨準備

対外直接投資

輸出延払信用

対外借款

対外証券投資

その他の対外債権

対外債権の純増

対内直接投資

項目コード

YFCn

YFK 1

YFK11

YFK12

YFK2

YFK3

YFK4

YFK5

YFK6

YFK7

YFK8

｜勘 定 名｜項目コード
輸入延払信用 YFK 9

対内借款 YFKA

対内証券投資 YFKB

外債発行(純) YFKC

その他の対外債務 YFKD

(1)長期短期資本・誤認YFKD1
脱漏

(2)金融勘定 YFKD2

対外負債の純増 YFKE

海外に対する債権純増 YFKF

海外勘定曾溌｜￥鍜：

２

C.7 貸借対照表勘定と調整勘定の項目コード

｜勘 定 名1－項自ｺｰﾄﾞ ｜’ 勘 定 名 ’ 項目コード

制度部門別期末貸借対ALAn, ALBn

，照表勘定 ALGn, ALHn

調整勘定融蹴HM:
国民資産・負債残高 ASn, LBn

2 資本取引 IASn, ILBn
調 整 RASn, RLBn

3蕊篭鰡部門の貴説舟醗，
ASSn, LBSn

4一般政府の部門別資産 ALmGn
・負債残高

5対外資産・負債残高 ALFn

6鼈蕊別金融資産．
総括表

非金融法人企業

民間法人企業

公 的 企 業

金 融 機 関

中 央 銀 行

民間金融機関

公的金融機関

一 般 政 府

家 計

ｎ
ｍ
⑳
ｎ
血
函
幽
ｎ
ｎ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｇ

Ｈ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥

海 外

合 計

公的企業の内訳

企業特別会計

公社・公団等

地方公営企業

地 方 公 社

合 計

公的金融機関の内訳

郵 便 貯 金

簡易生命保険

公 的 保 険

融資特別会計

政府金融機関

合 計

民間金融機関の内容

全 国 銀 行

中 小 企 業
金 融 機 関

農 林 水 産
金 融 機 関

在 日 外 銀

￥MA(L)Fn

￥MA(L)Sn

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

１
２

３
４

５
１

２
３

４
５

６
１

２
３

４

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
１

１
１
１
１
１
１

１
１

Ｉ
ｊ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

ｌ
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ

１
１

ｌ
ｉ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
￥
￥
￥
￥
￥

￥
￥
￥
￥
￥
￥

￥
￥

￥
￥
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項目コード

\MA(L)2Gn

\MA(L)3Gn

\MA(L)4Gn

\MA(L)5Gn

ZALn

ZRALn

ZISn

｜勘 定名
事 業 団

地 方 政 府

社会保障基金

合 計

7期末貸借対照表勘定
調整勘定

8零祷群

｜勘 定名 項目コード

保 険

信 託

証 券

そ の 他

合 計

般政府の内訳

中 央 政 府
（事業団を除く）

ｎ
ｎ

ｎ
ｎ

ｎ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

５
６

７
８

９

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
１
１
１
１
１

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｉ

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｍ
￥
￥

￥
￥
￥

\MA(L)1Gn

C，8 その他のストック勘定の項目コード

勘 定 名

[|民間俄業の産業別資本ｽﾄ,〃

項 目 コ ー ド

QKPPIn, QKPZIn

,｜蕊計民間非営利団体の有形固定資産 ASNn

KHn, CKHn, RKHn, QKHn31家計の主要耐久消費財残高

QNASn, QNASA, QNASB, QNASG,
QNASN, QNASH, PNASn, PNASA,
PNASB, PNASG, PNASN, PNASH

41 純固定資産の構成
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付録(D) FORTRANによる外部DISKFILEの利用および保守

FORTRANによる外部DISKFILE (CLOSED文で作成した）を保守するために，次

のようなサブルーチンが準備されている。

(i)外部DISKFILE名の確認

CALL STEPS (FILENM, NF, START, END KI, IERR)

ここで FILENM* ; 外部DISKFILE名

NF* ； 外部DISKFILE名の長さ

START ; 外部DISKFILEの初期点

KI ; 期種

IERR ; O 外部DISKFILE名が一致したとき0

1 外部DISKFILE名とFILENMが一致しないときl

(ii)外部DISKFILEの時系列データを参照

CALL RSTEPS (VARNM, NV, START, END, DATA, IERR)

ここで, VARNM*； 参照する変数名

NV* ； 変数名の長さ

START* ; 参照開始期

END* ; 参照終了期

DATA ; 時系列データの格納

IERR ; 変数名が外部DISKFILEに存在したときO

その他 1

(iii)外部DISKFILEに時系列データを追加登録

CALL WSTEPS (VARNM, NV, START, END, DATA, IERR)

ここで, VARNM*う 追加する時系列変数名の指定(LOGICAL * 1, 8 BYTE)

NV* ； 時系列変数名の長さ(INTEGER * 4)

START*ラ 格納開始時期(REAL * 4)

END* ; 格納終了時期(REAL * 4)

DATA* ; 時系列データ(REAL * 4, 480BYTE)

IERR ; 追加できたときO

その他 1
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(iv)時系列データの登録確認

CALL FSTEPS (VARNM, NV, IERR)

ここで, VARNM* ; 時系列変数名(LOGICAL * 1, 8BYTE)

NV* ； 時系列変数名の長さ(INTEGER * 4)

IERR ラ 既定義のときO

未定義のとき1

(v)外部DISKFILE中の登録時系列名の表示

CALL DSTEPS (IERR)

ここで, IERR ラ 正常終了のときO

その他 1
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１
３

１
２

２
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１
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２
１
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３

１
７
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４

４
５

４
５

５
５

４
１

２
２

２
２

１
１

１
１

ペ

開 始 文

最 終 文

停 止 文

編 集 文

期 種 と 初 期 点

分 析 時 点

分 析 期 間

判 断 文

飛 越 文

条 件 飛 越 文

連 統 文

グ ﾗ ﾌ

散 布 図

統 計 量

度 数 表

相 関 表

区 分 集 計 表

START '分析課題′

END

STOP

COMPILE BYライブラリ名

DATE IS期種FROM 初期点

PERIOD IS分析時点

PERIOD IS分析開始期TO分析終了期

IF(条件式）

GO TO文名

GOTO (文名1, ･･･文名20) I

CONTINUE

PLOT, [(上限，下限)] Tl[(上限，下限)]…… T 8[(上限，下限)]

SCATTER, [ (上限，下限)] T1[(上限，下限)] T2[(上限，下限)]

STAT [#N], T [KEY IN R]

CROSSTAB, [欠損値]Tl……T20[ (級数，下限，上限)]

Tl……T10[(級数，下限，上限)]
CROSSTAB, [ (欠損値，欠損値)] BY f,1……T20[(級数，下限，上限)]

T1……T10[(級数，下限，上限)]
CROSSTAB, [欠損値] W,TH M……T20[ (級数，下限，上限)]

ヰ

黙
（
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）

29



T6 [(級数,下限,上限)]
T12[(級数,下限,上限)]
T 18[(級数,下限,上限)]

CROSSTAB, [ (欠損値1,欠損値2,欠損値3)], T1
BY T7

WITH T13

MOMENT [#N], T1……T20

SERIAL, T1 ( 1 1)……T20(1 20)

REAL, R1(11)･･…･R20(1 20)

INTEGER, 1 1( 1 1)……1 20(1 20)

REAL, R l･…･･R20

INTEGER, 1 1…･･･I20

READ[#N], T1…･…T20 [BY 'FORMAT']

READT [#N], T 1……T20 (BY {W醐爵})
READR, R I…･･･R20 [BY、FORMAT ']

READI, I 1……1 20 [BY K FORMAT ' ]

WRITE [#N], T1……T20

WRITET [#N], T1……T20 (BY僻烈爵})
WRITER [#N], R1……R 20 [BY $FORMAT']

WRITEI [#N], 1 1……1 20 [BY，FORMAT ' ]

coM…『山一億 ｜時系列演算式

｜乳_演算式｝COMPUTES, S 1 =

MOVAV [#N], Tl=T2(項数1,項数2)

ク ロ ス 集 計 表 29

モ ー メ ン ト

時 系 列 配 列 宣 言

実数型スカラー配列宣言

整数型スカラー配列宣言

実数型スカラー宣言

整数型スカラー宣言

時 系 列 入 力(カード）

時系列入力(鰻季意ク
実数型スカラー入力

整数型スカラー入力

時系列出力(プリンタ）

時系列出力(鰻争意ク
実数型スカラー出力

整数型スカラー出力

２
４

４
４

７
７

８
３

５
５

５
４

４

’

ヰ

） 8

轍
（
同
）

８
８

３
３

９
９

４
４

１
１

４
４

）

時 系 列 計 算 文 36

０
２

５
４

ス カ ラ ー 計 算 文

移 動 平 均 文
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指 数 平 滑 文

季 節 調 整 文

期 種 変 換 文

時 間 調 整 文

時系列データ作成文

加 重 合 計

累 積 和

一 様 乱 数

正 規 乱 数

ポアソン乱数

指 数 乱 数

順 序 数

SMOOTH [#N], 'rl=T2(次数，平滑定数）

EPA [#N], T

EDIT, T1=KEY-1(T2 KEY-2)

CLOCK, S

』
、
の

２
４

５
３

４
４

４
５

[#N],

[#N],

[#N],

[#N],

[#N],

[#N],

[#N],

T1=WSUM(T2……T20) GR

T1=ACCUM(Rl R2 T2)

T1=UNIFORM(R 1 R 2)

T1=NORMAL(RI R2)

T1=POISSON(R1)

T1=EXPONENT(R1 R2)

T1=SEQ (RI R2)

’"(1)）｜鱒点{ l)/
T 1 = DUMMY

T1=TIME

SET

SET

SET

SET

SET

SET

SET

６
６

７
７

７
８

８
５

５
５

５
５

５
５

ヰ
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（
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SET [#N],ダミ ー 変 数 58

時 間 変 数

スカラー作成文

標 本 数

統 計 量

相 関 係 数

SET [#N], 59

SETS [#N],

SETS [#N],

SETS [#N],

ｊ２Ｔｌ

ｊ
Ｔ

ｒ
く

Ｌ
ぐ

Ｒ
Ｐ

Ｙ
Ｒ

郵
唾
の

Ｓ
Ｓ

Ｓ

０
０

１
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６
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最小2乗推定文

定 数 項 有 り

定 数 項 無 し

ト レ ン ド 分 析 文

一 次 曲 線

二 次 曲 線

三 次 曲 線

指 数 曲 線

ロジスティック曲線

ゴンペルツ曲線

自己 回 帰 テスト文

内部FILE作 成 文

内部FILEへの転送文

時 系 列

実数型スカラー

整数型スカラー

LSM [#N], T1(1)=T2(T3……T19) (FRRWI#'R2 )

NLSM [#N], T1( 1 ) =T2(T3……T20) (踊珊INIR2 )

71

71

TREND [#N], T1( 1 ) =LINEAR(T2) (MWIN'R2 )

TREND [#IW], T1( 1 ) =QUAD(T2) (MWIN'R2 )

TREND [#N], TI( I ) =CUBE(T2) (MWI3'R2 )

TREND [#N], 1~1( 1 )=EXP(T2) (FRRWIN'R2 )

TREND [#N], 1､ 1 ( 1 ) =LOGISTIC(T2) (MWIf'R2 )

TREND [#N]｡ T1( I ) =GOMPLTZ(T2[R] R, R3]) (fRMWR,
AUTOTEST [#N], T1=T2(T3･…･･T19) S [THRU終期］
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３
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７
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７
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CREATE

{囲2,Ⅲ

{昭fノ
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[ *]R201
ノ

[*]1201
J
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PUTI,
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口
』
ｍ
、内部FILEからの入力文

時 系 列

実数型スカラー

整数型スカラー

内部FILEの参照文

時 系 列

[ *]r20}

[ * ]R20}

[*]1 20}

{駿卍,］

佃丹

{兜fノ

１
１

１

８
８

８

ｐ

‐
Ｒ

Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

’
{鮴〃
([ * ]Rl･"

慨鉛ﾘE′

IW'

[ *]r"|
[ \]R"|
[*]!"｝

83LIST ,
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83実数型スカラー LIST R ,

｜
｜
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83整数型スカラー LISTI ,

内部FILEの削除文

時 系 列

実数型スカラー

整数型スカラー

内部FILEの複写文

磁 気 テ ー プ

/[ *]TI
( ､ALL'

I[ *]R1
1､ALL '

/[*]1l
(､ALL '

[ * ]T20}

[ * ]R20}

[*]120}

４
４

４

８
８

８

，

，
Ｒ

Ｌ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

CLOSET, [ ､外部FILE名′FROM 初期点］

CLOSED, [$外部FILE名′FROM 初期点］

５
５

８
８

磁気ディスク



内部FILEへの複写文

磁 気 テ ー プ

磁気ディスク

SNA BANK ファイル
からの入力文

SNA BANK ファイル

の更新文

中 断 続 行 文

操作変数行列の新規作成文

操 作 変 数 の登録文

操 作 変 数 の削除文

射 影 行 列 の計算文

操作変数名の表示文

OPENT, [､外部FILE名'］

OPEND, [､外部FILE名'］

GETB, T1=､項目コードl′･…･･ T20=､項目コード20/

UPDATEB, T1=､項目コードl′…･･･T20= 1項目コード20'

RESTART

INSTR, ､NONEノ

INSTR, T 1…………T20

1NSTR, [\] T1……[\] T20

INST R

INSTR, ､NAMEノ

INSTR,侶評[ *]Tl…………[ aT20}
TSLS[#N], Tl=T2(T3…･･･T19) [COEF IN R1]

SPECIFY, {EW88} = T 1…"……･･ T20

1聯1GETM,

｛翻照…T20} WITH､接頭語′PUTM,
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操作変数のデータ表示文

2段階最小2乗法文

モデルシミュレーション

の 変 数 指 定 文

モデルシミュレーション

の デ ー タ 入 力 文
134

モデルシミュレーション

結 果 の 保 存

揖
切
①135
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付録(F) STEPS-BEICAの命令語および別名のライブラリ別一覧表

可 ハ 可

Lb」

l

L

SPECIFY

GETM

PUTM

DISPLAY

DISPLAYM

SPECIFY MODEL

GET MODEL

DATA

PUT MODEL

RESULTS

DISPLAY DATA

DISPLAY MODEL

RESULTS

IT ERATION

START

ITERATION

OVER

COMPARE

RESULTS
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５
６

６
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３
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３
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１
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[2] WASPライブラリ

DECLARE

SERIAL

EPA METHOD

MOVING

AVERAGE

READ SERIAL

｜

|

’

SERIAL

EPA

MOVAV

READ

54

SIMULATE
44

42 , ENDSIM

8 I COMPARE

命 令 語 別 名
本文
ページ ’ 命 令 語 本文別 名

ページ

〔1〕BASICライブラリ

STEPS START

STEPS END

FINISH

BASIC DATING

ACTUAL

DATING

LIBRARY

COMPUTE
SCALAR

WHEN

BRANCH

WRITEINTEGER

WRITE REAL

READINTEGER

READ REAL

CALENDAR

GETINTEGER

GET REAL

PUTINTEGER

PUT REAL

LIST REAL

LISTINTEGER

ERASEINTEGER

ERASE REAL

OPEN TAPE FILE

OPEN DISK FILE

CLOSE

TAPE FILE

CLOSE
DISK FILE

DECLARE REAL

DECLARE

INTEGER

１
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READT

WRITE

WRITET

COMPUTE

PLOT

SCATTER

MOMENT

LSM

STAT

SMOOTH

SET

SETS

CROSSTAB

INSTR

TSLS

CREATE

GET

PUT

LIS'1、

ERASE

GETB

UPDATEB

AUTOTEST

〔3〕MODELライブラリ

READ TAPE

WRITE SERIAL

WRITE TAPE

COMPUTE

SERIAL

PLOT GRAPH

SCATTER
DIAGRAM

CORRELATION

LS

STATISTICS

EXP SMOOTH

SET SERIAL

SET SCALAR

FREQUENCY

INSTRUMENT

TSLSM

CREATE FILE

GET FILE

PUT FILE

LIST FILE

ERASE FILE

GET BANK

UPDATE BANK

LAG TEST
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DATE
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FINISH

FORTRANによる外部DISK FILE

の利用および保存

F REQUENCY

I

IF

IF命令文

IF文の記入例

IF文とGO文を用いたプログラム例
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ITERATION OVER

ITERATION START

一般政府の目的別支出の項目コード
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時系列配列とスカラー配列

自己回帰方程式と自己回帰テスト

自由形式による入力データの例
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変数順編成によるデータ例

変数の種類と型
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海外勘定

海外勘定の勘定表とその項目コード

海外勘定の項目コード

回帰分析

各種のERASE文とLIST文の

記入例

５
５

５
３

０
０

０
６

１
１

１

139

８
７

５
３

５
１

85
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活動別国内総生産および要素所得の

項目コード

傾向曲線の種類

計量経済モデルのシミュレーション

計量経済モデルの推定とシミュレー

ションのための準備

計量経済モデルの定式化

期順編成によるデータ例

期種の変換

期種の記入例一その1－

期種と期の対応

KLEINモデルの推定を行う

プログラム例

項目コードに用いられる英字の意味

項目コードに使われる記号

モデルミシュレーションのための

STEPS -BEICA言語

MOMENT

モーメント行列

MOMENT文の分析結果例

MOMENT文を用いたプログラム例

MOVAV

MOVAV文とSMOOTH文の記入例

MOVING AVERAGE

１
２

２
４

２
２

３
１

３
３

３
３

３
４

４
６

１
１

６
２

３

９
７

２１

６
５

７
４

３
３

２
２

４
１

１

N

内部FILEから外部FILEへの複写

内部FILEからシステムへの入力

内部FILEの管理

内部FILEの 管理に関するST EPS -

BEICA言語

内部FILEの更新

内部FILEの作成

内部FILEの参照と削除

内部FILEの使用例

内部FILEを使用したプログラム例

2段階最小2乗法

2段階最小2乗法に関するSTEPS -

BEICA言語

2階最小2乗法の概要

2段階最小2乗法の計算方法

2段階最小2乗推定値の計算

NLS

NLSM

入力媒体と書式，編成方法の組合せ

入力書式と入力媒体の組合せ

入出力命令と入出力媒体の関係図

５
１

７

８
８

７

８
３

２
２

９
９

１

８
７

９
３

０
０

１
７

８
７

８
９

９
１１

L

LAG TEST 161

LIBRARY 161

LIST 83

LIST FILE 161

LISTI 84

LIST INTEGER 161

LS 161

LSM 71

LSM 文, NLSM 文で保存される統計量72

８
３

４
０

７
７

８
５

８
１

１
１

２
５

５
７

１
１

１
１

１
１

M

民間公的別の制度部門別所得支出

勘定の項目コード

モデルの変数のデータ表示

モデルの変数指定

MODELラィブラリ

モデルミシュレーションの実行

モデルミシュレーションの解法

３
４

３
１

６
９

０
３

３
４

３
２

１
１

１
１

１
１ ’ 0
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OPEN DISK FILE

OPENT

OPEN TAPE FILE

１
７

１

６
８

６
１

１

S

最小2乗法に関するSTEPS-

BEICAの言語

最小2乗推定法

最小2乗推定量の計算

最小2乗推定量の特性および検定

散布図

SCATT ER

SCATTER文の記入例

SCATTER文の散布図例

SCATTER文を用いたプログラム

例

SCATTER DIAGRAM

生産勘定

線型回帰モデルの適合度と系列相関

SERIAL文とREAL文の記入例

SET

SETS

SET SCALAR

SET SERIAL

資本調達

資本形成勘定

新SNA データバンク

新SNAデータバンクに関する

STEPS- BEICA言語

新SNA項目コードー覧表

シミュレーション解と実現値との比

較表示

シミュレーション結果の表示

シミュレーション結果の保存

四則演算と初等関数によるデータ

加工

システムから内部FILEの転送

消費支出勘定

初等関数の記入例

０
４

４
６

３
３

４
６

７
６

６
６

２
２

２
２

P

PERIOD

PERIOD文の記入例

PLOT

PLOT文の出力例

PLOT文の記入例一そのl－

PLOT文の記入例一その2－

PLOT文の記入例一その3－

PLOT文を用いたプログラム例

PLOT GRAPH

PUT

PUT FILE

PUTI

PUT INTEGER

PUT MODEL RESULTS

PUTR

PUT REAL

２
４

６
９

７
７

８
８

１
０

１
０

１
１

０
１

１
１

１
１

１
１

６
８

６
８

６
６

８
６

１
１

１
１

１

５
１

５
８

４
６

０
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１
４

０
１

２
６

９
６

５
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６
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６
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０
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１
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己
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二
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【
円

の
入

文
記

Ｒ
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の
，

文
Ａ

Ｒ

Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｌ

Ｒ
Ｇ

Ｄ
ご

Ａ
Ｅ

Ａ
“
、

匪
文

Ｔ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ａ
Ｎ

Ｒ
Ｒ

Ｓ
Ｔ

Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｉ

Ｒ
，

，
Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｌ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

８
９

８
１

８
９
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１

８
１
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４
６

４
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６
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４
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１
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８
１

０

９
２

き方と実行手続

STOP

１
３

４
５

１

所得支出勘定

初等統計分析

初等統計量

書式を明示しない固定書式で変数順

にデータを入力する

書式を明示しない固定書式で期順に

データを入力する

書式を明示した固定書式で変数順に

データを入力する

書式を明示した固定書式で期順にデ

ータを入力する

集計表を作成するためのCROSSTAB

文の記入例

出力媒体と書式，編成方法の組合せ

出力書式と出力媒体の組合せ

SIMULATE

SMOOTH

その他のストック勘定

操作変数行列に関する射影行列の

計算

操作変数行列の新規作成

操作変数行列の登録または削除

操作変数推定と2段階最小2乗法の

関係

SPECIFY

SPECIFYMODEL

START

STAT文の分析結果例

STAT文の記入例

STAT文を用いたプログラム例

STEPS END

STEPS- BEICA命令文一覧表

STEPS - BEICAの命令語および

別名のライブラリー覧表

STEPS - BEICA プログラムの書

T

貸借対照表勘定の勘定表とその項目

コード

貸借対照表勘定と調整勘定

貸借対照表勘定と調整勘定の項目

コード

対家計民間非営利団体の目的別最終

消費支出の項目コード

単純最小2乗法の偏り点グラフ

特殊なデータ作成命令文

トレンド分析

登録済み操作変数名のデータ表示

登録済み操作変数名の表示

TSLS

TSLSM

TSLS文の表示選択番号

11

６
６

０
０

１
１

10

10611

９
６

５
２

０
０

０
１

１
９

１
５

７
２

２
２

６
２

１
１

１
１

１

11

０
３

２
６

２
９

３
１

１
３

４
０

１
１

９
８

８
１

１
１

１
１

１

U

内訳部門別金融資産・負債残高の項

目コード

UPDATEB

UPDATE BANK

８
１

１
０

９
６

１
１

６
３

１
１

３
２

２
１

４
１

３
６

４
２

２
２

６
５

１
１

１
１

１
１

W

WHEN

WRITE

WRITE文の印字結果の例

WRITE文を用いたプログラム例

WRITEI

WRITE INTEGER

WRITER

WRITE REAL

１
３

５
４

９
１

９
１

６
１

１
１

４
６

４
６

１
１
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